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本項の主旨は第2次世界大戦中のド 
イツ軍塗装について述べる事だが、話 
の流れとして、それ以前の塗装につい 
ても触れておく事とする。 

なお色名についてはドイツ語のカタ 
カナ表記ではなく、一般的により理解 
しやすい英語読みに直した表記を主に 
採用しているので、その点御了承願い 
たい0 

また文中、色名の後に付加される 
RAL と4桁の数字は、 RAL が定めた色 
の識別番号を表している。 RAL とは 
1925年に発足したドイツの工業規格制 
定団体で、現在の日本で言えば JIS に相 
当するものである（色のみについて言 
うなら日本塗料工業会のようなもので 
ある）。この団体は今でも活動しており 
色見本も存在するのだが、詳細は後で 
述べる事とする。 

『第 2 次世界大戦前の塗装 J 
——1908年—— 

ドイツでは1908年1月23日付け通達 
第36号により、フヱルトグラウ（独語） 
が陸軍機材の統一色として制定された。 
フェルトグラウは英語で言えばフィー 
ルドグレーであり、直訳すれば野戦用 
灰色となる。これは第2次大戦中にも 
同じ名称の色が存在した。両者が同じ 
色であったのかどうかはわからないが'、 
おそらく色調は異なっていたと思われ 
る。いずれにしてもこの色は、緑がかっ 
た灰色であったとされている。 

——1914年—— 

1914年に第1次世界大戦が勃発して 
からもフィールドグレーがドイツ陸軍 
のカラーとして使われていた。1917年 
に登場したドイツ軍初の実用戦車 A 7 V 
も、最初はこのフィールドグレー単色 
で塗られていたようである。これが1918 
年に入ると、塗装によるカモフラージュ 
効果を狙う思想が導入され、新たに黄、 
茶、緑の3色による迷彩に切替えられ 
た（ちなみに陸軍航空隊の飛行機には 


1916年から迷彩塗装が導入されてい 
た）。ただし、迷彩パターンは特に決 
まっていなかったようで、 3色を適当 
にスプレーしたものや、刷毛塗りで各 
色の境界に細い黒線を縁取ったもの等 
様々であった。またフィールドグレー 
の上から、この新3色をオーバーペイン 
卜した車両もあった。この他にフィー 
ルドグレーとは違う、緑がかっていな 
いやや明るめのグレーも存在し（後述 
するタオベングラウと同色かもしれな 
い）、新3色の内の黄色の代わりに使用 
されたらしいが詳細は不明である。 

-1922年- 

第1次大戦後もワイマル共和国軍は、 
基本的に戦中の塗装色を継承していた。 
ただし1922年6月付けの命令により若干 
の変更が加えられている。それによる 
と装甲車や牽引車等の特殊車両は、 
シャーシから車体全体まで多色迷彩を 
施すものとしていた。その他の乗用車 
やトラック類は、シャーシとフェンダー 
をブラックとしていた。車体は救急車 
とバスそれに大型トレイラーは、タオ 
ベングラウ（独語）という色で塗る事 
になっていた。これは直訳するとハト 
の羽のようなグレーという意味になる 
が、色調は不明で要するにライトグレー 
の事と思えばよいらしい。トラックや 
小型トレイラーそれに汎用機材等は従 
来通りフィールドグレー、乗用車は市 
販車用のダークグリーン、ダークブ 
ルー、ダークグレー、ダークブラウン 
等の色が認められた。ちなみにオート 
バイは全体をブラックー色としている。 

——1933年—— 

ワイマル共和国軍は1933年4月20日 
付けの服務規定488/1号において、多色 
迷彩についての再確認と共にその名称 
と色番号を記載している。それによる 
と、アースイェロー 17番、ブラウン18 
番、グリーン28番となっている。これ 
らは第1次大戦中の黄、茶、緑に相当 


する色でもあったと思われるが、色調 
は不明である。これらはヒトラーが政 
権を取ってからも使用されたので 、I 
号戦車等にこの3色で迷彩した例が確認 
できる。なお各色の塗装は境目をはっ 
きりさせていたか' パターンについて 
は規定されていなかったようである。 

-1937年- 

新生ドィツ陸軍は1937年6月12日付け 
通達第340号で、それまでの3色迷彩に 
代わる新たな基本塗装色を導入した。 
それはダークグレー RAL 702 1とダーク 
ブラウン RAL 8002 ( RAL 7017 説もあ 
る）の2色である。さらに1938年11月2 
日付け通達第687号では塗装に際し、 
ダークグレーとダークブラウンの面積 
比を2対1の割合にする事を指示してい 
る。このダークグレーは、しばしばパ 
ン ツァー グレーとも呼ばれ、英米図書 
ではフィールドグレーと表記される事 
もある。また日本では長らくジャーマ 
ングレーという名称で親しまれたもの 
である。色調は黒に近いかなり濃いも 
のであった。一方ダークブラウンはそ 
れに比べれば明るかったので、写真で 
の識別は容易である。 

——1939年—— 

ダークグレーとダークブラウンによ 
る2色迷彩は、陸軍全ての軍用車両を 
対象としており、多くの例が確認でき 
る。また2色の境界線ははっきりさせ 
る場合が多かったが、スプレーによる 
ぼかし迷彩の車両もあった。中にはダー 
クグレーとダークブラウンの面積比が 
逆転してる場合もあった。1939年に入 
るとほとんどの軍用車両はダークグ 
レー単色塗装となり、 2色迷彩はごく 
一部の車両にしか見られないように 
なった。一説にはダークグレーとダー 
クブラウンの2色迷彩は1939年に廃止さ 
れたとも言われている。 
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ドイツ軍車雨の塗装変遷史 




①オリジナルのダークグレー RAL 7021 で 
塗装された 3.7 cmPak 36。 元々この色は黒 
に近い非常に濃いものだったとされてい 
るが、退色したためにかなり明るめになっ 
ている。屋内展示のためこれでも保存状 
態はよい方である。（サンクトべテルブ 
ルグ砲兵博物館） 

②③これもダークグレー RAL 7021 で塗装 
された、現存する 15 cmNbw 41。 これは砲 
架部と脚部で色調が違っている。脚部の 
方が退色劣化が激しいようだが、その場 
合は黒みが消えて青みが強くなる傾向が 
あるようだ。（サンクトべテルブルグ砲 
兵博物館） 


『第2次世界大戦中の塗装 J 
-1939年- 

ドイツ軍は1939年9月にポーランド 
に侵攻し、第2次世界大戦が勃発した。 
この時に参戦したドイツ軍車両は、 一 
部に ダーク グレーと ダーク ブラウンの 
2色迷彩を施したものもあったらしい 
が、写真で確認できるほとんどのもの 
は ダークグレー 単色塗装である。 ポー 
ランド戦には1938年に併合したチェコ 
ソロパキアで製造された35 ( t ) と38 
( t ) 戦車も参加したが、これらも ダー 
ク グレーの みで塗装されていた。 

——1940年—— 

ポーランドを手中に収めたドイツ軍 
は1940年4月に北欧へ侵攻し、5月に 
は西方戦を開始した。この時の車両の 
塗装は、全てが ダークグレー 1色のみ 
であったといってよい状況であった。 
ただしグロースドイチュラン ト 歩兵連 
隊所属第640突撃砲中隊の III 号突撃砲に 
は、ダークグレーとダーク ブラウンの 
2色迷彩がまだ施されていたとする資料 
もある。しかし筆者はこれを写真で確 
認していない。 

フランス陥落後の1940年7月31日付 
け通達第854号にて、ようやく実際の塗 
装状況を追認するようにダークブラウ 
ンが'廃止され、ダークグレー単色によ 
る塗装が制式化された。以後この塗装 
は1943年まで継続される事となる。 

ダークグレー 単色は、陸軍のみなら 
ず空軍の地上戦闘部隊(高射砲部隊等） 
の機材にも用いられた。ただし通常の 
空軍用車両（補給トラックや連絡用乗 
用車等）は、 ダークグレー RAL 7021 と 
は別のブル ーグレー RAL 70 16とういう 
色の単一塗装で統一されていた。 この 
色は ダークグレー RAL 7021 に色調は似 
ていたが'、青みの強いものであった。 

——1941年—— 

★北アフリカ戦線 

ドイツアフリカ軍団が北アフリカに 
初上陸（トリポリに）したのは1941年 
2月の事であった。戦車連隊は一力月 
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後の3月に到着したが、この頃はまだ 
アフリカ戦用の熱帯地塗装は制定され 
ていなかった。そのため、全ての車両 
はアフリカの地に似つかわしくない 
ダーク グレー 塗装のままであった。そ 
のため多くの車両はそのまま戦闘に投 
入されている。しかし中には、現地の 
砂を水または油で溶き、車体に塗り付 
けてカモフラージュする車両もあった。 
(独立）第605 (自走）戦車駆逐大隊所 
属の 4.7 cm I 号対戦車 g 走砲がその代表 
例と言えよう。 

これに対し、1941年3月17日付け通 
達第281号にて、アフリカ向け機材には 
面積比2対1の割合でイェローブラウン 
RAL 8000とグレーグリーン RAL 7008に 
て塗装するように指示が出された。イ 
ェローブラウン RAL 8000はくすんだ黄 
土色で、グレーグリーン RAL 7008は緑 
がかった黄土色でイェローブラウンよ 
りも多少暗かった。これらの色の境界 
線はぼかす事とし、車両のホイル部分 
はどちらか一方の色のみで塗る事とさ 
れた。ただしこの規定通りに塗装され 
たものは、後に本国から補充された車 
両に限られると見てよいようで、しか 
も規定はしばしば無視されてイェロー 
ブラウン単色で塗装される事もあった。 
これらの塗料は5月になって北アフリ 
力に持ち込まれ、まだダークグレー塗 
装のままの車両にオーバーペイントさ 
れた。この場合も概ねイェローブラウ 
ン単色で塗られていた。その他、これ 


らの塗料以外にイタリア軍の塗料も使 
用されたが、白黒写真での識別は困難 
である。 

★バルカン戦線 

ドイツ軍は、1941年4月にバルカン 
方面に侵攻するという新たな行動を起 
こすが'、この時も ダークグレー 単色に 
変化は付けられていない。 

★東部戦線 

1941年6月にバルバロッサ作戦が開 
始され、ドイツ陸軍部隊がロシアの大 
地に広く展開する事となった。無論こ 
の時も全ての車両が ダークグレーに 身 
を包んでいた。 

今ではよく知られた例外として、秋 
に増援部隊として投入された第5装甲師 
団所属の111/ IV 号戦車の例がある。第 
5装甲師団の III 号戦車はバルカン戦役 
を経た後、北アフリカへ送られるべく 
車体色をイェロー ブラウン RAL 8000 に 
塗り変えていた。また IV 号戦車はさら 
にその上からグレーグリーン RAL 7008 
による蛇行迷彩がスプレーにより施さ 
れていた（おそらく同師団の車両は、 
戦車以外の車両もイェローブラウンで 
塗装されていたと考えられる）。ところ 
がこの後予定が変更され、第5装甲師団 
は東部戦線の中央軍集団戦区に投入さ 
れたため、ロシアの地にイェロー系塗 
装の戦車が登場する事になったのであ 
る。これらの戦車は再塗装する時、師 








これは屋外展示されてい 
る n 号戦車 a 〜 c 型の車 
体前面。50年以上も野ざ 
らしにされると、こうな 
るという例である。ダー 
クグレー RAL 7021 は青み 
がかったライトグレーと 
化し、もはやオリジナル 
が黒に近い色だったとは 
想像しがたい。上の方に 
見える赤い色は鐫止め用 
の下地塗料 ( RAL 8012) で、 
装甲車両の迷彩塗装はこ 
の上から行われた。ツィ 
メリット.コー テイング 


が施された場合は、下地 
塗料の上にコーテイング 
をし、その上に迷彩塗装 
を行った。 （ レニノ軍事 
歴史博物館） 



団 マークで ある黄色の X 印 や連隊 マー 
クの 赤い顔の悪魔は四角くマスキング 
されたので、 マークの 周囲のみ ダーク 
グレーが残されていた。 

上記の例以外はロシァ侵攻がこの頃 
は勢いに乗っていた事もあり、特別な 
カモフラージュ塗装が顕著に行われる 
事はなかった。ところが冬前にモスク 
ワを陥落させるヒトラーの予定は達成 
されそうに無く、ドイツ軍の戦いは冬 
にまで及ぶ事が予見された。そして、 
1941年11月18日付け通達第1128号によ 

りノルウェー、フィンランド、ロシア 

方面の冬季雪中迷彩に関する指示が出 
された。これはドイツ軍初の白色迷彩 
指示で、ホワイト RAL 9002を用いる事 
とされた。これは水で洗い落とす事が 
可能な塗料とされ、春になったら元の 
色に戻せる事が前提であった。 

しかしドイツ軍はバルバロツサ作戦 
開始時から、冬季戦を全く考慮してい 
なかったので、他の冬季装備と同様こ 
の塗料もあらかじめ準備されていたわ 
けではなかった。したがって塗料の絶 
対数が不足しており、中々前線部隊に 
行き渡らなかった。しかもこの年の雪 
は意外と早く降り出したため、各部隊 
は石灰を水で溶いたものを塗ったり、 
チョークや白い布等を使って車体を白 
くする工夫せざるを得なかった。また 
このような材料の不足から、車体全体 
にまで手が回らず、部分的に白くした 
だけの車両も多かった。無論、冬じゅ 
う最後までダークグレーのままで通し 
た車両もあった。 


——1942年—— 

★北アフリカ戦線 

1942年3月25付け陸軍通達第315号に 
おいてイェローブラウンは RAL 8000か 
ら RAL 8020 に、グレーグリーンは 
RAL 7008から RAL 7027 に改定され、旧 
塗料の在庫が無くなり次第、新しい色 
に切替えられる事となった。塗装の面 
積比率等は変えられていない。これら 
の塗料は1942年7月3日付け陸軍通達 
第600号で、クレタ島駐留軍にも適用さ 
れる事となった。イェロー ブラウン 
RAL 8020とグレーグリーン RAL 7027 
は、 RAL が現在所有する色見本による 
と、旧カラーの RAL 8000 と RAL 7008に 
比べてどちらも明るめの色調になって 
おり、両者のコントラストの差はあま 
りないものになっている。 

また北アフリカではよく知られてい 
るように、連合軍の車両を数多く捕獲 
して使用していたが、その際オリジナ 
ルの塗装に対しイェローブラウンまた 
はグレーグリーンにて迷彩を施したり 
する場合もあった。 

★ヨーロッパ全般 

すでに占領下となった西方、北欧、 
バルカン地域における駐留軍の装備は、 
基本通りダークグレー単色で塗装され 
ていた。ここではもはや大きな戦闘は 
行われなかったので、特殊な迷彩等も 
ほとんど行われる事はなかった。 

★東部戦線 

1942年の春になると、各車両は冬季 
迷彩を落として再び ダークグレーの 単 
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一色に戻った。ドイツ軍はこの年、口 
シア南部への攻勢が活発となった。特 
に夏以降はブラウ（青）作戦の発動に 
より、多くの装甲部隊がウクライナ南 
部に投入されている。これに伴って車 
両の塗装にも変化が生じるようになっ 
た。というのも南部ロシアの気候風土 
は、どんよりとしたヨーロッパとは違 
い、明るく乾燥した感じであったため、 
ダークグレー単色塗装の車両は逆に目 
立ちぎみだったようである。そのため 
部隊によっては、2〜3色による迷彩 
塗装を独自に施すといった例も多かっ 
た。その多くはダークグレーの基本色 
の上にイェロー系の塗料を重ねると 
いったものであった。迷彩パターンは 
蛇行型やスポット型等様々であった。 

また車体全体をイェロー系塗料で塗り、 
その上に新たにダークカラーによって 
迷彩を施したものもあった。 

このイェロー系塗料は後に制式化す 
るダークイェローという可能性もある 
が 、アフリカ向けのイェローブラウン 
と考えた方が時期的に自然であろう。 
またダークカラーについてもやはり、 
アフリカ向けのグレーグリーンだった 
と考えるのが適当と思われる。この他 
ブラウン系塗料も迷彩に使われており、 
もしかしたら戦前の指定色であった 
ダークブラウン RAL 8002を使用してい 
たかもしれない。 

この他、塗料を使わずに土を水や油 
で溶き、それで迷彩模様を書き込むと 
いった車両もあった。クリミア半島に 
進出した一部の部隊では、冬季迷彩に 
も使用した石灰を水で溶き、迷彩模様 
を書き込むといった事も行われている。 
ただし、これらはあくまで例として掲 
げたまでで、ダークグレー単色のまま 
の車両も数多く存在した事を忘れては 
ならない。また同時期の北部及び中部 
戦区の部隊では、南部戦区のような迷 
彩はほとんどしていなかった。 

やがて冬の到来と共にドイツ軍車両 
は、再びホワイト RAL 9002を塗装する 
事となったが、さすがにこの年は前年 
とは違って沢山の塗料が準備されてお 
り、チョーク等で間に合わせる車両は 
無かったようである。 

- 1943年- 

ドイツ軍は1943年2月18日付け陸軍 
通達第181号で、ダークグレー RAL 7021 
に代わってダークイェロ ー RAL 7028を 
新しく基本色として制定した。これは 
車両のみならず、無線機等のあらゆる 
機材に適用された。同時に車両用迷彩 
カラーとしてオリーブグリーン 
RAL 6003 とレッドブラウン RAL 8017 が 
選定され、これにより各地域に適合し 
た迷彩塗装を行う事となった。この内 
ダークイェローは工場で新しく完成し 
た車両にフィニッシュとして塗装され 
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ダークグレーベースに白色迷彩した III 号戦車 J 型（モデルアート増刊 ID 号戦車モデルフイー 
ベル参照）制作：杉村光生 


ドイッ軍車雨の塗装変遷史 

たが'、オリーブグリーンとレッドブラ 
ウンは部隊側に支給され、そこで迷彩 
を加える事となっていた。各色の面積 
比率やパターンは特に指示されておら 
ず、迷彩色はどちらか一方しか使わな 
い場合もあった。ただ、規則的なパター 
ンを広い面積に施してはならないし、 
一つの面を一色で塗る事も禁止された。 
ただ実際には迷彩を施さずに、ダーク 
イェロー 単色のまま実戦に投入された 
例も数多く確認できる。 

新塗装は補充部隊や占領地の駐留部 
隊の既存の機材にも適用され、速やか 
に塗り変える事が要求された。ただし、 
すでに前線部隊に配備され使用されて 
いる装備については特に塗り変える必 
要は無いとされ、迷彩や修理等の塗り 
変えの際にのみ新塗料が使用された。 

また工兵部隊では新塗装は全面的に採 
用されず、旧塗装のままとされた。 

この後の1943年5月3日付け陸軍技 
術命令書第39号では指示が若干変更さ 
れ、新塗装は前線部隊とすでにそこに 
送られる事が決定した装備にのみ適用 
されるとしている。 

ただし、ここで注意しなくてはなら 
ないのは、ダークイェローには2種類 
が存在したという事である。ダークイ 
ェロー RAL 7028 は当初に用意された色 
で、これは1943年半ば頃に RAL 番号を 
持たない、やや明るめの新しい色調の 
ものに改定されてしまい、以後終戦ま 
で改訂版が使用された事になっている。 
つまりダークイェロー RAL 7028 で塗装 
された時期は、極めて短い期間だけで 
あった。 

★東部戦線及びヨーロッパ全般 

新塗装が導入されたため、1943年春 
から新造された車両は新3色を用いて 
いたが、前線（東部戦線）で戦ってい 
た既存の車両にとっては、迷彩用の塗 
料が新たに3色加わったも同然であっ 
た。それに先にも述べたようにアフリ 
力向け塗料も用いられていた形跡があ 
るので（南部ロシア方面のみ）、この時 
期の東部戦線には ダークグレー 
RAL 702 1, イェローブラウン RAL 8020, 
グレーグリーン RAL 7027, ダークイェ 
ロー RAL 7028, オリーブグリーン 
RAL 6003，レッド ブラウン RAL 8017 の 
6色の塗料があった事になる。したがっ 
て理論的にはこの6色を組み合わせた 
あらゆる種類の迷彩塗装が考えられる。 
もっとも車両1台につき使われた色はせ 
いぜい3色止まりであったが、それに 
してもかなりの バリェー シヨ ンが 考え 
られる。この色の組合せについては、 
白黒写真からでは中々判断できるもの 
ではないので、この辺は各自で推察す 
る他ない。 

一方、前線ではないヨーロッパの駐 
留部隊にも新塗装への塗り変えが指示 
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されたため、 ダークグレーと 新3色の 
組合せが誕生した。もっとも、ほとん 
どの場合は ダークイェロー 単色に塗り 
変えただけであった。ただ、連合軍の 
上陸に備えて6月にギリシャ入りした 
第1装甲師団の中には、 ダークグレーに 
ダークイェローの 蛇行迷彩を施したも 
の等もあった事が知られている。 

1943年7月には東部戦線のクルスク 
で大規模な戦車戦が行われた。いわゆ 
るチタデレ作戦と呼ばれるこの戦闘に 
参加した車両のほとんどは新迷彩を施 
しており、 ダークグレーの 地肌が見え 
る車両はほんの一部に過ぎなかった。 
この時は季節が夏という事もあり、迷 
彩には主にオリーブグリーンが使われ 
ていたようである。 

★イタリア戦線 

1943年6月、連合軍のシシリー島上 
陸に備え、イタリア軍増援として第15 
装甲擲弾兵師団とヘルマンゲーリング 
装甲師団が派遣された。これらの装備 
は全て ダークイェローをベース とした 
新迷彩が施されていた。ただし、チュ 
ニジア入りするためにシシリー島に待 
機していた第504重戦車大隊第2中隊の 
テイーガー I は、明らかにアフリカ向 
け塗料で塗装されていた。同隊のティー 
ガーは結局チュニジアには行かず、同 
地で第15装甲擲弾兵師団と行動を共に 
した。そしてその一部はイタリア本土 
へも渡っている。 

★チュニジア戦線&ティーガー I の塗 
装について 

1942年末から、北アフリカ戦線は最 
後の激戦地チュニジアへと絞り込まれ 
た。もっとも塗装に関しては1942年当 
時と変化していない。あえて言うなら、 
イェロー ブラウンと グレーグリーンの 
旧 カラ ー RAL 8000 と RAL 7008で塗装さ 
れた車両が少なくなったいう事位であ 


る。可能性としては1943年3月以降に 
補充された車両の中に、ダークイェロー 
塗装のものがあったかもしれないが、 
白黒写真でこれを確認する事は極めて 
難い\ 

チュニジァには1942年の末に第501重 
戦車大隊の最初のティーガー I が到着 
しており、計20両のティーガー I が1943 
年にかけて同地に投入された。チュニ 
ジアにおける第501重戦車大隊のティー 
ガー I ( UI 号戦車も）の塗装について 
は、様々な説が存在している。という 
のも通常イェロー ブラウン系で塗装さ 
れているはずのドイツ軍車両の中で、 
これらのティーガーと m 号戦車の中に 
グリーンで塗装したものがあったとい 
う説が出現したからである。この出典 
は1971年に発刊されたブラッドフォー 
ド氏著作の 「armor camouflage & 
markings (NORTH AFRICA 
1940-1943) j が最初であり、これによ 
ると第501重戦車大隊のティーガー I は 
デザートサンドで塗装されていたが'、 
グリーンの車両もあったように見える、 
とある。また III 号戦車については、832 
号車に関して ピー グリーンだったと述 
ベている。 ピー グリーンの ピー （ pea ) 
とはェンドウマメのことで、極めて曖 
昧な表現となっている。 

この後チュニジアのティーガー I グ 
リーン説を追認する形となったのは、 
ブルース.カリヴァー&ビル.マー 
フイー共著の 「 PanzerColors 」(1976 
年）であり、ピーグリーンではなく才 
リーブグリーンという名称を使ってい 
た。この後カリヴァー氏は 「TIGER in 
action 」（1989 年）の中でより具体的 
な説明を行っており、第501重戦車大隊 
のティーガー I は最初デザートブラウ 
ンで塗装されており、その後チュニジ 
ア沿岸の気候風土に合わせてオリーブ 
グリーンが才ーバーペイントされたと 
している。しかもデザートブラウンは 







イエロー ブラウンで塗装した in 号戦車 n 型（モデルアート増刊 in 号戦車モデルフイーベル 
参照）制作：山田卓司 


RAL 8020、オリーブグリーンは 
RAL 7008だったとしている。 

1993年には NEW VANGUARD 5 
「TIGER I HEAVY TANK 1942-1945」 
でトム.ジヱンツ氏が新説を打ち出し 
た。それによるとティーガー I は最初 
フィールド グレー（パン ツアー グレー） 
で塗られており、砲塔番号は白縁のみ 
であったという。これがチュニジア到 
着の少し前に、オリーブグリーンがと 
ても薄く才ーバースブレーされ、その 
際砲塔番号はマスキングされたために、 
番号の中はグレーのままであったとさ 
れている。 

1994年に発行されたシュナイダー氏 
著の 「TIGERS IN COMBAT 1」で 
は、元の色がサンドオリーブで、それ 
にアメリカ軍から捕獲したオリーブド 
ラブを上塗りした車両もあったとして 
いる。その場合、白縁番号の中の色は 
元のサンドオリーブだったという説明 
は、色が違うだけでジヱンツ氏説に準 
じている。 

この番号の中と外の色が違っている 
という割合説得力のある説を頼りに、 
筆者は1997年にこれらの説を検証しつ 
つ、自分なりにティーガー I グリーン 
説に否定的な結論を出した（グランド- 
パワー誌97年5月号)。というのも白縁 
番号の中と外で明度差がある車両を発 
見できなかったからである。ところが 
最近になって発刊された大日本絵画刊 
の「ティーガー重戦車写真集」に、明 
らかに番号の中と外で明度差がある写 
真が掲載され、この説に修整を加える 
必要性を感じた次第である。 

その写真に写っているのは、チュニ 
ジアのビゼルダに到着したばかりの 
ティーガー142号車で、少なくともこの 
車両は番号の中の方が外よりも明るい 
トーンで写っている。ただし、この差 
は実に微妙なものになっている（ブラッ 
ドフォード氏説では番号の中を赤とし 
ているが、ドイツ軍の第2中隊の例でも 
わかる通り、赤はもっと暗いトーンだっ 
たのでその可能性はかなり低いと思わ 


れる）。142号車に関しては他にも多く 
の 写真が残されており、その中には番 
号の内外でトーンに差があるように見 
える写真も掲載され ていたの だが、図 
版が小さい事もあり筆者はこれを目の 
錯覚だと思い込んでいたというわけで 
ある。もっとも同様な例を他の車両に 
求めても、今のところはっきり確認で 
きるものは無い状況である。したがっ 
て、142号車は少なくともそうだったと 
言う他ない。なるほど思いかえしてみ 
ると、ブラッドフォード氏やカリヴァー 
氏が例に上げて いるの も皆142号車で 
あった0 

さてそれでは142号車は何色だったか 
について述べてみよう。筆者は第501重 
戦車大隊のテ イーガー I は、工場から 
編成中の部隊に輸送されてきた時から 
既に アフリカ 向け塗装だったと見てい 
る。色は当然時期的に見てイエローブ 
ラウン RAL 8020だったはずである。こ 
れは142号車も当然同じであったと考え 
られる。では砲塔番号以外にオーバー 
スプレー された色についてはどうかと 
言うと、 1) 特別な色が用意された、 2) 
グレーグリーン RAL 7027 だった、 3) ア 
メリカ軍のオリーブドラブだった、の 
3説が今のところ考えられる。 

この内 1) 説は、証拠がない限りはあ 
まりに御都合主義的で、説得力に欠け 
る。要するに、にわかには信じがたい。 
3) 説は可能性としてはあるものの、や 
はり考え難い。なぜなら142号車の塗装 
は状況からして船積み前に行われてい 
た事が確実だからである。作戦中なら 
ともかく、チュニジア投入前の新品車 
両にアメリカ軍の色を塗ったとは、や 
はりにわかには信じがたい。残る 2) 説 
の グレーグリーン RAL 7027 は、元々 ド 
イツ軍のアフリカ用指定色であり、もっ 
とも順当で可能性の高い説と言わざる 
を得ない。 グレーグリーン RAL 7027 が 
緑色だったのかというと、実際には黄 
土色と緑色を混ぜたような感じだった 
らしい。したがって見る人によっては 
茶色に見えたり、緑色に見えたりする 


_ AFV モデル塗装テクニック 

非常に微妙な色合いだったようである。 
そのため、グリーンに塗ったティー 
ガー I があったとする説から、取り合 
えずは逸脱していない事になる。この 
2) 説は、要するに 「TIGERin acutionj 
の説と一致するものだが、筆者として 
はジェンツ氏の説も取り入れて、グレー 
グリーン RAL 7027を非常に薄くオー 
バースプレーし たという事にしておき 
たい0 

ただしこれはあくまでも1つの説で 
あって、真実を解きあかしたというも 
のではない。142号車の白縁ナンバーは 
リペイントしたようにも見えるので、 
本当にマスキングしたのかどうか疑い 
の余地がある。またマスキング材料や 
マスキング方法について明らかになっ 
ていない点においても、疑問を抱いて 
みる必要がありそうである。 

第501重戦車大隊の他の車両について 
述べると、 ティーガー I は142号車以外 
は イェロー ブラウ ン RAL 8020の単色が 
標準塗装だったと思われる。ホルヒ等 
ソフトスキン車両には、明らかに イェ 
ローブラウ ン RAL 8020 とグレーグリー 
ン RAL 7027 による迷彩塗装が確認でき 
る。 UI 号戦車に関しては、概ね イェロー 
ブラウンの 単色塗装であったが、一部 
の車両は グレーグリーンを も加えた迷 
彩を施していた。また中には ティーガー 
142号車のように、全体を グレーグリー 
ン単色にしていた車両もあった可能性 
がある。 

ちなみに1943年3月に遅れて到着し 
た第504重戦車大隊のティーガー I 等の 
塗装については、サンド系の単色だっ 
たというのが世界的に一致した見解で 
あり、要するにイェロー ブラウン 
RAL 8020だったという事である。 

-1944年- 

1944年8月19日、ドイツ陸軍は製造 
工場での最終塗装をダークイェロー単 
色ではなく、オリーブグリーン RAL 6003 
とレッドブラウン RAL 8017 を加えた3 
色迷彩とする事を命令した。これに対 
する工場側の対応も比較的スムースに 
行われたようである。この時期は既に 
戦線はヨーロッパとロシアに限定され 
ていたので、あらかじめ3色迷彩を施 
していた方が前線に投入しやすかった 
のだと思われる。 

8月の後半には「光と影 j と呼ばれ 
る、新しい迷彩パターンが導入された。 
これは3色迷彩のそれぞれの色の面の 
中に、別の色の斑点を散りばめた一風 
変わったものであった。この塗装には 
単に スプレーで 行われたものや、型紙 
を用いたものあるいは刷毛塗り等、い 
く つかのバリェ ーシヨンが認められる。 

11月の終わり頃から基本塗装色が 
ダークイェローで はなく、 オリー ブグ 
リーン RAL 6003に変更された。しかも 
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ドイツ軍車雨の塗装変遷史 


これは装甲製造段階の仕上げとして塗 
るものと指示された。組立工場では基 
本的にこ の 上から ダークイェローと 
レッ ドブラウン RAL 8017 の迷彩を行っ 
た。各色の境目ははっきりとしており、 
ダークイェローの 占める面積が非常に 
小さくなっているのが特徴となってい 
る。また末期には車内の塗装（アイボ 
リー）までも廃止されてしまった（鲭 
止め用塗装のままという事)。 

これ以後終戦に至るまで、軍からの 
塗装変更指示はでていない。しかし1944 
年以降はドイツ国内も混乱しだしてお 
り、全ての工場でこれらの命令が貫徹 
されたのかというと、そういうわけで 
もなかった。したがって塗装に関する 
実情は工場ごとに少しづつ違っていた。 

カッセ ルのヘンシェル エ場で生産し 
ていたティーガー II を例にすると、最 
初ダークイェロー単色で塗装され てい 
たティーガー II は、1944年8月19日の 
命令に従って3色迷彩に変更され、8 
月末までには規定通り光と影迷彩が導 
入されている。ジヱンツ氏の記述によ 
れば、車内のアイボリーペイントが廃 
止されたのも、この頃だとしている。 

9月になると塗料の供給が不安定とな 
り、鲭止め用の下塗り塗料（レッドプ 
ライマー RAL 8012) をダークイェロー 
で全て塗りつぶさないでよいとされて 
た。ようするに、レッド ブラウン 
RAL 8017 の変わりにレッド ブライマー 
RAL 8012 (この色ははレッド ブラウン 
RAL 8017 よりも赤みが強くかなり明る 
めの色調であった）を用いよという事 
である。しかも、迷彩用の塗料は非常 
に薄く塗られたとされている（これは 
ニーべルンゲン製作所で1945年3月頃 
に生産されたヤー ク ト ティーガー も同 
様な処置がとられていた事が知られて 
いる）。 

さらに10月31日からは塗料の供給不 
足のため、テ ィーガー II の塗装は再び 
ダークイェロー 単色のみで出荷された。 
ダークイェローがな v ゝ場合は旧基本色 
であった ダーク グ レー RAL 7021 を 代用 
したという。 

11月からは基本塗装がオリーブグ 


① これは ダー クイェローと レツ ドブラウン 
RAL 8017 の迷彩塗装をした5 cm Pak 38。 脚部に 
青っぼい グレー が見える事から、ダーク グレー 
RAL 7021 で塗装されていたものを後に塗り直し 
たらしい。（サンクトべテルブルグ砲兵博物館） 
②③ダークイェロー単色に塗装された 8.8 cm 
Pak 43/41 。砲部は発熱のせいか塗料が剥げてい 
る。ダークイェローは先程の Pak 38 の場合と大 
分色調が違っているが、写真の場合は撮影条件 
によつて色調が変わるので、その理由について 
はなんとも言えない。ただダークイェローには 
初期の RAL 7028 ( タイプ I )と、1943年夏頃から 
色調変更された RAL 番号を持たないタイプ n 
呼ばれる2種類が存在した事が知られている 
(サンクトべテルブルグ砲兵博物館） 


リーン RAL 6003となり、規定どおり3 
色迷彩にもどされた。迷彩パターンは 
3通りが指示されたというが、その実 
体はよくわかっていない。 

戦争の末期には混乱のためか、3色 
迷彩は必ずしも守られておらず、 ダー 
クイ ェローとオリーブグリーンの 2 色 
迷彩のテ ィーガー II も 確認できる。 

他の生産工場でも概ねこのような塗 
料不足による、塗装の変動があった事 
は容易に想像できる。各生産工場の塗 
装の変化にっいては、今後の研究対象 
の 一つと 言えよう。 

一つ気になる事例として、チェコの 
BMM 社とスコダ社で生産されていた 
ヘッツァーの塗装があげられる。現在 
ドイツ側 （ 研究者）の見解としては、 
ヘッツァーは1944年10月から、旧チェ 
コの塗料を用いて黄、茶、緑の3色迷 
彩を施していたとしている。迷彩パター 
ンも旧チェコ陸軍のものに似ているの 
で説得力があるが、当のチヱコ側の見 
解としては塗料はチェコのものではな 
く、ドイツ軍の ダーク イェロー、オリー 
ブグリーン、レッドブラウンだったと 
しており、この辺に食い違いが見られ 
る。ところで、古くは AFV プロファイ 
ルに載ったカラーイラストのように、 
ヘッツァーの迷彩色の1つにライトグ 
レーが使われていた事が示されている。 
これは勘違いでも想像でもなく、実際 
にイギリス軍がベルギーで捕獲した 
へッ ツアーの塗装がそうだったのであ 



る。そのヘッツァーは今もボーヴィン 
トン戦車博物館に展示されており、現 
在では当時に近い形に復元塗装されて 
いるが、迷彩塗装にはグリーン、ブラ 
ウン、ライトグレー、ホワイト（当時 
はアイボリーだったらしい）が使われ 
ている。当時これらの塗料がどういう 
素性のものであったかは不明であるが、 
もし工場で塗られたものだとしたら、 
単なる3色迷彩だったとする説と一致し 
ない事になってしまう。果たして真実 
はどうだったのであろうか。 

『色番号と色について』 

冒頭でも述べたように、ドイツ軍の 
塗装色は全て RAL (帝国工業規格）に 
よって定められていた。ここでは1927 
年から色番号を1から順に制定していっ 
たというから、ワイマル共和国軍が定 
めた アースイェロー 17、ブラウン18、 
グリーン28も RAL 番号によるものだっ 
たのかもしれない。もっともこれらの 
色に関する情報は、現在では一切失わ 
れてしまったとされている。その後1939 
年頃から色番号の付け方に変化が生じ、 
全て4桁の数字で表すようになり（旧 
番号も4桁数字に改正された）現在に 
到っている。 

ところで色の名称についてはどうか 
というと、これはあまり統一されてい 
なかったらしく、資料によって呼び方 
が異なっている。たとえば、 RAL 7021 
のダークグレー （ ドゥンケルグラウ） 
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これは m 号突撃砲最後期型に残 
るダークイ ェロ ー，レツドブラ 
ウン RAL8017, オリーブグリーン 
RAL6003 による 3 色迷彩塗装例。 
本車は塗装した時期から推察し 
てダークイェローは タイプ n の 
はずである。各色の色調はあく 
までも 50 年経過したものであ 
り、なおかつ写真であり印刷で 
ある事をお忘れ無く。ただこれ 
らのカラー写真は、モデリング 
時の塗装において、自分なりの 
イメージを確定するための参考 
にはなつてくれるはずである。 
(パットン戦車博物館） 



はブラックグレー（シュヴアルツグラ 
ウ）とも呼ばれており、 RAL 8017 の 
レッドブラウン （ロー トブラウン）は 
チョコレー トブラウン（ショ コラー デ 
ンブラウン）とも記載されてぃる。各 
研究書ではこのような正規資料の呼び 
名ではなレイ谷称も使用されているので、 
色の名称は使う人によって様々とぃう 
状況になってぃる。したがって正確な 
色を指定するのには RAL 番号を表示す 
る必要があると言えよう。無論これは 
実車研究上の立場からの見方である。 

当時 RAL では各色の配合比データや 
色見本も存在してぃたと思われるが、 
1953年の改正により多くの色が削除さ 
れ、同時に古ぃ記録が失われてしまっ 
たとぃう。現在では当時の陸軍色は、 
10色前後の色見本が存在する程度でし 
かなぃようだ。もっとも筆者は残念な 
がらこの色見本を入手してぃなぃ。た 
とえ手元にあったところで、印刷物で 
その色を正確に再現する事はおそらく 
不可能と思われる。気になる方はグラ 
ンド . パワー1997年2月号と アーマー 
モデリング第4号を参照してほしぃ。両 
者には同じ色見本が掲載されてぃるの 
だが、色調の印象がかなり異なってお 
り印刷物で色を表現する事がぃかに難 
しぃ事かがわかる。またこの色見本が 
ぃくら公式なものとは言え、50数年前 
の色を正確に伝えてぃるのかとぃうと、 
当然それには疑問がある。現にこの色 
見本に異論を唱える研究者もおり、現 
状ではこの色見本が決定的な資料だと 
は言ぃえなぃ状況である。 

二次的資料として当時のカラー写真 
が存在するが、写真の場合はフイル 
ター、レンズ、フイルム、印画紙、現 
像液等全てに独自の特性があって、そ 
のものズバリの色が表現される事はま 
ずなぃとぃえるし、同じ被写体を写し 
ても撮影条件や使用した器材によって 
全く異なる写真に仕上がってしまう。 
この事は当時はもちろん現在におぃて 
も全く変わってぃなぃ。従って色の識 
別はできても、正確な色調を判断する 
事は不可能とぃえる。しぃて言えば塗 
装に対する自分なりのイメージ作りに 
多少役立ってくれる程度のものでしか 
なぃ。また白黒写真におぃても全く同 
じ事で、トーンの濃淡からでは色を識 
別する事は不可能である。従って撮影 
された年代、季節、場所から各自が考 
察する以外にはなぃ。 

もう 一つの 資料として、現存車両や 
器材に残存するオリジナル塗料がある。 
これがたとえ泥の中に埋まってぃて空 
気と遮断されてぃたとしても、50年以 
上もの長きに渡り経年変化がなかった 
とぃうのも信じがたぃ話であり、通常 
の状態ならばなおさら塗料の劣化によ 
る変色や退色があると見るべきである。 
したがってこれも色調の決定的な判断 


材料にはなりえない。 

要するに、当時の色を正確に再現す 
る事は限り無く不可能に近いと言える。 
また塗料は基本的に退色するものであ 
り、戦場という過酷な条件下において 
は特にそれは顕著だったはずなので、 
オリジナル塗料の色調にあまりとらわ 
れすぎるのもどうかと思われる。その 
意味では前出の現存車両に残った色が、 
退色後のものとして多少の参考になり 
えるであろう。 

本書は模型雑誌であり、本来なら 
RAL 番号に対応する模型用塗料を選定 
すべきなのであろうが、上記のような 
不確定要素が多すぎて筆者にはとても 


「これが正解」と言う勇気もなければ 
データも持ち合わせていない。模型は 
説得力だと筆者は考えているので、他 
人がすばらしいと賛同してくれるもの 
に仕上げられるのであれば、作者の才 
リジナリティーが塗装色に反映されて 
いてもかまわないと思っている（無論 
自己満足を主張するなら、どんな色に 
しても自由である）。また現在ではドイ 
ッ陸軍用の模型用塗料も多く発売され 
ているので、指標となるものが全くな 
いという状況でもない。したがってそ 
れらを使うか、混色するかあるいは才 
リジナルを作るかは個人の裁量におま 
かせしたい。 


一主な参考資料—— 

グランド-パワー (1997 年2,3,4,5月号)デルタ出版 


アーマーモデリング (Vol.1/2/4/5) 
スケールアヴイエーシヨン （ Vol.2) 
• ドイツ軍車両の塗装とマーク 
■ ティーガー戦車 
■ 重駆逐戦車 


大日本絵画 
大日本絵画 
サンデ_ア_卜社 
大日本絵画 
大日本絵画 


. ドイツ軍用機の塗装とマーキング モデルアート社 

.第1次大戦機の塗装とマーキング モデルアート社 

• Panzer Colors SQUADRON/SIGNAL 

• TIGER in action SQUADRON/SIGNAL 

• NEW VANGUARD OSPREY MILITARY 

"KINGTIGER" TIGER 1""STUG3" 

- armor camouflage & markings George Bradford 
"NORTH AFRICA 1940-1943"22 
- DIE GEPANZERTEN RADFAHRZEUGE MOTORBUCH 






大戦前の 2 色迷彩. 


グレー地 C 3 ラウンの2色迷彩法 



HiPM 1/35 

キツトについて 

チェコ. HiPM 社の I 号戦車 A 型 
は、38年の発売。 I 号火焔放射戦車と 
の コンバーチブルキットで、吸排気口 
の カバー 等、後期型の パーツ も入って 
います。同社の空物 キット と同様、 ボッ 
クスと説明書がとても良く、 パッケー 
ジングにセンスを感じさせます。 

但し、簡易インジヱクシヨン（金型 
がアルミで作られている為、少ない費 
用で出来るが、数が沢山打てない）と 
いう AFV モデラーに馴染みの薄い製法 
のキットであるため、最近特に組み立 
て易くなったロシア、東欧圏のプラス 
チックモデルと同じに考えてしまうと、 
ちよっと違うかもしれません。 

取り敢えず珍しいキットだから形に 
してみたい、という方はバリを取って 
仮組みをキッチリ行えば、箱の中のパー 
ツだけでも立派な完成品が出来ます。 

いっちようモデルカステンのキヤタ 
ピラや、 エ デュアルドの エッチング パー 
ツをおごってやるか、と思われている 
方も、パテ盛りとサンデイングで各部 


製作：杉村光生 Mitsuo Sugimura 



① モデルカステン. I 号戦車 B 型用可動式 
履帯。 

② 溶接跡は、目立つ所だけブラべーパー 
(流し込み接着剤で溶かし、針でモールド 
を刻む）の細切りで再現。 


③ 前照燈と尾灯はロイヤルモデルのドイツ 
軍車輛用ライトセツトより。 

④ 車幅燈は、グンゼ産業の in 号戦車を数台 
組むと大量に余るパーツより。こういう事 
があるので捨てない方が良い。 
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① ジャッキは、 ADV の改造キットに入っていた物。どこかで初期型 
ジャッキ各種を発売してくれませんかねえ。 

② ヒンジは、タミヤの in 号戦車より。 I 号戦車用にしては大き過ぎ 
るが、エンジン点検ハッチのヒンジの大きさに合わせてしまった。 
分割式の側面ハッチは、上面、側面とも装甲板に対しツライチにな 
らなければならなかった。 

③ 0. V . M はタミヤの IV 号戦車車外装備品セットより。エッチング 
パーツでデイテールアップ。 

④ 吊り上げフックはエデュアルドのエッチングパーツ。フックの形 
状が平らになってしまっているのと、少し大きいので実物とは違う 
印象だが、精密感が出る。 

⑤ 砲塔は、修整の手間を考えて、ズべズダの物にそっくり交換。ヒ 
ケている所をパテで処理する。 


の エッジを出す、型ズレを修整する、 
ディテールパーツを他キットの部品と 
交換する等の作業を行なえば、より見 
映えのする作品になると思います。 
今回、私の使用したパーツは、 

① ズべズダ（旧イタレリ）‘ I 号戦車 B 
型（塗装前写真のグレーの部分） 

② モデルカステン SK -32 可動式履帯 

③ エ デュアルド I 号 A 型 （ HiPM 用） 
エッチングパーツ 

④ タミヤ•ドイッ車外装備品セット 

⑤ ADV ， I 号 A 型改造キット（ジャッ 
キ、ジャッキ台、ホーン） 

以上です。資料は、 Waffen-Arsenal 
S -48 PANZER I 、月刊モデルグラ 
フイックス30年1月号の尾藤満氏の記 


事などを参考にさせて頂きました。 

製作の途中までは、あまり手を入れ 
るつもりは無かったので、ヒンジの大 


きさ、排気口のメッシュ等、中途半端 
な印象になってしまいました（言いわ 
け）。塗装前写真にコメントを入れまし 


⑪ジャッキ台は ADV の改造パーツよリ。 

⑫車体各部の合わせ目は、ポリエステルパテ、タミヤ 
パテ、プラバン等でスキ間を埋め、サンデイングし、 
エッジや平面を出す。 

⑬途中までエッチングパーツを使わないで作るつもり 
だったので、車体後部の排気口もキットのままで作り 
進んでいた。やはり、くり貫いてメッシュを入れた方 
が見栄えが良かったかも。 

⑭ マフラー はキットの物を加工（ヒケと型ずれの修 
整）し、排気口を開孔する。 


ふ 


⑥ MG 13 は、ドラゴンモデルスのドイツ軍歩兵 
セットに入っていた MG 34 を加工した物。 

⑦ 排気管はウェーブの A スプリング。中に真鍮 
線を通しておく。 

⑧ エデュアルドのマフラーカバー。 同社の製品 
は幾つか使った事があるが、今までで一番、 
使った感じが良い。 

⑨ 白い部分が HiPM のパーツ。型ずれによる段 
差をナイフとパテで慎重に消し、ブラバンなど 
によりデイ テール アップ 

⑩ 後部泥除けは、エッチングはやめてズべズダ 
のパーツを加工して取付けた。 
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大戦前の 2 色迷彩. 



塗装前写真、塗装時には可動キヤタピラはは 
ずしておく。 


▼タミヤ.スーパーサーフェイサーを吹き終え 
たところ。今回は金属部品には余り大きなエッ 
チングパーツは使っていないし、ランナーにつ 
いた状態で軽く表面を荒らしてあるので、特に 
金属用プライマーは塗っていない。塗装の下地 
をきちんと作リ、傷やへコミのチェックを行な 
う。但し、吹き過ぎると表面がザラザラになつ 
てしまい直りにくいので注意。 


▼車体下面に 3 mm ナツトを仕込んであるので、 
ビンの蓋にネジ止めし、ビン自体を握りを兼ね 
た塗装台としている。別にエビアンでなくても 
良いが、栄養ドリンクだといつまでも臭いので 
念のため。基本塗装が終えるまでは、砲塔と起 
動輪は外して別々に塗り、ウェザリングに入っ 
たら取付けて行なう。 



eviar 1 

mural mB ⑽ | 

270洲 



▼サーフェイサーを吹いた写真と変わらないように見えるが（泣）、 Mr . カラーニュートラ 
ルグレ ー+ ジャーマングレーをベース色として吹いたところ。ブラウンの迷彩色が濃く見 
えるように、明る目にした。フェンダーや転輪の陰で良く見えない部分は、予め濃いグレー 
を塗ってある。 



たので、製作記事として見て下さい。 

塗 装 

I 号戦車と云えばジャーマングレー 
単色だな、と私は早合点していたので 
すが、担当氏より「戦前の迷彩で」と 
のリクエストがあり、相談の結果1937 
年の「グレー地にブラウン迷彩」で塗 
装する事にしました。以下、番号順に 
10 


説明させて頂きます。 

①キツトの洗浄 

私は パーツ 状態や、ヤスリがけ後の 
製作途中はもち論、塗装前にも必ずキッ 
卜をクレンザー+歯ブラシで洗います。 
手の脂や、埃などで結構汚れているも 
のです。但し、大きな板状の金属パー 
ツの接着面は、隙間に水が入ると中々 
乾かないので、注意が必要です。洗っ 


た後は、2〜3日自然乾燥させます。 

② サーフエイサー吹き 

パテの修整跡、ヤスリがけ部分の 
チェックの為と、金属部品のブライマー 
効果も兼ねて、タミヤ•スーパーサー 
フェイサーを吹き、一晚乾燥させます。 

③ 暗い部分（足周り）を塗る 

フェン ダーの下側、転輪の裏などは 
後では塗りにくいので、予め ベース 色 
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◄1937年〜の2色迷彩についての特別な資料は 
ないので、四面図のコピーに色鉛筆でパターン 
を考えながら描き入れる。自分で考えた物を参 
考にして塗るのも何か変だが、この手間を省く 
と、後でやり直すハメになる可能性が高い。不 
要なキット （ LS のワーゲン）に同じべース色を 
塗り、迷彩の色と方法をテスト（練習とも言う） 
してみた。 


► Mr . カラー•レツドブラウンのビンのままの色 
を、筆で迷彩の輪郭を描き、中をエアブラシの細 
吹きで埋める方法に決定。図面を見ながら描い 
てゆくが、様子を見て少しパターンを変更した。 
フェンダーの縁にかかった迷彩をエアブラシで 
吹く際に、転輪等に塗料が懸らないようにマス 
キングしている。 




よりも少し暗く塗っておきます。今回 
ベース 色が グレーな ので、グンゼ産業 
Mr . カラー No .40 ジャーマングレー 1/2: 
同 No .3 3ツヤ消しブラック1/2をエアーブ 
ラシで吹いています。 

④ベース色を塗る 

1939年以降のグレー単色塗装ならば 
グンゼ産業 Mr . カラー No .40 ジャーマン 
グレーが向いていますが、今回は濃い 


◄ ▼基本塗装の仕上り。エアブラシを細 
く絞って少しずつ吹く。使用したコンブ 
レッサーは、オリンポス•アド•コン 
4004 +グンゼ産業 Mr . プロコン.エアフィ 
ルターセット（両方とも借り物です）、エ 
アブラシは十数年選手のオリンポス • 
PC -101。 写真は、 Mr . カラー .レッドブ 
ラウンで迷彩をした後に、ニュートラル 
グレ ー+ ジャーマングレーのベ_ス色を 
溶剤で薄めて全体に軽く吹き、茶色を少 
しぼやけさせたところ。 
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大戦前の 2 色迷彩 _ 



◄これが使用した器材。圧力の大きなコンブ 
レッサー には圧を下げる レギュレー ターを 
使った方がボカシ塗装などはキレイに吹ける。 


►境目のはっきりしている迷彩は筆塗り 
でないと…と思い込みがちだが、輪郭の 
み細筆で描いてあとは エアー ブラシを使 
えば筆塗りが苦手でも、この手の迷彩に 
苦しむ必要はなくなる。 


ぎ 


遍 


◄迷彩色の塗装後、茶色をなじま 
せるために薄いグレ _ で卜 _ ンを 
落す。これで基本塗装が終わり、 
ウオッシングー細部塗装ードライ 
ブラシへと工程が移って行く。 




茶色の迷彩をグレーのベース色に塗る 
訳ですから、これでは少し暗過ぎる印 
象です。従ってグンゼ産業] VIr . カラー 
No .13 ニュートラルグレー2/3:同ジャー 
マングレー1/3をベース色としました。 
塗料が廻りにく く良く見えない部分は 
予め暗いグレーで塗ってあるので、上 
方、斜め横からエアブラシで吹き付け 
ます。 
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⑤迷彩パターンの決定 

その物ズバリの塗装指示図面は、今 
の所無いので、当時の写真を見ながら 
四面図のコピーに色鉛筆で数種の迷彩 
パターンを描いてみました。グレーの 
部分を多くし、茶色がうるさくならな 
いよう意識しています。キットに直接、 
パターンを考えながら塗ってゆくと、 
あそこも、ここもと塗ってしまい結局 


やり直しという事になる（何回も経験 
済み）のでこの作業は案外、重要です。 

塗料 （ Mr . カラー.タミヤアタリ 
ル•ハンブロール）、色（それぞれの塗 
料で持っている茶色)、塗り方（筆塗 
り•筆でパターンを描き、中をエアブ 
ラシで吹く •エアーブラシだけで吹く） 
を不要なキツトでテストしてみた結果、 
Mr . カラー No .41 レツ ドブラウンを筆と 



















AFV モデル塗装テクニック 


►ウオッシング用に使った油絵の具 
(チューブ）と溶剤のテレビン油（ビ 
ン）。下にある 3 本の角柱状のものが 
パステルで、’これはヤスリで削ってそ 
の粉を筆等で塗る。 

編：上に映っている箱は何かメッ 
セージで しようか？やっぱり渋いア 
イテムが好きなのですね。 


▼ OVM やライト、転輪のゴム部を塗り 
終えた状態。 




エアー ブラシで塗る方法に決めました。 

⑥迷彩の塗装 

図面を参考に、筆で迷彩の輪郭を描 
いてゆきますが、〇 VM の下など、吹 
き付けにくい所はそのまま塗ってしま 
います。転輪に茶色がかからないよう 
に簡単に マスキングし てから、 エアー 
ブラシを細吹きにして、ていねいに輪 
郭の内側を描いてゆきます。迷彩を描 
いた後、溶剤で薄めた（目安として、 
エアー ブラシのカッブ半分の溶剤に対 
し、2〜3滴の原液）下地色のグレー 
を全体にサツと吹き、茶色を落ち着か 


ニックです。私は今まで、この工程を 
省いていたのですが、小さい I 号戦車 
をあまり明る目に仕上げるとオモ 
チャっぽく見えるかもれないと感じ、 
久し振りに行いました。 

油絵の具（ホルべイン社） バーン ト 
アンバー （コゲ茶。様々な陰の部分に 
使える便利な色）をテレビン油で薄く 
溶き、全体に刷毛塗りします。半乾き 
になったら、シミにならない様に、テ 
レピン油を含ませた筆で、垂直方向に 
払ってゆきます。過不足がないか良く 
チェックし、必要ならば部分的にやり 


▼あまり活躍しなかったエナメル 
系塗料のハンブロール.カラー。 
こうやって整理すると使い易いと 


いう例。 


〇 VM の木の柄はタミヤ•アタリル塗 
料 XF -60 ダー クイ エローで 塗つた後、油 
絵の具の バーン トシヱ ンナ （赤茶）を 
薄めて塗り、ニス仕上げ風にします。 
マフラーは、ハンブロール 113 マツトラ 


せます。 

⑦ウオッシング 

ウオッシングとは、新品の色に黒や 
茶色を薄く塗ってから拭き取り、古び 
て見せるという、つまり偽物の骨とう 
品を作る際に使われる！？ようなテク 


直します。 

⑧部分塗装 

転輪のゴムをタミヤ.エナメル塗料 
XF -1 フラットブラック 4/5: XF -2 フラッ 
トホワイト1/5で塗り、もう少し黒い色 
で機銃、〇 VM の金属部分を塗ります。 


ストで塗っておきます。 

⑨ドライフラシ 
油絵の具のネイプルスイェローとホ 
ワイトを混ぜて平筆に取り、ティッシュ 
で良く拭い取ってから、ディテールの 
凸部分に軽くドライブラシします。私 
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大戦前の 2 色迷彩. 



◄迷彩を終えた後、油絵の具のアンバー 
でウオッシングを行い、グレーの色調 
を少し落とす。テイシューは使わずに、 
テレビン油を含ませた筆でシミになら 
ないように拭き取ってゆく。転輪のゴ 
ム部、機銃、 OVM の金属部分をタミャ- 
エナメルの 黒+白で、 マフラーを 完全 
なツヤ消しになるハンブロー ルの ラス 
卜（鯖）で。 OVM の柄は、後で油絵の 
具のジェンナーを塗り重ねるため、夕 
ミヤアクリ ルのダー クイ エロー で 塗つ 
ておく。 


▼モデルカステンの可動キャタピラの塗装中。 Mr . カラー.つや消し 
ブラック+ジャーマングレー を 塗った後、薄めた土地色（日本戦車 
色）をサッと吹いている。面倒ならばこのまま クロームシルバーを 
ドライブラシしても良いが、今回はこの後、赤茶色のパステル粉末 
を全体にまぶし、筆でこすってサビ表現を強調している。黒色のベー 
スで、うつすらサビ色が入っている、というのが狙い。 




の場合、エッジの強調程度の意味なの 
で、余り多くは行なっていません。 

⑩パステル 


ヌーべルカレーパステルのセピア、 
黒、茶を粗い サンドペーパーで 粉末に 
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しておきます。セピアをそのまま細筆 
にとり、溶接跡、ハッチやクラッペの 
周り、ホイル等にウォッシングの補足 
として描き込みます。 マフラーの スス 
を黒で。全体のアクセントとして、セ 


ピアの部分に所々茶を入れてみました。 

⑪車体の仕上げ 

グンゼ産業水性ホビー カラー H 12 つ 
や消しブラック1/3: H 47 レッドブラウ 
ン2/3をタミヤ•アタリル溶剤で薄め、 
エアー ブラシで全体に雨の流れた跡の 
ように垂直方向に細吹きします。これ 
は好みなので、少しくどくしたい時に 
限ります（やり過ぎに注意)。足周りの 
土埃り汚れ表現として、水性ホビーカ 
ラ ー H 341 マッドを溶剤で薄め、様子を 
見ながら吹きます。機銃、〇 VM の金 
属部分にはタミヤ.ペイントマーカー 
X -1 1クロー ムシルバ ーを筆に含ませて 
一度完全に拭きとってから、銀粉をこ 
すり付ける感じにドライブラシします。 
⑫可動式キヤタピラの塗装 

車体と同じ様に サーフヱ イサーを吹 
き、乾燥させます。ベニア板に画鈑で 
留めてから、車体下部に塗ったのと同 
じグレーをエアブラシで吹き、乾いた 
ら Mr . カラー No .133 土埃色を溶剤で薄 
めてサッと吹きます。茶色の パステル 
粉末を平筆でキャタピラにまぶし、別 

















, AFV モデル塗装テクニック 



の筆で余分なパステル粉を払い落とし※ 

てから、ペイントマーカー のシルバ ー *- 

の 

をドライブラシしてキャタピラの完成キ 
です。 L 


ぬ.， 




▼雨の流れた跡の表現として水性のつや消 
し黒とレツドブラウン（グンゼ産業）の混 
色を エアー ブラシを使って上から下へと垂 
直方向で細吹きしている。 



まとめ S 

以上、今回の I 号戦車の塗装方法を g 
説明させてもらいました。ビギナーの^ 
読者の方に、情報を取捨選択して頂き、バ 
中にひとつでも参考になる事があった‘ 
ならば幸いです。それでは最後に塗装^ 
中の注意を。実は④の下地塗装の際に、 〇 
溶料の原液を車体に大量にこぼしてし 1 
まい（パニック！）、慌ててウスメ液 ' 
で拭き取ったら今度は下地処理のパテ 9 
がだんだん溶けてきて（パーニック！!）、 ? 

本当に困りました。皆さんも気をつけ§ 
ましようね、ってこんなことしてるの | 
は私だけか（―何年作ってても手際の 
悪いヤツ）〇 


15 




















ジャーマングレー 単色 


単色のメリハリを付ける塗装法 



y ミユア s -35 ドイツ軍仕様 r ジヤ■マングレ-単 ai 


グンゼ産業 1/35 

はじめに 

模型の楽しみ方というのは人それぞ 
れですので塗装にしても目標としてコ 
ンテストに出品するような高度なもの 
から コレクションと して数をこなして 
いくので細部にはそれ程こだわらない 
というものまで様々でしよう。 

では私はというと完成度の高い模型 
を土日2日を中心に1ヶ月位で完成(ほ 
ぼストレートで製作）させて完成品を 
入れる棚が埋まっていくのが楽しいと 
いう作り方をしています。ですから塗 
装にそれ程の時間を（乾燥時間を除け 
ば数時間）かけるわけではありません 
が出来れば作品が新品の戦車ではなく 
時間の経過による汚れや退色が塗装に 
よって表現されメリハリがきいて見え 
る様になればと思っています。 


製作：村田 

塗装の前準備 

私は先ず袋を開けたら洗剤で パーッ 
を洗ってしまいます。洗剤のタイプに 
特にこだわりはありませんが スプレー 
タイプのものを噴霧して歯ブラシで一 
通り擦っています。洗浄をしないと確 
かに製作中に指先などがツルツルして 
くるものもありこれがどの程度塗装時 
の弊害になるかはわかりませんが大し 
た手間ではありませんので必須作業に 
しています。洗浄した パーツはエアー 
(0 A 機器用の物）で水滴を吹き飛ばし 
完全に乾燥するのに私は一晚待ちます。 

ソミュア S 35 の組立 

このキットはエレール製の物にドイ 
ツ軍仕様とする為にメタルパーツで 
キューポラ、ハッチ、アンテナベース 
とデカール、連結式キヤタピラを加え 


稔 Minoru Murata 

た物でキット自体は一昔前といった感 
じです。ですから組み立て自体も部品 
自体の歪みなどもありスラスラという 
訳にはいきませんが唯一のキットです 
し完成してみるとその姿は独特で興味 
深いものです。 

資料としてはデルタ出版刊『グラン 
ドパヮ ー95年9月号第二次大戦のフラ 
ンス軍用車両』があげられますが現在 
絶版となってしまっています。さて不 
明の点の多い製作となってしまいまし 
たが手を入れた部分を記します。 

① ライト及びホーンのガードをブラ 
バンで作り直す。（部品番号 19. 81) 

② 車体前面下部装甲板の曲面の表現 
がきついようなのでのでパテを 
盛って調整。（箱絵参照） 

③ 車体、砲塔の装甲バイザーの形状 
修整と モール ドのスジ彫り化。 
(部品番号 12. 39. 40) 
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サーフェイサーを吹く前に最 
終チェックをして傷.ヒケ等 
をパテ、溶きパテで埋めてお 
く。ライトはメッシュを入れ 
たので前もって筆で基本色を 
塗った。 

サーフェイサーがかからない 
ように、ライト類にマスキン 
グする。 





④ 排気管固定バンドをブラペーパー 
で追加。 

⑤ メ タル パーツ 製 アンテナベースを 
ヤスリで薄く削る。 

⑥ 車体及び砲塔のフックを修整。 
(部品番号 60. 61. 79. ドラゴン 
の HI 号戦車の部品を加工して使用） 

⑦ サスペンシヨン部装甲板について 
いる取っ手をプラバンで自作。 

⑧ 車体前部のフヱンダー内側に泥除 
け部をブラバンで追加取り付け。 
(箱絵参照） 

⑨ 砲口は開口、機銃は真鍮パイプに 


取り替え。 

⑩アンテナ ロッ ドはエバーグリーン 
スケールモデルズの0.5腦のプラボ 
ウロッドを使用。実物のアンテナ 
ロッ ドは先端になるに従って細く 
なっていくのですが金属線では加 
エに時間がかかり、伸しランナー 
はなかなか真っ直ぐにはなってく 
れずに苦労しましたが、このブラ 
ボウをナイフで大まかに削りヤス 
リで仕上げてやれば楽に作ること 
が出来ました。 

私は全て組み立てた上で塗装に入る 


事にしています。これは単に楽しみ方 
の問題で仕事を終えてからの限られた 
時間の中で製作しますので平日は組み 
立てだけを楽しみ、塗装は休日の自然 
光のある中で一日かけて作業したいと 
いう理由からです。 

下地処理は？ 

私が模型作りを再開した時やはり模 
型の技法書を読んだのですがどうも 
サーフヱ イサ ー 処理の必然性がピンと 
きませんでした。要するに溶きパテを 
吹き付ける訳ですから モール ドに 
シャープさがなくなると思ったのです 
が 、実際にタミヤの スーパーサーフエ 
イサーを使用してみると モール ドがダ 
ルくなることもありませんし、ヒケや 
傷の発見のしやすさとキット以外の 
パーツ や素材を用いたときにでる色の 
違いと質感を揃えて、その後の塗料の 
のりをよくする効果があります。 

ただし サーフ ヱイサ ーを 吹けば傷や 
ヒケが消えるわけではありませんので 
吹き付ける前に傷、ヒケ等は溶きパテ 
(グンゼ産業の溶きパテ Mr . サーフエ 
イサー 500) をよく撹拌してから筆で塗 
りますが深い傷等はチューブ入りの夕 
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ジャーマングレー単色 




⑧タミヤのスーパーサーフエイサーを全体に吹き付ける。素材の色 
の違いを整え、塗料ののりが良くなる。 

⑧透明パーツにマスキングをする。小径の円を切る時はケガキ針と 
テンプレートを用いて行う。マスキングテープをカツテイングマツ 
卜に針り、テンプレートをあてケガキ針で力を入れず何回もなぞっ 
て切る。 

©サーフエイサー塗付後に現われた傷、ヒケには溶きパテ（グンゼ 
産業 Mr . サーフエイサー 500) を筆塗りする。 

◎筆塗りした溶きパテはしっかり硬化させてから耐水べーパー（400 
〜600番位）でならす。段差が出ないよう修整箇所の周りにもかける。 


ミヤパテを ヘラ （私はタミヤ調色ス 
ティックを使用）で盛りつけます。完 
全にパテが硬化しましたら紙ヤスリ（耐 
水 ペーパー 40〇番から60〇番位）でパテ 
で修整した箇所を削りますが周りも自 
然にかけないと段差となってしまいま 
すので注意が必要です。また傷やヒケ 
がなくともタミヤの スーパー サーフ ェ 
イ サーは装甲 板のざらついた感じが 出 
るので私は常用しています。 

サーフエイサーの 塗付 

さて前処理が終わりましたら削りか 
すや埃を除去しますが私は エアーで 吹 
き飛ばしています。また戦車の場合あ 
まり必要ありませんがライトなどクリ 
アーパー ツを 使って ある場合は マ スキ 
ング テープ （タミヤマスキング テープ 
を使用、ケースに入っていて使い易い） 
を用いてマスキングを忘れずに施しま 



す。 

缶はよく振って使い、模型との距離 
を20から 30 cm とりながら一度に厚く塗 
らずにタレないよう様子を見ながら間 
をとって何回かに分けて吹いていきま 
す。なお砲塔と車体は別々に作業しな 
いと回転しなくなってしまうことがあ 
ります。ここで発見した傷、ヒケは溶 
きパテを筆で塗って再び修整します。 
どうも サーフ ェ イサーと 溶きパテの相 
性が今ひとつのような気がしますので 
大事をとって一晚かけて硬化させてい 
ます。 

パテの完全硬化後、紙ヤスリを使う 


際、段差が出ないように自然な仕上が 
りになるようにするのは前述と同じで 
す。ここで最終チェックをしてなおす 
箇所があれば作業の繰り返しとなりま 
す。仕上げのサーフェイサーは前回よ 
りタレやすいので気を付けて作業しま 
す。 

使用用具 

ここからは エアーブラシを 使います 
が私の道具はタミヤの スプレーワーク 
エアーブラシセットにアダプターを付 
けて家庭用電源からも使用できるよう 
した物です。これで不自由してはいま 


せんでしたが不注意から付属の エアー 
ブラシを壊してしまったのを機にタミ 
ヤの スプレー ワーク HG エアー ブラシ 
(ダブルアクション）に代えました。 

コンブレッサーの均一な低圧力のエ 
アーでしたら扱いやすいもので、これ 
から模型を始める方にもお勧めできる 
と思います。 

_で目指している事 

その昔、缶 スプレーで 初めて塗装し 
た時は今までの筆塗りと違い、そのム 
ラのない仕上がりに感動したものです 
が何か足りないと漠然と思ったもので 
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使用したタミヤのスプレーワークと HG エアー ブラシ。 


エアー ブラシによる 
グラデーション塗装略図 



光の当り方によって (D 
〜©の面積は変化す 


混色概略図 


つや消し 
ブラック 


⑧ 



ジャーマ 

ングレー 




セールカラー 

⑮ 

© 

© 

⑧ 



ジャーマングレーの明暗差をつけた塗装でメリハリを出した砲塔。 


_ AFV モデル塗装テクニック 

した。その当時何かの記事でティッシュ 
ペーパーを 筆代わりにエナメルの ダー 
クイエローを（グレーベースの場合） 
ナットや泥除け部にカスらせるという 
方法が載っていてこの技法で当時の私 
は満足しました。その後一時、私は模 
型作りを離れていきました。現在、模 
型を再開してみると塗装方法について 
の情報は多くそれを私なりに解釈し今 
回、ソミュア S 35 を塗装してみました。 

① 色をムラなくきれいに塗ってもリア 
ルにはならない（実物と模型の違い）。 

② 光による陰と陽（明と暗）を考える 
が絵画の様に光源を固定した位置で考 
えて影を想定する必要はない（自分の 
イメージで）。 

③ 明暗で各部位（部品）にメリハリを 
つける事に重点をおく （ソミュアの砲 
塔を例にとると上面、側面の7角形、 
砲塔基部の各面があり、キューボラ、 
ハッチ、防盾、砲、フックなどの部品 
による集合体で成り立っています。こ 
の各部品は取り付けられて上下、角度、 
内外側、高低差が出るのでそれにより 
生じる明暗をそれらく塗装する事に 
よって各部位の存在を表現したい）。 

④ 装甲板などの平面体のものでは溶接 
跡やボル ト 等で囲まれた面を一区画と 
して捉え、装甲板の外側から内側の中 
心部に向かって暗から明として4段階 
前後で塗装表現しますので外郭はつや 
消しブラック⑧を残し、次は ジャーマ 
ングレーにつや 消しブラックを加え©、 
その内側は ジャーマングレーにつや 消 
しブラックを混ぜる比率を減らし©、 
中心に近づくに従いつや消しブラック 
に代えてグンゼの Mr . カラー45番セー 
ルカラー (バフ 系）を加えていく ⑧⑥ 
といった具合です。（図参照） 

下塗り（影をつくる） 

塗装し始める前にマスキングしてお 
く箇所は処理し、埃などは除いておき 
ます。ここでは エアー ブラシでグンゼ 
産業の Mr . カラ ー33番つや消しブラッ 
クを使って全体を塗っていきます。塗 
料は専用の薄め液を使って薄めて使用 
しますが私の場合は概ね塗料と同量よ 
り多めというところで、人により使い 
易いうすさがあると思います。ここで 
は影をつくる為の作業ですからあまり 
薄くしない方が作業効率はいいでしょ 
う。また塗料の入り難い所は塗り残し 
のないよう注意します（凹表現になっ 
ているパネル部などは特に注意して塗 
り残しがないように）。この上に色を今 
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ジヤーマングレー単色_ 

◄下塗りの後、キヤピタラにタミヤのアクリ 
ル塗料ハルレツ ドを エアー ブラシを 使って塗 
装する。 




後重ねていくのですから充分に乾燥さ 
せて下さい（私は一晚おいています）。 

キャタピラの塗装 

このキットは連結組立式（無可動） 
のキャタピラになっています。塗装前 
にキャタピラがしっかりと接着されて 
いることを確認して下さい、泥の表現 
をする場合はパテを使うのもいいで 
しょう。 

塗料はつや消しの具合がレゝいので夕 
ミヤのアクリルカ ラー XF 9 ハルレッド 
を使いました。これも エアー ブラシで 
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吹き付けますが濃 V 、場合は私はグンゼ 
産業の Mr . カラーうすめ液で希釈して 
いますが特に問題はないようです。エ 
アーブラシを調整して細吹きしますが 
車体などに塗料が付いてしまっても汚 
し塗装の時に使う泥系の色ですし、こ 
れから車体にも色を重ねていきますの 
で問題はありません。 

続いてタミヤのエナメルの XF 56 メタ 
リツクグレイを下地のハルレツドが残 
るように同じくタミヤのエナメル塗料 
うすめ液で薄めたものを平筆を使って 
キヤタピラに塗っていきます。塗料を 


◄エナメルのメタリックグレイを薄めた塗料 
で、下地のハルレッドが完全に隠れないよう 
に塗って行く。 


思いの通りの濃さにするのは難しいも 
のです、初めから目立つところなどに 
は塗らずにキャタピラの下弦の見えな 
いところで試してみて下さい。メタリツ 
クグレイなどの金属色は指などに付け 
ると指紋が模型に残ったりしますがそ 
の場合は綿棒にエナメル塗料うすめ液 
を少し染み込ませて拭き取って下さい 
(うすめ液は必ず模型メーカーが発売し 
ている専用のものを使って下さい。ホー 
ムセンターなどで売っているペンキ用 
のものは性質が違うものもありますの 
で )0 
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車体色を吹き付ける 

前述したようにつや消しブラックか 
ら始めて今回は5段階で吹き付け塗装 
をしていきますがジャーマングレイ 
ベースですと写真で見てもそれ程の変 
化は感じられないかと思います。ここ 
では エアー ブラシで作業することに 
よって その自然なグラデーシヨンをい 
かしたいと思います。文章ではどうも 
伝えるのは難しいかと思いますので写 
真で作業を順に説明してみました（力 
ラー40,41頁)。 

デカールを貼る 

次にドライブラシをかけますのでそ 


の前にデカールを貼っておかないと不 
自然な仕上がりとなってしまいます。 
さて今回は大きめのスライド マークが 
2つだけですがどうも説明図と箱絵と 
模型の3つでそれぞれ位置関係が違っ 
ています。まあここは特定の車両を作 
るわけでもありませんので適当と思わ 
れる場所に決めました。 

デカールは台紙ごとデザインナイフ 
と定規で十字の外側の透明な余白部分 
を カットしてしまいますが、今回は十 
字の中の余白部分は面積も小さいので 
そのまま残しであります。カットした 
ものは水に5秒程浸しティッシュペー 
パーなどの吸水性の V ゝいものの上に置 
き水滴をとります。スライド マークを 


貼る位置に マーク ソフ ターを 軽く塗っ 
てデカールを台紙からその上に滑らし、 
位置がずれているようでしたら綿棒で 
軽く押して修整して下さい。位置が決 
まりましたら余分な水分をとりデカー 
ルの 上から マーク ソフターを塗り綿棒 
の腹の部分をローラーの様に使って模 
型の地肌と馴染ませます。 

汚し塗装 

汚しは個人の好みが分かれるところ 
ではないでしようか。ジオラマ仕立て 
ならおのずから ベースに 合った汚れ方 
になるのでしようが単独の作品となる 
と作り手の好みで汚れ程度は様々で 
しよう。私は足周りを中心に車体にも 
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ジャーマングレー单色 



汚し塗装に使ったグンゼ産業水性ホビーカラー。左よりミドルストー ドライブラシ専用筆とドライブラシ用に使ったタミヤのエナメル塗 

ン、ダークアース、ラフサンド、マッド、スート（すす）、ラスト料2種（フイ_ルドブルー、ダークイエロー）。 

(さび)、焼鉄色、今回はラフサンドは未使用。 


◄どろ汚れを エアー ブラシで吹く。キヤタピ 
ラの近くは茶色の濃い色、遠くは薄い色に。 

ドライブラシをかけた状態。エッジや モー 
ルドが浮き出た。 



土埃がかかった位の軽いものを塗装表 
現しています。 

塗料は グン ゼ産業の水性ホ ビーカ 
ラーを つや消し（半光沢のものは フラッ 
トベースを 混ぜる）にして エアー ブラ 
シを使用しました。泥汚れとしてミド 
ルストーン、ダークアース、マッドを 
使用、排気管には スート（すす）、ラス 
卜 （鯖)、焼鉄色です。 

汚し塗装には順番がありますが、今 
回ですと時間の経過と共に発生した鲭 
の上に泥が跳ねがあるわけで、泥の上 
に鲭が出ると不自然になってしまいま 
す。泥は新しい泥が跳ねる訳ですから 
ぬれた感じに（濃い）、遠くの跳ねた泥 
は早く乾き始めるでしょうから乾いた 
感じに（明るい）というように考えま 
した（私は ダークアース—*ミ ド ルストー 
ン — マッ ドの順で使用しましたが再考 
の要ありです)。 

フェンダーは潰れて鲭も出ていると 
想定しましたのでラストを筆で塗りそ 
の上に泥表現をします。 

排気管は筆で焼鉄色を塗り下地の焼 
鉄色を完全に隠さないように筆でラス 
卜、 排気口にはすす汚れとして エアー 
ブラシでスートを吹き、砲口や排気ガ 
スがあたる車体後部にも塗装します。 


ドライブラシ 

最初は友人からドライブラシの説明 
を聞いてもぼかし筆のイメージしかわ 
きませんでした。 

要はカサカサの状態の塗料で筆を縦 
横に動かせば模型の凸部の引っかかる 
所にしか塗料が残らないので、地より 
明る V ゝ色を選べば凸部の縁で着色され 
てよりディ テールが 引き立つというこ 
とだと思います。しかしここまで エアー 
ブラシを使って車体色等にグラデー 
シヨンをつけてきましたのでドライブ 
ラシは1回のみとしました（ドライブ 
ラシは通常では数段階色調を変えて作 
業していますがそれでは エアー ブラシ 
の効果が薄れてしまいそうなので)。 

使用した筆はドライブラシ専用筆を 
使っていますが平筆で問題ないようで 


す、塗料は乾燥時間が比較的長く塗料 
ののびもいいのでタミヤの エナメルを 
使いました。ジャーマングレイより明 
るい色で近似のものとしてフイールド 
ブルーに 少量 ダー クイ エローを 混入し 
ました。これを少々、筆につけてテイ 
シュペーパー等に擦ってもほとんど色 
がでないという状態にしたら最後に私 
は手の平で確かめてから作業します。 
ドライブラシ実施箇所はハツチ等のヒ 
ンジ、 ボルト 等の凸部のデイ テールを 
浮き立たせたいものに限り前述の理由 
から軽くかけています。 


パステル 


パステルはヌーベルというものが種 
類も多く専用のブラシから練り消しま 
で出ていて画材屋でも手に入れやすい 
です。これを60〇番前後の紙ヤスリで粉 
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パステルの道具。専用の筆とねり消しもある。粉にするヤスリは600 スポット的にメリノ、リを付けるのに、パステルの明るい灰色を直接 
番を使用した。 使う。 



にして筆にのせて擦りつけます。泥や 
埃の感じは何しろ粉で表現するのです 
からエアブラシより上ですし、私の場 
合、泥も明暗3種類の茶系のパステル 
を使うのですがその混ざり合ったグラ 
デーシヨンはこれでしか表現できない 
ものでしよう。また車体の上部などに 
埃がついている状態などはサンド系の 
パステルでうっすらとのせてやれば簡 
単にリアルに出来ます。パステルはのっ 
ているだけですから定着液等を使わな 
いと触ったときなど指紋が残ってしま 
います。ただし残念なことに専用の定 
着液を使っては使用後のあのかさつい 
た埃っぽさがなくなってしまいますの 
で、私は定着液を使用せず出来るだけ 
触らぬように注意しています。 

またそのかさつき感を利用して鲭の 
箇所にそのまま赤茶系のパステルを 
擦ってから筆で余分のパステルを掃き 
落とすということも今回やってみまし 
たが塗料では出せない表現が出来たと 
思います。 

これの応用でドライブラシでの表現 
が足りなかった小さな部分（ハッチの 
ヒンジや 取っ手等） にジャーマングレー 
より明るい灰色のパステルを同じく直 



接擦りつけて筆などで払い練りケシで 
更に気になる余分部分も軽く叩くよう 
にすることで奇麗に消すことが出来ま 
すのでピンポイント的にも可能ですし、 
補修用としても有効ではないでしよう 
か。何しろ失敗しても練りケシで消し 
てしまうことが出来ますので初めての 
方でもリスクは少ないと思います。 


おわりに 


どうも原稿（文章表現）と写真の色 
表現の限界、そして理屈と実際の私の 
技術の差があり伝わり難い部分が多く 
申し訳なく思います。1つでもヒント 
になることがあればよかったのですが。 
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塗装 ブース 



はじめに 


今年でタミヤのミリタリーミニチュ 
アシリーズも30歳だそうで私の場合小 
学校3、 4年生時にパラシューター付 
きの III 号突撃砲を作ったのが最初でし 
た。その後3年間位はただただ作る事 
が楽しくて工具は爪切りのみで、塗装 
する事もなく消費していきました。そ 
の後、友人の色を付けたウイリスジー 
ブを見て感動し、筆塗りで始め—缶ス 
プレ ーー>オリンポスヤング （エアー 
缶） — エアー ブラシ（コンブ レッサー） 
と現在に至っています。 

今でも筆塗りはムラになり缶スブ 
レーはタレてしまうというわけで行き 
着いたのがタミヤスプレーワーク HG 
エアーブラシ（ダブルアクション）と 
スプレ_ワーク • エアーブラシセット 
のコンブレッサーです。特に考えがあっ 
て購入したわけではなく、その時々で 
手の届く物を揃えていったというとこ 
24 


ろです。道具は今でもこれで不足はあ 
りません が一つ 障害がありましたそれ 
はカミサンの存在でした。 

高校3年生で模型は中断し再開した 
のが30歳の時で流石にコタツで吹き付 
け塗装が出来ないぐらいの分別があり 
ましたので、最初は風呂場を塗装場所 
としていましたが冬場は寒く湿度の影 
響も受けてしまうのですが換気扇と汚 
しても洗えるという便利さの為、この 
時代が3年程続きました。その後、木 
エの趣味に足を踏み入れた時に、もっ 
と快適に模型（塗装作業）が出来ない 
ものかと作ったのが塗装ブースでした。 

塗装 ブースの 製作 

① 塗料の霧（溶剤臭）を部屋に拡散さ 
せない効果があること。 

② 取り外しが出来、なるべく場所はと 
らないよう分解可能な事。 

③ 取り付けも容易なこと。 

④ 予算は1万円程度、製作時間も2時 


間程度で完成出来ること。 

材 料 

① 衣料収納などに使う透明のボックス 
(横 60 cm 、 高さ 40 cm 、 奥行き 35 cm の物 
を私は使用しています）3000円。 

② 木製の床材 （32 cml 80 cm ) 2000円 0 

③ フィルター付き換気扇 

(羽直径20 cm 位で本体の幅30 cm まで 
の 物、 フィルターが あると吸い込み 
量も テープな どを貼ることにより調 
整できますし掃除も楽です）4000円 
前後より。 

製作の前に 

先ず換気扇を付ける窓を決めねばな 
りませんが場所としては窓枠がしっか 
りしていること（アルミサッシがよい）、 
隣家や通行人の支障にならない風が吹 
き付けない場所がいいでしょう。 

次に自分の作業姿勢（椅子か床に座 
るか）で塗装ブースの高さを決めます 



村田稔 


自作塗装フ—ス製作法 


予算 I 万円以内 
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図1 


図2 





簡易タイプの場合は窓枠に 
引っかかる様に角材で作る 


窓枠 


.、E 


床材- 


角材の組み 
合せ 




が、窓の左右どちらかの端に換気扇を 
付けるので柱があったりブースを置く 
寸法がとれない場所はさけます。 

製 作 

① 衣料ボックスを作業する高さに置 
きます。椅子に座る場合は机（私は日 
曜大工用の作業台4000円位を使用して 
います）などが必要になりますし、床 
に座る時でもちやぶ台のような低い 
テーブルや 箱状の物を使った方が塗装 
作業効率がいいでしょう。 

② 換気扇を取り付ける床材を窓枠に 


合わせて切断ないしは延長します。取 
り付け及び取り外しが容易なように床 
材の長さを決めます。木造住宅の雨戸 
や障子戸、襖の様に上部の溝の深さの 
ァソビを利用して取り付ける方法と同 
じです。では寸法のとりかたです。 

全高（レール溝底の上から下までの 
寸法） 一 A (上のレールの溝の深さ） 
+ B の30から50パーセントの寸法（上 
の溝の深さにより調整）といったとこ 
ろでしょうか（図1参照)。 

または自立はしませんが部屋側の窓 
枠に寸法を合わせて塗装ブースで押さ 


えてしまうやり方もあります（外に倒 
れたりしないよう注意、図2参照)。 

③換気扇を取り付けます。床材を窓 
枠にセットし衣料ボックスを置いて換 
気扇取り付け用の穴を開けるだいたい 
の位置を床材に決めます。その後で正 
確な寸法を書き込みます。 

さて次に床材を換気扇の室外排気口 
側の寸法に合わせて開口しますが、ド 
リルやジグソーなどの木工用工具がな 
い場合はホームセンターに依頼した方 
がいいかもしれません。その際寸法は 
2 mm 位大きめにとって下さい（きつく 
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塗装 ブース 



図3 


w 

% 

扇 


知 


① 


切断 


① 


① 


換気扇排気側 


板材で枠をつくる。 
強度が欲しいので 
補強した方がよい。 



国ジグゾーと電気ドリル。手動のドリ 
ルと細丸ノコギリでも代用できないこ 
とはないがホームセンターに切断を依 
頼するのも確かだ。 

_作業し易い大きさで表側を切る。 

換気扇の大きさ位置に合わせて関 
口する（裏側)。 



て入らないものを修整するのは時間が 
かかりますが大きいときは隙間テープ 
等で塞ぐことは容易）。 

鋸一本しかないが自分でという方は 


④衣料ボックスを開口します。 
床材に換気扇を取り付けた状態で、 
ボックスが透明なのを利用してマジッ 
クで印を付けて厚刃のカッター等で切 


は塗料の霧の拡散を考えると避けるベ 
きかと思います。 

その他 


寸法に従って上部と下部に切り離して 
しまい、換気扇縦枠部分を別の木材で 
しっかりとネジと接着剤を使って固定 
しても いいで しよう（図3参照）。 
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断します。 

作業口側は自分の手を入れるのを想 
定して作業がし易いよう切断して下さ 
い。ただし不必要に大きく開口するの 


透明のブースですから昼間は窓辺で 
作業すれば光が入りますが照明スタン 
ドを上に置いて併用した方がいいで 
しょう。また作業中は溶剤などを拭き 
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iMJmMi I . ぃ H ぬ ■ 




mm 


[ Ega 換気扇を開口した床材に取り付けたもの。 
_ガタがある場合などは添え木などで修整。 


固窓が少し大きかったので板材で 
延長。 


® 塗装ブースと換気扇。 




取ったウェス等も缶に入れて塗装ブー 
ス内で排気しています。 

また友人宅で作業した時、窓の高さ 
が2 m あり取り付けに苦労(床材は180 
cm 位までが規格）したのですが、衣料 
ボックスに軽量の換気扇を直に取り付 
けて（ボックスの換気扇取り付け部分 
はネジ等を用いるなら板をあてて補強 
する）窓から排気側を出すという簡易 
的方法も考えたのですが冬の事を想い 
(寒い）実行しませんでした。しかしこ 
れでも排気効果は期待できると思われ 
ます。要は部屋の間取りや窓も様々で 
すので現物に合わせての作業、調整が 
必要となりますのでこの記事は1つの 
ヒントとしてお考え下さい。 

この塗装ブースを使ってからは部屋 
の中が塗料でザラついたりすることも 
なくなり、塗装中の模型に糸埃が付く 
ことも少なくなりました。でも塗装中 
はマスクの使用をお勧めします。健康 
に気を付けて長く模型とつき合いたい 
ですよね。 
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_ AFV モデル塗装テクニ 


アフリカ_ クレイグ U — ンの迷彩 





1500 A/01 、 


Overall 
Yellow-Brown 
with GreyGreen 


ぎ、.麟 




シユタ作-1 500 A /01 アフリカ_2色_ 


タミヤ1/35 
タミヤのシュタイヤ_150 0 A 

発売以来、既に高い評価を得ている 
タミヤのシュタイヤーですが'、ソフト 
スキンモデルでは久々の変わり種アイ 
テムに食指を動かされたモデラーの方 
も多かったことと思います。 

同様の統制型車両としては他にもホ 
ルヒやベンツなどが有名ですが、当時 
の写真を見る限りシュタイヤーの活躍 
にはひときわ目立つものがあり、ブタ 
の鼻を連想させるユーモラスなフロン 
トマスクは、他の車両にはない独特の 
魅力を放っています。 

バシバシ決まるのはさすがにタミヤ 
スタンダード。フィギュアや砲隊鏡な 
どのアクセサリーもお約束通りの出来 
で、エンジングリルの選択肢に至って 
はエッチングメッシュも同時に発売さ 
れる等、付加価値の高いキットに仕上 


製作：伊藤康治 Kohjiltoh 





タミヤのシュタイヤー150 0 A は左ボ 


ディ パーツが 2種類つき、スペアタ 


イヤ露出タイプと内部収納タイプが 


選択できる。 
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アフリカ戦線 2 色迷彩 




がっています。 

今回は、エンジルグリルの横格子を 
もっと強調したかったので、リンクス 
の ルーバー 状の エッチングシート を切 
り出して使ってみました。 

幌は幌骨との際と背面側にエポキシ 
パテを盛り付けてボリュームアップ。 
ワイパーはキットのウインド フレーム 
と一体成型になっているので切り離し、 
真鍮線とブラペーパーから作った自作 
30 


のものに付け換えています。 

その他のデイ テールアッ ブ は…。 

ウ〜ッ、もしかしたらキットのままで 
十分かも知れない 。 

アフリカ戦線の塗装を考える 

現在までに明らかになったドイツ軍 
車両の色は年代と戦線によって大別で 
きますが、迷彩については陸軍通達に 
よつて色の組み合わせや塗装方法まで 


が更に細分化されていました。 

しかし、アフリカ戦線においては初 
期にドユンケルグラウ（ダークグレイ） 
の車両も配備されていたことから、砂 
漠でのカモフラージユ効果への期待と 
濃色による吸熱効果を軽減するため、 
現地の砂をペースト状に溶いて車体に 
塗布するなどの実用的迷彩塗装？も施 
されていたようです。その様子は当時 
の写真からもうかがい知ることができ 
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アフリカ戦線 2 色迷彩 



グラウグリュン（グレーグレーン）の 
迷彩塗装としてみました。 

下塗りにはグンゼ産業 Mr . カラーの 
マホガニーを 塗布します。今までにも 
何度かお話しましたが、ラッカー系の 
塗料は比較的隠蔽力が弱く、重ね塗り 
をした場合下地の色の影響を受けやす 
いのが特徴でもあります。この特性を 
逆に利用して同系の暗色を下地に使う 
ことで、淡色の上掛けの色味に変化を 
つけるのがその大きな目的。同時に入 
り隅など陰になる部分を塗り残すこと 
によって、輪郭が強調された独特の雰 
囲気に仕上げることができます。 

上掛けに近似色として選んだのはグ 
ンゼ産業 Mr . カラーのダークイェロー。 
薄めに溶いたものを出隅を中心にェ 
アーブラシで丁寧に吹いていきます。 
迷彩色は ダーク グリーンに ダーク 
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ますが、通達にない迷彩塗装の車両は 
数多く存在していたようです。 

ドイツ軍車両の正しい色に ついては 
様々な場面で意見を交わす機会があり 
ますが、 AFV モデルにうまく取り入れ 
るには『正確な色』というよりはむしろ 
環境により創られた『適切な色』を推 
察することから始めなくてはなりませ 
ん。例えば、ゲンプブラウン（イェロー 
ブラウン）のカラーチップを差し出さ 
れ、これがアフリカに投入された車両 
の正確な色だと言われても、あまりに 
も暗い色調にはきっと多くの方が戸惑 
うことと思います。しかし、実際の砂 
漠では日にさらされては砂塵に洗われ、 
オリジナルの色など短時間で褪色し、 
強烈な日差しや埃によっては更に白っ 
ぽく見えるであろうことは誰しもが容 
易に想像することができるのです。 


それではその色はどんな色か？の問 
いに、ある人はグンゼ産業の19番であっ 
たり、 ハンブロ ールの93番であったり、 
砂埃を被っているからタミヤカラーの 
バフ、といった具合に十人十色の答え 
が返ってくるに違いありません。 

もちろん『正確な色』はひとつしか 
ありませんが、その人なりの『適切な 
色』は限りなく存在する訳です。正確 
な色にこだわりながらも心眼を駆使し 
て、より実態に近い色味を自分よりに 
推察し、表現できることが塗装本来の 
楽しみであり、工作におけるデイテー 
ルアップ以上に作者の主観的表現力が 
問われる大きな要素だと思います。 

シユタイヤーの塗装 

作例では、1941年に陸軍通達で指示 
されたゲルブブラウンをベースとした 







■上塗り 


, AFV モデル塗装テクニック 



写真では分かりにくいかも知れな 
いが、下塗りの マホガニーの 影響 
で ダー クイ エローの卜ー ンはかな 
り落ちている。 


ェアブラシでダークイェローを塗 
り重ねていく。入り隅奥までは吹 
かないように注意すること。 


■迷彩、細部塗り 



細部の塗装を筆塗りで行った後、迷彩色を混色して作っ度を上げるためにバフで再度リタッチしている。 
たグラウグリュン（グレーグリーン）？を吹き重ね、明 
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アフリカ戦線2色迷彩_ 

■ウエザリング 


塗装の剥れを書き込み、力ーキ系 
のパステルを擦り込み砂埃を表現 
する。 


パステルはタイヤのリム周りにも 
施してやるとリアルに仕上がる。 
タイヤに付いたピンは、車両をグ 
ランドに固定するため真鍮線。 


■バランスのチェック 


グランドの塗装は、車両を置いてみて色のバランスを確ば車両が浮いてしまうので慎重に行なう。 
認する。これはとても大切な作業で、色使いを間違えれ 
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, AFV モデル塗装テクニック 






①デコパージュの板とグランドは可能 
な限り分離できるようにした方が良い。 
お互いの塗装工程を干渉しないのでと 
ても楽。 



② グランドは芯材にスタイロフォーム 
を使用し、木工用ボンドを混ぜたミラ 
コンで被せるようにテクスチヤーを付 
けてみた。 

③ グランドはやや赤みがかったサンド 
ベージュとしてみた。塗料はタミヤの 
アクリルを使っている。 


アースを少し混ぜたものを使用してみ 
ましたが、もう少し明るめの設定にす 
れば良かったと深く反省。迷彩塗装後、 
リタッチにバフを軽く吹きかけて明度 
を上げたつものなのですが…。 

次に、細部の塗装で特に気を付けた 
いのはタイヤの色。作例では パンツアー 
カラーのシュヴアルツグ ラウを塗って 
みました。明るめな印象に反して違和感 
のない仕上りが得られ、これはお勧め。 
タイヤってクロじやないんですよネ。 

ウオッシングには油彩のローアン 
バーを ェナメルシンナーで薄く溶いた 
ものを使用します。縦方向に平筆で 
サーッっと引くように塗り、ウェスで 
ふき取ってはまた塗っての繰り返し。 
入り隅の強調よりも全体のトーンを整 
えることに注意するのがポイントです。 

車両の塗装の剥れを表現するために 
下地色としパン ツアー カラーのシュ 
ヴァル ツグラウを選択。面相筆で出隅 
の要所に剥れを書き込みます。また塗 
装が擦り取れた部分には同じくパン 
ツアー カラーのシュヴアル ツグラウを 
ドライブ ラシの 要領で擦り付けてやる 
と良いでしよう（パン ツアー カラーは 
絶版)。 

最後にツヤを整えるためにニッぺの 
艷や消しクリアを吹き、 パステルで 入 
り隅に入り込んだ砂や車体に付いた剥 
れ埃を擦り込みます。 


④筆の数は決して多 
くはない。使い易い 
筆が必然的に絞られ 
てきたのだと思う。 



弘法は筆を選ぶ？ 

名筆家は筆のことなど無関心といわ 
れますが、モデリングの場合には必ず 
しもこのことが当てはまるとは限りま 
せん。筆の善し悪しによっては作業性 
と仕上がりに大きな差となって現われ 
ます。これは単に筆の値段だけではな 
く、作り手の目的にあった筆の選び方 
も重要なポイントで、いくら高級であっ 
ても平筆ではフィギュアの顔に書き込 
みができないように用途に応じた筆の 
使い分けが肝心であるといえます。そ 
れでは、どのような筆を選べば良いの 
でしようか。 

私の場合、基本的には三種類、七〜 
八本程度を常時使い分けています。 

油彩用の平筆、ホビー用の平筆、面 
相筆と言った場合。タミヤのモデリン 
グブラシも使っていますが安価にもか 
かわらずこれはあなどれません。 


油彩用の平筆は、コシの強いものを 
選ぶようにしています。正直言って溶 
きパテの塗布から、ウオッシング、ド 
ライブラシに至るまで荒っぽく使って 
います（写真上の3本)。 

ホビー用の平筆は精雲堂の製品。毛 
が細い割りにコシが強く穂先のまとま 
りも良いため、この作例ではシートや 
タイヤの塗装に使っています。また広 
い面積での パステルの 擦り込みにも適 
しており大変に重宝しています（写真 
中央の2本)。 

面相筆は、ここ2年程愛用している 
のが文盛堂のウッディーフィットシ 
リーズの2/0〜4/0。車両の細部 
の書き込みからパステルの擦り込み、 
フィギュアの顔の塗装まで小ワザなら 
何でもこなしてくれる強い味方。コシ 
の強さとまとまりは抜群で、穂先は細 
いものよりも太いものの方が使い易い 
ようです（写真下の3本)。 


35 










アフリカ戦線 2 色迷彩 



▼シュトルヒを見送る兵士達。 


▲バーリンデン、ウォーリアのフイギュ 
アにホーネットのへッドを使用。 


▼製作中の筆者。 


いずれにしても、長く使用していく 
ためにはそれなりの手入れは欠かせま 
せん。使用後は早期に専用の溶剤で塗 
料を良く落とし、ペン立て等に立てて 
保管することをお勧めします。 

ジオラマ 

今回はビネット風に仕上げてみまし 
た。ベースは DIY で入手したデコパー 
ジユの板にウレタンニスを塗布したも 
の。グランドはスタイロフォームを切 
り出しミラコンや拾つた小石などでテ 
クスチャーを付けています。今回は、 
ベースとグランドを最後まで別々に製 
作を進めたもので、グランドの塗装の 
際にもマスキング等の煩わしさがなく 
比較的楽に完成させることができまし 
た。車両をグランドに固定した後に、 
エポキシボンドでグランドごとベース 
に接着しています。 
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フィギュアはバーリンデンやウォー フレッシュで肌色を再現。それぞれの 
リア。へッドはホーネットを使用して 服装にも微妙に変化を付けてメリハリ 
います。日焼けを意識して赤みの強い が出るように塗装してみました。 




















North African 
Campaign 


_ AFV モデル塗装テクニック 

Overall Yellow-Brown 
with Grey-Green 



イエローブラウンとグレーグリーンの 2 色塗装法 

アフリカ戦線 


1941年に陸軍 
通達で指示され 
たゲルブブラウ 
ン（イエローブ 
ラウン）ベース 
としたグラウグ 
リュン（グレー 
グリーン）の迷 
彩塗装でシュタ 
ィヤーを製作。 

折込 カラー 
51，52頁に続く。 
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I 号戦車 A 型1937年2色迷彩 

Hi PM 1/35 杉村光生 

ドイツが第1次大戦後、最初に開発、量産化したのが 
この I 号戦車 A 型である。武装は機銃 MG 1 3の2丁、最大 
装甲は13咖、乗員2名で、基本的には訓練用として設計 
されたものであった。しかし本格戦車の HI / IV 号戦車の 
生産が遅れたため、ボーランド戦やフランス戦では戦力 
の一端を担うこととなった。 

I 号戦車 A 型ではワイマル共和国軍時代に3色迷彩され 
た車両もあったが、ヒトラー政権下の新国防軍となって 
1937年にダークグレーとダークブラウンの2色迷彩が導 
入された。 
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AFV モデル塗装テクニック 
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ジャーマングレー単色 . 


Grey Painting 


Modeling by 
Minoru Murata 


GUNZESANG 丫〇 1: 35 
SOMUA S -35 


ソミユア S *35( ドィッ軍仕様) 


ジャーマングレー単色メリ八リ塗装法 

グンゼ産業1/35 製作：村田稔 



1 サーフェイサー塗付後、第1段階としてつや消しブ 〇タミヤのアクリルの八ルレッド ( XF -9) をキャタピ 
ラックを全体に吹く（影を作る作業)。 ム■ラに塗る（はみ出しても後で修整可能)。 



3 2の後で薄めたメタリックグレイ（タミヤのエナメ 
ル XF -56) を下地の八ルレツドが残る様に塗る。 


5 左側がつや消し 
ブラック、右側が 
ジャーマングレー（グ 
ンゼ産業 Mr . カラー） 
につや消しブラック 
を混ぜた色。 



4 黒から徐々に明度 
を上げた色を塗っ 
て行く。下の色見本左 
から右に。 

■ 1111 
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AFV モデル塗装テクニック 





1打かなり明るい色(カラーチップ右)をポイント(八ッチ、パネ 
IU ル、凸部のトップ)にかるく吹く。メリ八リの出た塗装となる。 





n 汚しの前にデカールを貼る。足周りの泥汚れや排気 
管などの鐳を表現する。 


1〇車体の埃の表現やエッジを強調するのにパステルを使 
I 。う。強くなりすぎたものは練り消しなどで落としておく。 
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ジャーマングレー单色 




第2次大戦前に開発され、当時最も信頼性の高い 
戦車としてフランス軍に配備されていたソミュア 
S -35 を、フランス占領後のドイツ軍はその高い能力 
を買って自軍で使用した。 

このソミュア S -35 は、ドイツ軍独自の改造が施さ 
れ八ツチ付きのキューボラやドイツ軍仕様のアンテ 
ナなどに変更され、第2線部隊やフランス駐留部隊 
等に配備された。 

塗料もドイツ軍車輛に準じたジャーマングレー 
(ダークグレー）となり、大きなバルカンクロイツ 
(国籍マーク）も付けられた。 


42 














■号戦車 F 型ダークイエロ睡+レツドフラウン迷彩 


アラン ホビー 1/35 


製作：青木秀之 



I 号戦車のサイズで可能な限り重装 
甲にすることを目的に1942年に30両 
のみ製造され、東部戦線に投入された。 
前面装甲80酬、ドライバーズバイサー 
がタイガー I と同型、幅広の履帯とい 
う姿はミニタイガー丨というイメージ 
がある。 

ロシアのメーカーアランから発売さ 
れているこのキットは、実車の雰囲気 
を巧みに再現しているので、デイテー 
ルアップすることでよりリアルに仕上 

1943年夏頃からの実戦投入なので 
ダークイェローベースの迷彩塗装が施 
されていたと思われる。 
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基本塗装をタミヤのアクリル、 I ンダウン用はタミ 
ヤのエナメル、ドライブラシは八ンブロール、墨入れは 
パステルを粉末にしたものを使用。迷彩色を塗る前に! 

ンダウンした基本色にドライブラシをかけて、迷彩色の 
レツドブラウンがぼけるのを防ぐことができる。この後 
迷彩色塗布後にも2回目のドライブラシはかける。 
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, AFV モデル塗装テクニック 


北アフ U 力戦線のタイガー 



山田流塗装仕上げ法 


タミヤ1/35タイガー I 極初期生産型 製作：山田卓司 Takuji Yamada 


戦車模型の楽しみ方は色々とあると 
思いますが、完成させる事を前提に考 
えた時「塗装」と云うファクターは非 
常に大きいと思われます。特に他のジャ 
ンルの様に原色での塗り分けやその発 
色、ツヤ出しであるとか細かなマスキ 


ング処理が無い分、戦車模型では「質 
感」や「重量感」がひとつのポイント 
だと思います（もちろん、リアリティ 
の再現を考えるならば、細かなデイテー 
リングの工作や味付けの部分など言及 
すべき事はありますが)。 


そうした意味で今回はタミヤの『夕 
イガー I 極初期生産型』を使って、ワ 
タシの塗装仕上げを紹介したく思いま 
す。何かのヒントになれたら幸いです。 


1塗装前 



①まずは塗装を始める前の段階。 


足周りが未組立なのは複合転輪のゴ厶フチを塗る為な 
のと、サスペンションを可動にしたかった為。見えない 
所は塗らなくても良いと考える人は第1、3、5、7転 
輪の外側の転輪を接着しないだけでも良いと思います。 



②今回デイテーリングエ作は行なわないつもりだったの 
ですが少しだけやっておく事にします。ライトコードは 
焼きなました真鍮線で。ワイヤーロープの取り付 
け位置を前に移動させて接着。 


45 











北アフリカのタイガー I 
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③ グリルメッシュはタミヤ製。 メーカー 純正 パーツと し 
て比較的入手し易いですから、ココだけはエッチングパー 
ツを使用しています。 

④ 合わせるパーツを間違えない様に注意して接着してお 
きます。ゲート跡は揃えておくと後で削り取る時にラク 
ですね。 

⑤ 塗装前の下準備としてホコリをよく払っておきます。 
出来れば中性洗剤を入れたぬるま湯で洗っておくと良い 
でしよう。 



2サーフエイサー 処理 



⑥ タミヤのサーフエイサーを使ってみました。色はホワ 
イト。金属部のプライマー効果もあり使い易い物です。 
特にダークイエローは下地の色の影響を受けやすい為に 
ホワイトの塗装は有効です。 

⑦ 全体に軽く塗ります。粉をふりまくカンジです。本塗 
装の様にベタツと塗る必要は無く要は塗膜の層が出来れ 
ば良い訳です。 

⑧ 転輪も同様に。後で汚しをする上で、遠目から吹いて 
ザラザラの塗面にするのも悪くないと思います。 
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AFV モデル塗装テクニック 


3影の色を吹く 




⑨本塗装の ダー クイ エロー （後述）を塗る前に影になる 
所や面の変わり目などに ダー ク色（ブラウン FS 30219 
@2.5 : ダー クイ エロー ㉝1: ダークアース ㉒ 0.5 の混色し 
た色グンゼ産業 Mr. カラー）を塗ってやります。 
⑩⑨の側面。砲身の下側はやや強調ぎみに塗っています。 
私は最後に仕上げで調整するのでこの周りの塗装は、けっ 
こうラフです。 

⑪転輪裏面も同様。裏面は完成後にはまったく見えなく 
なるのですが、気分的にね。 


4八イライト色を吹く 



⑫本塗装としてダークイェロー(ブラウン FS 30219⑱ 
2.5 :ダークイェロー㉙1:フラットホワイト @0.5) を 
塗っていきます。 

⑬写真では車体にセットしていますが砲塔は外して全体 
に塗料がかかる様に塗っていきます。砲身は塗る方向を 
考えて先に塗った色を生かして上から塗っていきます。 
⑭ダークイエローが塗り上がった状態。 



⑮ 


⑮履帯はダーク アース ㉒1: ニュー トラルグレイ⑬ 1.5 の 
混色した色で表裏共しっかりと塗ります。 

⑯これまでの塗色のカラーチップ。印刷で本物そのまま 
の色は表現しくい害なのでここでは明度差を見ておいて 
下さい。 
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⑰今回は油絵具をエナメルシンナーで溶いた物を使って 
全体を洗う様に塗ります。色はセピア。エナメル塗料で 
も、もちろん〇 K です。 

⑱ここの工程は「ウオッシング」と言い、基本的には全 
体の色調を落とす事を主な目的とします。 

⑲ウオツシングはまた、モールドを八ツッキリさせる「ス 


ミ入れ」の意味もあります。 

このあたりから仕上げにかかってきますからていねいに 
塗っていきます。 

⑳転輪のゴム部も塗ってしまいます。 

私はココはパステルの黒、灰、茶を混ぜた物を流し込む 
様に塗ってやります。 



_謗: 


6 細部塗り分け 


㉑ここでようやくサスペンション、転輪、履帯をセット 
しますが、ワイヤーロープや工具の鉄色の部分をフラッ 
トブラックで塗ってからです。 

㉒鉄部の塗り分け等をする時は足まわりは無い方が塗り 
やすいです。 

とりあえずサツと塗っているだけで塗れていない所もあ 
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りますが、後で修整します。 

㉓工具の木部もパステルの茶色を粉にした物を水性アク 
リルの溶剤で溶いた物で塗っていきます。 

㉔ジャッキは鉄色としていますが、車体色でも良いでしよ 
う。このあたりかは実際はどうだったかより個人の考え 
るリアリティの範囲で自由だと思います。 
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AFV モデル塗装テクニック 


タイヤは塗料の黒をそのまま塗っても実感は出ないの 
で、ダークグレーを使用するとリアルに仕上がる 


に車両の塗装の剥 
，これは下地のダー 
なる。 

をワイパーが取つ 
意。ワイパーは真 
ものに換えている。 
ウォーリア、へッ 
内側の塗装にも注 
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アフリカ戦線2色迷彩 

Storch 



"シユトルヒ" 

シュタイヤー1500 A /01 タミヤ1/35 
製作：伊藤康治 

北アフリカ戦線でのドイツ車両の塗装は1941年 
3月の通達でイエローブラウン RAL 800〇とグレーグ 
リーン RAL 7008で塗装することとなった。作例の 
シュタイヤーもそれに基づいて塗装を行なってい 
るが、砂漠で退色したイメージを出すためダーク 
イエロー （ Mr . カラー）を使用。 


使い込まれた感じを出すため 
がれを出隅に面相筆で書き込む< 
クグレーが出て来ている表現と 
フロントガラスについた砂埃 
た状態を再現しているのにも注 
鍮線とプラペーパーで自作した: 

フィギュアはバーリンデンや 
ドはホーネットを使用。帽子の 
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_ AFV モデノレ塗装テクニック 

タイガー I 型極初期型ジオラマ(折込 49,50 頁） 

チュニジアの『第501重戦車大隊 j 

TakujI Yamada 山田卓司 



今回のジオラマは 『 in 号戦車モデル 
フイーべル』の時の UI 号 N 型と組み合 
わせて、チュニジアの「第501重戦車大 
隊」としてみました。 

チュニジアは私自身いつかは行って 
みたい所ですが、いわゆる「北アフリ 
力の戦い」の中でも、それまでのリビ 
アーエジプトの砂漠の戦いとは少々イ 
メージが異なります。 

それは作戦上の戦闘の目的から見て 
も大きく違いますし、気候的にもイタ 
リアやギリシャ等の地中海性のもので 
植物も多い訳です。時期的にも真冬か 
ら春にかけてで残された写真の兵士は 
皆長ソデまたはコート姿で寒そうにし 
ています。 

そんな訳でジオラマとして考えると 
色々と表現する為のファクターも多く 
て、ひと味違った物が出来そうです。 


ただ、そうは言っても、やはりリビ 
ア砂漠と呼ばれる地域もありますから、 
何も無い石ころだらけの開けた所もそ 
れなりにある様で、残された写真でも、 
それはうかがえます。今回はそんな所 
から戦車の戦いをジオラマで表現して 
みる事にします。 

模型として考えても戦車がグルツと 
砲塔を回した活動中の姿は最もカツコ 
良く見えますが模型誌上では以外と無 
い気がします。 

また、戦闘中と云う事でシンプルに 
まとめています。人形も半身のみで見 
えない手はまるで造っていません。 

一般的にジオラマは「足し算 j とし 
て受けとめられていると思います。車 
両を作って人形を配して地面があって 
…と短絡的に考えて逆に大変な苦労が 
いるなと思っている方もいるかと思い 


ますがハツキリ言って、それは違いま 
す。 

この30年近くジオラマのみを造り続 
けてきたジオラマバカの私の現在の結 
論は「足し算』では無くて「掛け算」 
です。っまり、色々なファクターを組 
み合わせた上で ベースの 上に存在しな 
い物、別の何かを表現する事です。 

例えば音や空気、感情、湿度など力 
タチにはなりませんが、ジオラマとい 
う「表現」 では ソレが可能だと言う事 
です。…と云う のは 私の作家としての 
フイロソフイ であって ホビーの 中では 
別にイイです。忘れて下さい。私は他 
人から何かを強要したり、強制された 
りする のは 大キライです。自由が一番。 
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北アフリカのタイガー I 


48頁からの続き 




_帯は全体の明るい茶系パステルを粉にしてまぶして 
います。ツヤ消し塗装した上なら、ある程度はくい付い 
てくれるので大丈夫。 

もちろん、作りたいモデルの状態によってはシンナー 
を混ぜて塗ったり、パテを混ぜたりはします。 

⑳今回使用した画材。油絵具は水でも溶く事の出来て乾 
燥も早い「デュオ」。パステルはヌーベル社の物。私の住 
む地方の画材店で手に入る物ばかりです。 

㉗ これまでの使用色のサンフル。 




デカールは ニスの 部分を出来る限り切ってから切り、 
更にデザインナイフで各文字のアウトラインをなぞり、 
字間の ニスは 完全に除去します。 マーク ソフターでしつ 
かり押えて完全に乾いた後でツヤ消しのトップコートを 
吹きつければ残りの ニス 部は目立たなくなります。 

54 


㉚ ぺリスコープはフラットブラックで塗装後レンズ音 P に 
クリアーイェローとクリアーブルーを混色した塗料を流 
し込むとリアリティがまします。 

㉛ 履帯の出っばった所もメタルコート仕上げ。こうした 
鉄部のテカリは鉛筆で塗るのも他の方法として、私がよ 
くやる方法です。 
































壯上げはパステル。このあたりの工程は本当はじっく 
り見て頂きたかったのですが工程の関係でお見せ出来ず 
申し訳無い。 

©黒と茶を混ぜた物で先にダーク色を塗った所や入りズ 
ミの所にすり込む様に塗ったり、もう少し明る目の色に調 
合した物でエッジを目立たせたりして、ディテールを強調 
します。 

部の仕上げはメタルコートで。私は八ンブロールの 
物でやっていますが、グンゼ産業のラッカー系の物でも 
バッチリです。 

仕上げは何度も何度も気に入るまで塗ります。今回の 
121号車は車体側面やフェンダー等、特徴的なヨゴレが実 
車写真ではありますからこれらを再現するのも良いと思 
います。 

@サスペンションは第1、8のみ接着し、他は転輪とは接 
着しているものの本体には差してあるだけです。構造的 
に抜けてこないワケです。これはキット附属のベルト式 
履帯を使った時ならではのワザです。 

以上で単品の出来上り。これをジオラマに組み込む。 
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ダークイエロー+レッドブラウン迷彩 



I 号戦車 F 型2色迷彩 


アラン ホビー1/35 

はじめに 

今回、私が担当したのはアランホビー 
の I 号戦車 F 型です。 

キットの内容については、既に本誌 
でも紹介されてますし、発売からかな 
り時間も経っていますので、既に作ら 
れた方も多いのではないでしようか。 
キットの出来は実車の雰囲気を、うま 
く捉えており、基本型自体はそれほど 
問題は無いようです。 

しかし、各部分のモールド及び成型 
状態を、チェックしてみますと、色々 
と気になる部分が出てきます。 

しかし、特に今回は塗装特集ですの 
で担当の方より、 デイテール アップに 
関しては、 モデルフイ ーべル並にする 
必要は、無いと言われていたのですが、 
作例としては後発ですので、気になる 
部分につきましては、 デイテール アッ 
ブを施してあります。 

それでは製作に入りたいと思います。 

車体 

車体は箱組みですが、接着面のすり 
合せをしっかり行えば、しっかり組む 
ことが出来ます。機関室上面のグリル 
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製作：青木秀之 Hideyuki Aoki 



① ペリスコープカバーはキットのままでは厚いので薄く削って使用。 

② このボルトはタミヤのパンターの転輪ボルトを使用。 

③ バーリンデンのボルト&ナットセットより。 

④ ボルトをヒストレックスのバンチ&ダイにて打ち直し。 

⑤ ファイナルドライブギアのカバー基部は段差があるので 0.3 晒のブラバンで再現。 











_ AFV モデル塗装テクニック 
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① 装甲スリーブは放熱用の孔をあけ、スリーブ自体の長さもキット 
の物より1哪程短くした。 

② コントレールの〇.5_1のプラロッドとブラバンを使用して作り直し 
たアンテナガード。 

③ フロントフェンダーの ステー はキットの モール ドを削り取り、 自 
作の パーツに 交換し、キットのモールドの位置に接着したが実車で 
は作例より2〜3圆前につく様です。その為、作例ではジャッキ台 
の場所ライトの位置などのバランスが狂っています。 

④ フェンダーステー は フェンダーと一 体成型で モール ドもはつきり 


としていなかったので、原型を1個作りそれをワークの型想いと、 
ポリパテを使って複製した。 

⑤ 中のボルトはヒストレックスのパンチ&ダイで作ったボルトに換 
えている。 

⑥ アベールのエッチング製のメッシユに変換した。 

⑦ アンテナケースもコントロールのプラロッドとエッチングのジャ 
ンクパーツを利用して自作した。 

⑧ OVM のクランプは、アベールのエッチングパーツを使用。 

⑨ タミヤのヴエスベの S 型シャックルのパーツを使用。 



の 部分は、 く り抜いて アペールのエッ 
チング製のメ ッシュ に張り換えてあり 
ます。又、バイ ザーブロックは タミヤ 
のタイガー1の パーツを 移植してあり 
ます。ファイナルドライブギヤー周辺 
のボルト類も打ちなおしており、尖頭 
鋇等も自作した パーツに 交換してあり 
ます。 


フェンダ_ 


の モールドです。エッジがはっきりと 
出ておらず、 フヱンダーと 一体成型の 
為、リアリティーに欠けてしまってい 
ます。その為 フェンダーステーのパー 
ツは原形を1つ作り、ワークの型想い 
を使って複製した物に交換してありま 
す。 フロン トの フェンダーステ ーの パー 
ツは エバー グリーンのブラ材で作り直 
しました。 


る部分はありませんので、基本的には 
素組みです。手を入れた部分としては 
アンテナガードの自作と、 MG の装甲 
スリーブの放熱用の孔の開口、装甲ス 
リーブの長さをキットの物より約1 
mm 程、短くしてあります。 


足周り 


次に フェンダーで すが、 このパーツ 
で一番気になるのがフヱンダーステー 


砲塔 


足周りに関しては、まず転輪のボル 
卜のモールドが、寝ぼけていますので 
全て交換してあります。次に起動輪で 
すが、この パーツ も全体的にモールド 
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砲塔自体に関しては、別に問題にな 





















ダーク イェロー + レッドブラウン迷彩 



職前、組み上が:)た状態 

可動式キヤタピラを使用しない時には、この位 
のパーツに分けて塗装を行なえば時間的にかなり 
楽になる。足周りも慣れてしまえば、バラで塗装 
した時とほとんど遜色はない。 

① このタイプの足周りで組み立て後に塗装する場 
合には、前面（外側）の転輪を別々にして後で 
組み込む様にしておけば塗装はより楽にできる。 

② キヤタピラは今回キットの物しかなかったので 
ロコ 方式にした。 



1 サーフェイ 

分一吹き 

乾燥後 ボー クスのガレージ 
キット用 サーフェイサー 造形 
村（製造は ソフト 99) を遠 
目から全体に吹きつける。 

これはドライブラシをかけ 
易くするためのもの。 



2 下地塗装 

これは影づくりのためのエ 
程。車体上部はレッドブラウ 
ン、下部にはつや消し黒を塗 
る。 

影にも明るい部分と暗い部 
分を出しておく。 
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_ AFV モデル塗装テクニック 

3 基本色塗装 

車体上部、下部ともデザートイェロー 
を塗ることで微妙な色調の変化が出る。 

下部は黒い部分を意識的に残すよう 
にする。 



51 回目の 

ドライフラシ 

迷彩色を塗る前に基本色より少し明る 
い色でドライブラシをする。全体のデイ 
テールが 軽く 出た。 
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ダークイエロー+レッドブラウン迷彩 



① MB モデルの n 号戦車 C 型の改造キットに入つ 
ているエッチングパーツを使用。 

② エバーグリーンのブラ材で作り直したフェン 
ダーステー。 

③ ホーンの基部はエッチングパーツの枠とエ 
バーグリーンのプラ材にて再現。 

④ ライト本体はタミヤ in 号戦車 j 型のパーツを 
使用。基部はタミヤの IV 号戦車車外装備品セッ 

卜のノテックランプの基部を使用。 

⑤ バイザーブロックはタミヤのタイガ ー I の 
パーツに交換。 

⑥ 溶接跡は伸ばしランナーとモーターツールで 
再現。 

⑦ ノテックランプはタミヤの in 号突撃砲のパー 
ツを使用。 

⑧ 起動輪のスポークは肉抜きをしている。 

⑨ タミヤのヴエスべのジャッキ台を使用。 



⑩ハッチストッパーはエッチングのジャンクか 
ら。 

⑪砲塔に3力所付くフックは真鍮線にて作り直 
した。 

⑫ドラゴンの ID 号突撃砲のパーツにエバーグ 
リーンの 0.25 mm プラ材を巻いて作成。 

⑬車間標示燈及びフェンダーストッパーはエッ 
チングパーツの枠を利用して作成。 

⑭リアフェンダーのヒンジはモールドがはっき 
りしないので、ブラロッドとプラバンで作り直 
した。 

⑮キットの成型状態が良くなかったのでブラバ 
ンにて修整。 

⑯牽引ロープの留め具はコントレールのプラ 
ロッドより自作。ストッパーは0.3圓の真鍮線で。 



が'、寝ぼけていますのでかなり手をい 
れてあります。途中写真を見て頂けれ 
ば分かりやすいと思います。 


塗装 

塗装用具及び塗料について 

まず塗装の方法に入る前に、使用し 
た塗装用具と塗料について説明してお 
ります。基本塗装は全てエアーブラシ 
で行いますので、当然、エアーブラシ 
本体とコンブレツサーが必要になりま 
す。エアーブラシは口径が 0.3 mm が2 
本（ボタン式とトリツガー式各1 ) 
0.2 mm が1本、 0.3 mm のトリツガー式 
は基本塗装、ボタン式は迷彩用、 0.2 mm 


イロン製の筆を使用しています。 

ナイロン製の筆はすぐ使えなくなり 
ますので、5、6本を用意しておくと 
良いでしよう。 

塗料は基本塗装はアクリル、トーン 
ダウン用はタミヤのエナメル、ドライ 
ブラシ用はハンブロールを使用してい 
ます。墨入れはパステルを粉末にした 
物を使用しています。 

塗装工程 

1サーフェイサー 


細部について 

OVM 類はタミャ IV 号戦車外装備品 
セツト及び、ジャンクパーツから、ラッ 
ク等は専用のエッチングパーツが発売 
されていませんので、クランプのパー 
ツ はア ベールの エッチング パーツ を使 
用しその他のパーツは、エッチングの 
ジャンクパーツを利用して製作しまし 
た0 


はシャドー用と使い分けています。コ 
ンブレッサーはレトラセットの物を使 
用、これは深夜、作業する事が多いの 
で購入したものです。次に AFV の塗装 
技法で最も重要なドライブラシ用の筆 
ですが、腰が強くて柔らかい、ナイロ 
ン製の筆を使用しています。本当はセー 
ブルの筆が一番いいのですが、地方で 
は（ちなみに私は静岡です）手に入り 
にくく、模型屋で手に入りやすい、ナ 


まず、いつもの用に中性洗剤で奇麗 
に洗います。乾燥したら全体にブラサ 
フを遠目から吹き付けます。 

これは、ドライブラシのしやすい下 
地を作る為ですので、奇麗にカバーす 
る必要はありません。金属パーツ部分 
にはメタルプライ マーを 吹き付けてお 
きます。今回、ブラサフはボークスの 
商品を使いました。製造元はソフト99 
ですが、通常のソフト99より、塗料の 
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粒子が細かく出る様に調整されている 
様です。 

2下地塗装 

サーフェイサ ー吹きが終ったら、次 
は影の部分になる、下地の塗装を行い 
ます塗装色は車体下部はつや消し黒、 
車体上面はレッドブラウンで、上下で 
も陰影が出る様にしてあります。 

3基本色の塗装 

次に基本色のデザートイェローを吹 
き付けます。車体下部は黒の部分を残 
す感じで吹き付けますが、車体上部は 
影を残すのでは無く、レッドブラウン 
の上にデザートイェローを乗せる事で、 
微妙な色調の変化を出す為にこの工程 
を行います。 

4 卜ーン落とし 

全体の色調を落とす為に、レッドブ 
ラウン、ハルレッド、ブラックを混ぜ 
て 作ったダークブラウンを12倍位に薄 
めた塗料を塗ります。これはウオッシ 
ングではありませんので、拭き取りは 
しません。次に上記のダークブラウン 
を6倍位に、薄めた塗料を ェアー ブラ 
シで筋彫り及び、影になる部分に吹き 
付けます。 

5 ドライブラシ 

次に1回目のドライブラシを行いま 
す。最初のドライブラシは、当然の事 
ですが基本色よりあまり明るい色では 
行いません。全体のディテールが軽く 
浮き上がるような感じにします。ハン 
ブロールの 72番にフラットイ ェローと 
フラットホワイトを混ぜた色で、ドラ 
イブラシを行いました。 


6迷彩色の塗装 

1回目のドライブラシが終わりまし 
たら、レッドブラウンの迷彩色を塗装 
します、今回の様な迷彩の場合、最初 
に全ての塗装を行ってしまうと、何回 
かドライブラシをかける内、迷彩色が 
ぼけてしまいます。ドライブラシの後 
で塗装する事によって、迷彩色にも微 
妙な濃淡が出すことできます。 

7 パステルによる墨入れ 

次はパステルで墨入れを、行います。 
ダーク ブラウン、ライトブラウン、ブ 
ラックの3色のパステルを粉にした物 
を混ぜて、墨入れ用のパステルを調合 
します。筋彫り、影になる部分などを 
中心にパステルを置いていきます。余 
分なパステルは吹き飛ばし、残ったパ 
ステルは奇麗な筆を使って、ぼかして 
おきます。今回の様な小さい車輛では 
余やりすぎると、煩くなりますのでポ 
イントを絞って、墨入れをおこなって 
います。 

最後にパステルの抑えを兼ねて、最 
初に作ったエナメルのダークブラウン 
でパステルを置いた所を中心に吹き付 
けておきます。 

8 2回目のドライブラシ 

1回目のドライブラシの色よりも、 
明るめに設定した塗料を全体のバラン 
スを考えながら、ドライブラシを行い 
ます。最初のドライブラシは、全体の 
ディテールを浮上がらせる為ですが、 
2回め以降のドライブラシは全体のメ 
リハリを付ける為ですので単調に成ら 
ない様に作業をします。 


9仕上げ 

最後にェッジの部分に、バランスを 
見ながら、ハンブロールのフラットホ 
ワイトでドライブラシを行います。 

〇 VM の木製部分はレッドブラウンに 
塗装し、パステルのダークブラウンで 
メリハリを付けます。 

金属部分はフラットブラックに塗り、 
タミヤのペイントマーカーのクロー ム 
シルバーで ドライブラシを行います。 
10転輪及びキャタピラの塗装 

今回、足周りはロコ（オーストリア 
製1/87 AFV 半完成キット）方式で組み 
立てありますので、まず全体をフラッ 
トブラックで塗り残しの無い様、塗装 
します（この黒が転輪とキャタピラの 
色になります)。次にデザートイェロー 
で転輪を塗装しますが、このとき影の 
部分を残すように、塗装して下さい。 
次にはみ出てしまった、デザートイェ 
ローの部分を、修整する為フラットブ 
ラックを吹きます。次はトーンダウン 
の為、エナメルのダークブラウン （4 
のトーン落しで作った物）を塗ります。 
乾きましたら、ハンブロールの72番に 
少量の、ホワイトを混ぜた塗料を転輪 
と起動輪にドライブラシを行います。 
次にパステルのダークブラウンで、墨 
入れをおこない、1回目のドライブラ 
シをおこないます。キャタピラの部分 
は、 タミヤのペイントマーカーのクロー 
ムシルバ ーでドライブラシをしておき 
ます。現在、私は可動キャタピラの場 
合でも、この方法で塗装しています。 
この方法ですと、非常に簡単かつ奇麗 
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ダークイェロー + レッドブラウン迷彩 



6 迷彩色の塗装 

迷彩色であるレツドブラウンを二一 
ドル径 0.3 酬のエアーブラシで吹いて 
行く 0 

迷彩色を吹く前に1回目のドライブ 
ラシをするのは、今回の様な迷彩パ 
ターンでは迷彩色がボケてしまうか 
ら。また迷彩色に微妙な濃淡が出せる 
のも理由。 


7 墨入れ 
8 ドライフラシ 
(2 回目) 

墨入れはパステルを粉末にしたもの 
を筋彫り部や影になる部分に筆を使っ 
て置いて行く。調整後パステルの抑え 
用に4の卜ーン落しに使ったダークブ 
ラウンを吹きつける。 

2回目のドライブラシは全体のメリ 
八リをつけるために行う。 




9 仕上げ 

各エッジ部分にフラットホワイトで 
ドライブラシをする。 

キヤタピラや〇 VM の金属部にはク 
ローム シルパーでドライブラシを施し 
た0 


に転輪を仕上げる事が出来ます。 

最後に 

以上が私の塗装方法です。どちらか 
といえば、あっさり目の塗装だと思い 
ます。私は単品しか作りませんので、 
あまりくどい塗装はやりません。こん 
な私の塗装方法が、少しでもなさんの、 
お役に立てれば幸いです。 
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3 色迷彩 250/1 ノィ 



バランスを考戈た3色迷彩 


Sd.Kfz250/1 ノイ 3%M 

グンゼ産業 1/35 製作：荒屋敷正和 Masakazu Arayashiki 


3 Color Scheme 


Sd . kfz 250 /l ノイ 

ガレージキット花盛りの頃、つい食 
指を動かされて購入してしまった“ノ 
イ”の改造キットを、力ずくで組んだ 
という記憶がありますが、まさかイン 
ジエクシヨンキットとして、再会でき 
るとは思ってもいませんでした。しか 
も、開発スタッフにあの高田氏•五十 
嵐氏のスペシャルユニットを迎え、 
Made in 香港ながら、グンゼ産業より 
満を持してのリリースです。前評判の 
高さに、いささか煽られつつも実際に 
目にしたキットは、全くギャップを感 
じない、むしろそれ以上の内容で、ス 
タッフ陣のレベルの高さとこの車輛に 
対する熱き思いが伺えます。圬みなパー 
ツ処理で、意外に複雑な面構成からな 
る各装甲板のフィッティングもばっち 
り決まって、組み立てには特に問題な 
し0これで、カステンのキャタピラで 
完璧かと思いきや、とんでもない、パッ 


① このラインが組み立てのキーポイント。 
仮り組みによるチェックが大きく左右する。 

② ポールは真鍮線で作り換えた。 

③④ェツチングのジヤンクパーツから、 


チェーンと留め具のハンドルをそれぞれ追加。 
⑤足周りの泥は情景用パウダーとパイルに 
マツトメディウムを混ぜてペースト状にし 
たものを筆でなすりつけている。 
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① ループもエッチングパーツのジヤンクパーツ 
より。 

② インテリアの塗装を保護するためのマスキン 
グ。両側の装甲板のエッジを利用して直角に 
カットしたテープで丁寧にマスキング。 

③ ハッチの開閉ハンドルを伸ばしランナーで自 
作した。 

④ リベ ッ トのモールドがややおとなしいので、 
タミヤの M 3 スチュアートの車体から移植した。 

⑤ ステップを真鍮線で追加している。 

⑥ 車間標示燈の配線はソフトワイヤーで。 



<下塗り：シャドー吹き ► 


瓠タミヤのサーフエイサーで下地を仕上げたあと、タミヤ•ァクリ 
ルのレッドブラウン+フラットブラック+オリーブドラブの混色で 
作った焦げ茶を下塗りする。 

▼下塗りは足周りを中心に奥まった部分やパネルラインを意識しな 
がらシャドー吹きをする。 



ドの厚さも絶妙なキット附属のものと 
しては、最初で最後か？の連結可動式 
が仲々いい味を釀し出しています。 

なんらかの理由でまだ作っていない 
読者のために、敢えて補足させて頂く 
と、特にこの手の車輛に言える事なの 
ですが、事前の仮組みとチェックなし 
の一発組みは危険です。精度が高いだ 
けに、一つ狂うとボタンの掛け違い状 
態になりかねません。それと、誘導輪 
アームのパーツ （ A 10) は、キャタピ 
ラのテンションを調整するため、最後 
に接着した方が良いでしよう。インス 
卜に指示はありませんが、キャタピラ 
は片側39個がベストです。 

さて、作例は手持ちの余ったエッチ 
ングや、真鍮線等だけで仕上げてみま 
した。高価な市販のパーツを使わなく 
ても、この程度のモデリングで気軽に 
楽しめるのは、やはり出来の良いキッ 
卜の強みだし、本来あるべき姿の様な 


気もしますが…。ディテールアッブ箇 
所の詳細については、途中写真にキヤ 
ブシヨンを入れましたので、そちらを 
どうぞ。 

塗装 

a . 塗装前の下地処理 

エッチングパーツや真鍮線等の金属 
素材には、酸化防止のメタルブライマー 
(グンゼ産業）を塗布しておきます。個 
人的には、サーフヱイサーの一発仕上 
げで充分だと思いますが、念には念を 
という事で…。サーフェイサーは、ラ 
フ面のチヱック、塗料の食い付きや塗 
装条件を統一する上で欠かせません。 
各メーカーから出揃ってますが、これ 
ばかりは好みの問題もありますので、 
各自でリサーチして下さい。因みに私 
は、無条件でず一っとタミヤ製です。 

b . 下塗り 

今回使用したのは、タミヤアクリル 


塗料。ェアブラシは2機種で、昼間用 
にタミヤの2代目 「スプレー ワーク 
HGj , 夜間用は、アクセルワークの 
「しずか御免 j です。その名のとおり、 
驚異的な静粛性のおかげで、多少のェ 
アー圧の低さなんか気になりません。 

下塗りは、レッドブラウン+フラッ 
トブラック+オリーブドラブで調色し 
た焦げ茶を、足周りを中心とした奥まっ 
た部分や、パネルラインに添った、い 
わゆるシャドー吹きです。陰影を強調 
してメリハリを付けるのが狙いですが、 
一方では、ウヱザリングのためのベー 
ス作りという意識もあります。 

C . 基本色と迷彩色 

基本色のダークイェローは、タミヤ • 
アクリルダークイェロー+フラットイ 
エロ_ +オレンジ+フラットホワイト 
を調色したもの。別にビンの生色でも 
良いのですが、吹き付けると白っぽく 
なるし、下地が焦げ茶だと発色が悪い 
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◄基本色を塗る ► 


^ p 下塗り乾燥後 


ダークイエロ ー+ フラツトイエロ ー+ オレンジ+フラットホワイト 
の混色をエアーブラシする。下塗りを生かしながら足周りはうっすら 
と、グラデーションをつける様に、トップは数回塗り重ねている。キヤ 
タピラやタイヤのゴム部にはなるべく色を着けないこと。ダークイ 
エロー（上記の混色して作ったヤツです）に若干のフラットホワイト 
を加えたもので、ハイライトを入れて基本色の塗装は終了。 



◄迷彩色を塗る ► 


グリーンはダークグリーン+フラツトグリーン、ブラウンはフラツ 
トブラウンで、これに基本色のダークイエローを加えて卜ーンを落し 
ている。迷彩は模型としてのバランスに留意されたい。 

迷彩塗装は各人のセンスに因るところが大きい様に思う。慣れてな 
い段階では、キットの箱絵やインスト、資料本等のカラーイラストを 
そのまま真似てみるのも一考だ。 
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j 細部•車外装備品 k 
1 を塗る f 

キャタピラに着いてしまった色は、下塗りの 
焦げ茶でリタッチする。転輪、タイヤのゴム部 
をジャーマングレーで。インストの塗装指示ど 
おり黒をビンからそのまま塗るのは避けたい。 

機銃、工具類の金属部分は、ガンメタル+ 
ジャーマングレーでドライブラシした。柄はデ 
ザート イエロ ーをべ ー スに レツ ドブラウン+ク 
リアーオレンジを薄めてムラ塗り。グンゼ産業 
のウエザリングカラー、ラスト+オレンジの鯖 
色を マフラー にドライブラシしている。 



今回は塗装本という事で、奮発して車体の塗 
装の剥れを表現してみた。下塗りで使った焦げ 
茶で（この色便利/ )、エッジを中心に筆でこちよ 
こちよ突っついている。全てのプロセスをクリ 
アーしたところで、足周りをパステルで仕上げ 
最後に極薄のミディアムグレイを全体にオー 
バースプレーして完成。 


J ドライブラシ I 
1ゥェザリング P 

ペトロールで溶いた油絵の具の口ーアンバー 
によるウオッシングが済んだら、乾燥後デカー 
ルを所定の位置に貼る。タミヤエナメルのバフ 
で車体を調色した アース 系で足周りと車体下部 
を軽くドライブラシ。次に錡、雨垂れ等を車体 
に描き込んでいく。基本的に要所要所を抑えて 
いれば、それで良いと思う。 
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主に使用しているエアーブラシとコンブレツ 
サ ー。 日中はタミヤの「スプレーワーク HGJ (右） 
で、アクセルワークの「しずか御免」（左）は、基 
本的に夜間使用することが多い。中央のホル 
ダーとトレイはグンゼ産業のもの。作業スペー 
スを広く使える。 



牛乳パックを使用した、簡易塗装台。小型、軽車両ならこれで充分です。 



しで、グラデーションの際の明度にも 
限界があります。 

塗装は、下塗りを生かしながら足周 
りはうっすらと、グラデーションをつ 
ける様に車体のトップへ移動させなが 
ら、数回塗り重ねる作業を繰り返しま 
す。キャタピラは焦げ茶がベース色に 
なるので、なるべく他の色を着けない 
事。仕上げは、基本色に若干のフラッ 
トホワイトの混色でハイライトを入れ 
ました。 

迷彩色のグリーンは、タミヤ•アク 
リルダークグリーン+フラットグリー 
ン、ブラウンはフラットブラウンです 
力、そのままだと1/35のスケールエフェ 
クトとしては強すぎるので、基本色の 
ダークイェロー等を適宜加えて、トー 
ンを落とした方が良いでしょう。迷彩 
塗装に関しては、各人のセンスに因る 
ところが大きいので、慣れない向きに 
はキットの箱絵やインスト、資料本等 
のカラーイラストをそのまま模倣して 
みるのも一考です。 
d . 細部と車外装備品 

キャタピラに着いてしまった色は、 
下塗り色でリタッチします。転輪や夕 
イヤの ゴム 部はジャーマングレー。塗 
り分けに気を遣いますが、ドライブラ 
シやウェザリングで多少の粗は カバー 
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できるので、あまり神経質になる事は 
ありません。 マフラーの 鲭は、グンゼ 
産業のウヱザリング カラーの ラストに 


オレンジを加えたもの。機銃やワイヤー 
カッター、ハンマー等の金属部分はフ 
ラッ トベースで 艶消しにしたガンメタ 








, AFV モデル塗装テクニック 



ジヤーン/附属のドライバーのフィギュアが 
ちやんと乗っている。新製品の作例ということで 
まじめに使ったら、ジオラマのシチュエーション 
に合わず浮いてしまった。それにしても車内は装 
備品類でかなり狭い。 




ジオラマに組み込んだ Sd . Kfz 250/1 ノイ。設定がソ連 
軍に降服しているシーンとなったため、上記のドライバー 
フィギュアは合わなくなったが、他のフィギュアを使った 
ためほとんど見えなくなった。 

ドライブラシ、ウェザリングなどを施しリアルさを増し 
た作品となった。 


ル+ ジャーマングレーで 塗装したあと、 
メタリック グレイで ドライブラ シ しま 
した。柄の木部はデザートイェローを 
ベースに、 クリア ーオレンジ+レッド 
ブラウンを溶剤で薄め、意図的にムラ 
塗りをして変化をつけます。 

e . ウオツシング 

あくまで、ウェザリングとしてのプ 
ロセスだと思っています。基本的にェ 
ナメル系塗料で行いますが、私は油絵 
具派。これに合わせて溶剤も専用のぺ 
トロールです。エナメルは ブラへの侵 
食性が強い様なので、いかがなものか 
と。 ローアンパーを 色の ついた 液体程 
度に薄めて、筆は上から下へ雨水の流 
れを意識して、垂直に運ぶのがポイン 
卜です。 

f . ドライフ，ラシとウェザリング 

所定の場所へデカールを貼り終えた 
ら、いよいよエナメルによるドライブ 


ラシがあなたを待っている。筆に含ん 
だ塗料をキッチン用のペーパータオル 
で（ティッシュでも可）拭き取り、パ 
サパサの状態でモデルのデイテールを 
強調する様に、表面をブラッシングす 
るという古典的な技法。円を描く様に、 
最初はアンダンテで、筆の塗料が乾燥 
してきたら序々にフォルテシモって感 
じです。塗料は、車両がダークイ エロー 
ベースの場合はタミヤのバフ。因みに 
足周りはアース系。筆は、 ホルべ イン 
と毛先が丸型カットのヌーベルのパス 
テルブラシを併用しています。 

モデルにリアルさを加味する上で、 
肝要なのがウュザリング。戦場での環 
境や気象条件、酷使による傷や鲭等を 
考慮して仕上げる訳です。なんて、偉 
そうな事を言っていますが、正直、今 
後の課題とすべき領域なので、詳細は 
もっと上手い人の記事を参考にして頂 


くとして、ポイントだけちょっと…。 

土埃りによる汚れを表現するなら、 
やはりパステルが有効でしょう。紙や 
すりで削って粉状にしたものを、足周 
りを中心に筆でなすり付けてやります。 
これは、雨垂れ等の表現にも応用でき 
ます。使用しているパステルは、ヌー 
ベルとドイツ製の Faber - Castell の2 
種類で、とりあえず黒と茶系数色があ 
れば用は足りるはず。 

鲭は、レッドブラウン+フラットレッ 
ド+フラットイ エロー +オレンジの混 
色を薄めに溶いて、何度も塗り重ねる 
様に筆で描き込んでいます。 

最後に、パステルの定着と飽消し効 
果も兼ねて、しゃぶしゃぶのミディア 
ムグレイを全体に オーバースプレーし 
ました。 
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3 色迷彩 250/1 ノイ 



ジオラマ 

高田氏 • 五十嵐氏の手によるキット 
でまとめてみようという事で、ドラゴ 
ンの傑作 T -34 系から、強引に SU -85 M 
をセレクトしました。主役を食ってし 
まいそうな大きな車両との組み合わせ 
は、ジオラマ道のセオリーに反する様 
ですが、表現方法は種々あるにせよ、 
末期のドイツ軍の劣弱な状況を強調す 
るには、どうしても必要だったのでし 
ようがない。キットは、グムカより好 
評発売中の丁-34/85用の エ ッチング パー 
ツでディテールアップ。非常に壷を押 
えた構成は、少ない パーツで 最大の効 
果を生むという、正に理想的な製品に 
仕上がっています（高田さん、提供あ 
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りがとう。いつもお世話になります)。 
キット購入の際は、合わせてどうぞ。 

さて、ジオラマですが写真用パネル 
のサイズにいささか限界を感じていた 
折、丁度、日本画用のものを見つけた 
ので、早速使ってみました。サイズに 
独特の規格があるみたいで、これでバ 
リエー ションも倍増です。 これにい つ 
もの木目シートを貼って、台の出来上 
がり。よく、ジオラマ台の枠を額縁に 
例えられますが、どうも枠だけ立派で、 
しかもそれに負けている様な作品を、 
たまに拝見したりすると、やはり、こ 
の方法が自分には一番似合ってるなと 
思う今日この頃です。 

ベースは、発泡スチロールの積層で 
大まかな地形を作り、ドフィックスの 


壁補修材でコーティング。園芸用の土 
と、カスタムデイオラミックのガレキ 
セットのものを適当に（いい加減とい 
う意味じゃない）ばらまき、水で溶い 
た木工用ボンドを染み込ませて固着し 
ます。植え込みすぎてタワシみたいに 
なってしまった草は、サイザル麻のロー 
プ。樹木は、荻窪•喜屋ホビー取り扱 
い（問 TEL 03-3398—1424) の才 
ランダドライフラワーに、 ハーブの ス 
ペアミントで葉をつけました。ミニ教 
会は、レミ社のブラ製バキュームフオー 
ムキットです。 

塗装の方も触れておきましようか。 
塗料は車両と同様、タミヤのアクリル0 
筆塗りでは辛いので、エアブラシで仕 
上げます。地面、草は、単調にならな 








い様、明度の異なる色を数色吹き付け で。是日々精進と言ったところでしょ 

ました。樹木や教会等の障害物は、別 うか。 

に塗装してから後で接着します。ドラ 
イブラシでめりはりをつけて、地面と 
草地の境界線は、自然な感じにリタッ 
チ。という事で、肝心の具体的な色名 
が出せなくてすみません。何しろ、作 
り置きの怪しいフイルムケースの色を、 

現場でごちやごちややっているもんで 
すから…。折込カラー等で察してもら 
えると有難いです。 

いつも各戦線の地理的な特徴とか、 

季節感とか更にはその日の天候とかを、 

ジオラマで表現できたらと思っている 
のですが、如何せん技術が伴わない様 








ZBEZDA / ITALER 11：35 conversion 


ダーク イェロー + オ リーブグリーン 2 色迷彩 


7.5cmPak97/98auf Pz.Kpfw T-26(r ) 自走砲 

ズべズダ / イタレリ 1/35 改造製作：清水稔 Minoru Shimizu 


今回は塗装例という事でチヨット 
変った塗装例で選んだのがこの自走砲 
です。御存じの方もいると思いますが 
鹵獲車輛の T -26 の車台にフランス製の 
砲を乗せた物です。厳密に言うとドイ 
ツ軍の 5 cm pak 38 の防盾にフランス製 
の1897式 7.5 cm の砲身を組み込みロシア 
軍 T -26 の車台に載せた物です。 

話は前後しますが、今回は何を製作 
しようかと思案していた時に マキシム 
さんの所にズべズダのサンプル T -26 が 
届いていました。砲に関しては、以前 
に マキシム さんで見ていたのを思い出 
し高田氏に聞いた所「確かあったと思 
う j という事で探していただきました。 
「ありました、ありました。ミニアー 
卜•スタジオの砲が。」高田氏の好意に 
甘え着いたばかりのサンプルといっ 
しょにいただいてまいりました。無論 
お金は払ってきましたよ！その節はあ 
りがとうございました。孤高のモデラー 
の私は、まだ作例が決まらぬマジック 
ハンド佐藤氏をしり目にそそくさと 
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使用したキット&資料 

① ズべズダ 1/35T-26。 

② ミラージュ1/35 
ピカー ズ6 ton。 

③ ミ ニアー トスタジオ 
1/35 7.5cmPak97/98 
対戦車砲。 

④ スチールマスター N 0.26 


帰って参りました。 

製作 

初めにスチール. マスター No .26 に 記 
載されていたこの自走砲の図面をキツ 
卜に合わせ拡大します。次に車体上部 
側面を、図面を元にカツトします。次 
に機関室の仕切りと戦闘室側面及び床 
をブラバンで製作します。尚、床には 
滑り止めパターンの真鍮板を貼ります0 



ズべズダのキットはイタレリブランドと 
して日本でも発売（タミヤ取扱い）。 














AFV モデル塗装テクニック 

① 防盾 (5 cmPak 38) は左右の前方下部 
をプラバンで改修。 

② タミヤのブルムベアの砲身を流用。 

③ タミヤの IV 号戦車の砲身を使用。後 
ろの一部にプラペーパーを巻いて太 
<した。マズルブレーキはミ ニアー 
卜のレジン パーツを 使った。 
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ダーク イェロー + オリーブグリーン 2 色迷彩 


D .. 


① 砲のトラベリング ロ ックは エバー グリーンの 
プラ材から自作。 

② タミヤの Pak 40 の物を流用。 

③ キットの戦闘室後部を斜めに切り取る。 

④ 左右にリベットを追加。 

⑤ タミヤの T -34 戦車のもの。 

⑥ タミヤの IV 号戦車車外装備品セットから。 

⑦ 泥の表現には、タミヤパテを一度乾燥させて 
から砕き、パテと再び混ぜ合わせたものを塗 
布した。 

⑧ リベットを追加。 

⑨ 1咖プラバンを使用 しエンジンルームとの 隔 
壁を作る。 

⑩ タミヤの M 4 シャーマン用砲弾。 




⑪防盾は Pak 38 よりも拡大されているので、0_5圆プ 
ラバンで製作。 

⑫イタレリのモダン.バトル•ギア • アクセサリー 
セツトのガスボンベを流用。 

⑬砲身はキット（ミ ニアー ト）の物。 

⑭ガードは真鍮線とブラバンで自作。 

⑮ MP 40 用マガジンケースはタミヤのジヤンクバー 
ツ〇 

⑯ドラゴンの MP 40。 

⑰エバー グリーンのプラ材 と リベ ッ トで製作。 
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AFV モデル塗装テクニック 


下地（サーフェイサー）■►下塗り 




ヒ塗り ■►迷彩 




次に機関室上部の通気用ルーバーは 
ビッカーズのキットから流用しました。 
ただし1画ブラバンで高さを増してあ 
ります。細部は図面を元にリベットと 
エバーグリーンのブラ材で製作します。 
又、最後部の排気口のネットはタイガー 
のジャンク品のエッチングを使用しま 
した。尚、マフラーの先端はパンター 
の物から作りました。次にヒンジをは 
じめ車体周りに付くリベットはジャン 
ク品などから切り取り使用します。 

次に主砲の製作に移ります。砲身の 
ジヤンク品の75画1砲身とブルムベアの 
砲身、そしてイタレリの小物キットに 
入っていたガスボンベから作りました。 
駐退器はエバーグリーンから又砲架は 
ミニアートのレジンキットとブラバン 
を合わせて作ってみました。マズルブ 
レーキを切り取り使用し、防盾はミニ 
アートの物に左右はブラバンで張り出 
した犬耳を作ります。又、主砲の車体 
への取り付け方法ですが台座部分が不 
明なので内部インテリアなどと共に 
フイクシヨンですので悪しからず。車 
体下周りはストレートに組んだ後に 
ビッカーズのキャタピラを使用しまし 
た。モデルカステンの物が間に合わな 
かったのが残念です。又、泥はタミヤ 
パテをペーパーの上に出し乾燥後に砕 


き再びタミヤパテと合わせ附着させま 
す。 

《塗装》下地作り 

① 車体は一度洗いましょう。次にタミ 
ヤのグレーのサーフエイサーを吹き付 
けます。この時の戦車って美しいよ 
ねぇ一私は好きです。今まで手を入れ 
た各ディテールがくっきり浮き出して 
くるんだよね…。乾燥後に細部の補修 
をします。ここをしっかりやっておか 
なければ後悔する事になります。 

下塗り 

② 塗料にも色々な種類がありますが下 
塗りには最近は Mr . カラーを一番多く 
使用しています。何か全体のディテー 
ルをしっかりホールドしてくれる様に 
感じるからです。色としてはグレーや 
黒及び茶系です。カラーについてはこ 
れとは決めてませんが製作した作品や 
使用された地域により使いわけていま 
す。ちなみに今回はグンゼ産業の Mr . 
カラージャーマングレーを吹き付け 
ます。塗りずらい所から吹き付けてい 
きます。 

上塗りパート I 

③ 今回使用したのはタミヤアクリル塗 


料ダークイェロ_にホルベインの透明 
水彩絵の具を交ぜて吹き付けてみまし 
た。使用した色はイェローオーカーと 
アイボリ、ブラックです。ダークイェ 
ローに2色を交ぜ合わせた物を作り下 
地色を残し吹き付けます。 

上塗りパート II 

④ 次に先ほどと同じ様にダークイェ 
ローと透明水彩絵の具のイェロー オー 
カーを合わせカラーを作ります。ここ 
ではアイボリ、ブラックは交ぜ合わせ 
ていません。心もち明るくなっている 
と思います。これをパート I で吹き付 
けた内側に吹き付けてみます。 

畫み入れ 

⑤ 各点検口やヒンジ部分などに薄めた 
塗料を流し込みます。又、基本色でつ 
ぶれてしまったリベットなどにも再度 
入れてみましよう。今回墨み入れに使 
用した物はリキテックスの水性アタリ 
ル絵の具不透明のアース.ブラックで 
す。水で簡単に薄める事ができます。 
やりすぎてしまった所にはテイッシュ 
でこよりを作り吸い取らせます。尚水 
性アクリル絵の具は乾いてしまえば色 
なきする事もなく重ね塗りもできます 
ので模型作りにはかなり利用度の高い 
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ダークイエロー+オリー フク、) ーン2色迷彩 
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AFV モデル塗装テクニック 



画材だと思います。 

迷彩 

⑥今回のカモフラージュはやはり、リ 
キテックスの水性アクリル絵の具を使 
用しました。カラーはフーカス、グリー 
ン、 ヒュー半透明を蒸留水で薄め、手 
書きで描いてみました。カラーに関し 
ては前後に各色があるので交ぜ合わせ 
てみるのも良いでしよう。 


車体内部 


車体下部 


⑦こちらの方はパステルを中心に使用 
しました。ハードタイプとソフトタイ 
プです。ハードタイプの方はサンドペー 
パーで削り、アクリル溶剤でといて使 
用します。又、私の場合ソフトパステ 
ルはセーブル筆などで_こすり取り、 
色調を見ながらこすり付けますが、後 
もどりできないので慎重に入れます。 
次に墨入れした時と同じリキテックス 
のマースブラックにて転輪に色付けし 
ます。又この時キヤタピラにも同様に 
色付けをします。ついでと言っては何 
ですがスコップと手斧などにも色付け 
をします。又、取っ手部分などはハン 
ブロー ルとソフトパステルのオレンジ 
色を使用しました。 


⑧ 床部分は、リキテックスの マース ブ 
ラクの後にハンブロールのバフをドラ 
イブラシをしました。また左右の側面 
は基本色の上からソフトパステルのホ 
ワイトを色付けしてみました。 

マーキング&ドライブラシ 

⑨ マーキングはドライブラシの前に済 
ませます。トリミングを忘れずに！次 
にドライブラシですが ハンブロ ールの 
No .121 を使用しました。ポロ切れなどに 
ほとんどの色を取りのぞき車台の角や 
ヒンジ及びリベットなどにこすり付け 
ます。一度に済ませようとせずに慎重 
に行います。又車台下部や各転輪など 
にも同様に行います。 

ウェザリング(仕上げ） 

⑩ 最終段階です。私自身バトルダメー 
ジを受けた車輛を作る事が少ないでそ 
んなしつこく入れません。たいしたダ 
メージの無い車台にやたらサビの跡な 
ど多く入れすぎても変ですよね。やは 
り製作した車体に合わせる事が大切だ 
と思います。フェンダーが曲がってし 
まっていたら……。そこからサビが出 
て来たとか、やはりその車体のストー 


ラー やマズル ブレーキの 煙硝の後など 
が中心です。又、削れた起動輪の歯車 
なども大切です。いずれにせよあなた 
の製作した車体に合ったウェザリング 
が一番です。この方法としては、薄め 
た エナメルカラー や、各パステルなど 
です。オイルのにじんだ跡やサビはフ 
ラット • アルミでドライブラシをしま 
す。又、最近はやりの塗料のハゲ落ち 
た所には極細の筆で描いたりエンピツ 
で入れるのも 一つの 方法です。最後に 
タミヤアクリルフラットアースの薄め 
た物を車台全体に吹き付けて全体の色 
調を合わせます。こうする事によりバ 
フなどでドライブラシした所が浮き出 
してくると同時にデ カールが 車体へ馴 
染みます。最後にもう一度パステルな 
どを使用し微調整して出来上がりです。 


おわりに 


出来上がった作品を編集者に手渡す 
為マキシムさんを訪れた際五十嵐氏が 
居られました。作品を見るなり「キリ 
ンさんみたい！…… j ゼブラがあって 
キリンがある！そうこれからはキリン 
パターンと呼ぼう！先生、あなたが名 
付け親です。しかしこんな迷彩他にあっ 
たかな ァ〜！ 

参考資料スチールマスター N 0.26 
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レオナノレ K 


〒10卜0025東京都千代田区神田佐久間町 4-1 美倉橋ビル 1 F 
平日 12 : 30〜20 : 50/土 •日 12 : 30〜19 : 30 
営業時間：年中無休 

_ 電話 03(3851)4196 FAX . 03(3851)4197 


〒260-00丨5千葉市中央区富士見 2-3- 丨塚本3 F 
9:30〜20:00 
営業時間：年中無休 


〒860-0834熊本市江越卜 6- 丨2 
TEL / FAX . 096 (378) 8070 
日 II : 00〜21 :00/土•日•ネ兄 11:00〜20:00 
営業時間：年中無休 


眾 1] 忝国⑩苷激 h ⑩闐 

〇不要•不用のプラモデル 
スケール•メーカー•商品名を 
手紙もしくは FAX で秋葉原店に送れば、 
1週間以内に返事が戻る。 


y 回忽關爲 

レオナノレ！;2 


横浜市中区尾上町 6-89 尾上町スカイビル2 F 
TEL . 045 (641)0146 FAX . 045 (641)0147 
平日 II :〇〇〜20:00/土 •日•祝 10:00〜20:00 
営業時間：年中無休 


レオナノレ K 3 


回回 _ DY 爲 

レオナル K 5 


〒33卜0852大宮市桜木町 2-301 桜ビル 1 F 
TEL 048-644-2500 
II :30〜22:00年中無休 


ncty 圆爲關回 1 r 回 

レオナル K 7 






























































































































T -34 のダ■クイ]:口 ■ベ■ス 


. AFV モデル塗装テクニック 



BEUTEPANZER 


Overall Dark Yellow 
with Olive Green and 
Red 腫 Brown over sprey 



T-34-76 麵戦車の迷彩 


ズべズダ/イタレリ1/35 製作：尾林大輔 Daisuke Obayashi 


戦場において敵国の兵器を自国のそ 
れとして使用する事は、有史以来の事 
であり、そうめずらしくはありません 
が、第2次大戦中のドイツ軍ほど効率 
良く組織的に運用した例はあまり無い 
のではないでしようか。 

ハリコフを占領したドイツ軍は、当 
時そこにあった T 一34の工場も設備ご 
と丸々接収し、オリジナルの装備を付 
けた車輛を前線へ送り込んだようです。 
1943年のクルスク戦にはダス•ライヒ 
師団が T —34 中隊をもって参戦してい 
ます。今回はこの部隊の所属車輛とい 
われている T 一 34を作ってみます。 

製作 

キットはズべズダの T -34 . 1943年型 
を使います。イタレリブランドでも発 
売されていますので、入手は楽です。 
主な改造点は、砲塔形状の変更、車体 



① 駐退器カバーのボルトが省略されているので追加。 

② 溶接跡の表現がないのでエポキシパテを使って再現。 

③ 砲塔の上下のラインを段のないものにするためポリパテで裏打ちして整形する。 
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鹵獲戦車の迷彩. 



した。 


② 車体左右につく雑具箱等はブラバンで再現。 

③ エンジングリルメッシュはエヂユアルドの 


エッチングパーツを使用。 

④ 砲塔上面のペリ スコー プ位置が ハッチ に近す 
ぎるので前方へ移動。 


側面の雑具箱、サイドスカート、といっ 
たところです。 

上下の铸造ラインをまっすぐなもの 
にする為、内側にポリパテをつめてか 
ら削り込みます。表面の踌造肌は表現 
が少しオーバーなので、ペーパーでな 
らした後タミヤパテをすり込んで再現 
します。駐退器カバー左側は照準器の 


視界を広げる為に削られています。ぺ 
リスコーブは基部ごと前方へ移します。 
各部の溶接跡はエポキシパテで再現し 
ます。砲身はジオルディルビオのアル 
ミ製に変換。 

車体 

車体側面の雑具箱は、 0.3 mm のブラバ 


ンで。留め金具はエデュアルドのエッ 
チン グパーツです。 エンジン グリルの 
メッシュも同セットから使用します。 
この内側にはブラバンで ルーバーを 入 
れてあります。 

サイドスカートはその分割部、取り 
付け方法に「？」の部分がありました 
が、資料をじ一つと見つめた結果、作 


AFV ならオリオン 


◎オリオンオリジナルグッズ発売中。 

回転式塗装台（ステンレス製）作品観賞用にも使えるスグレ物…3,800円 
空薬きようサブマシンガン系' j. 2種50ケ入180円 

： J. 


プ□ショップならではの品揃えで皆様のモデリング 
シーンを強カパックアップ！特に塗装の事はおま 
かせ下さい。店内製作工房にて店主仲田裕之がア 
ドパイス致します。お気軽に御利用下さい。スタッ 
フー同皆様の御利用をお待ちしております。 


• 100ケ入350円 


小銃系 

◎洋書 （HOW TO …、資料）も充実中。 

• UNIFORMS OF WW II (カラーイラスト） . 3, 800円 _ 

◎ダイオラマ関連素材撤っています。★年中無休となり便手 |J さアップ7 


好評80円シリーズ 


• ステンレスワイヤー 
• T -34 マウン囉銃バレル 
•なまし銅板 ( SOFT ) 

• 燐青銅板 ( HARD ) 



ゥニ二ドライフラヮー等オリオンで全て調達可能。話題の新製品やモデルカステ 
ンは吊時在庫 豊虽 です。又、テイァイールアップにかかせない エバー グリーン社のプラ材や 
各社 エッ チング パーツは もちろん、これからの主流になるかもしれないトラックライン社の 
g グッドなデカールも全種入荷しています。商品はある。後は貴方の選択です。分からない 
事は店主 やスタッフにどんどん聞いて下さい。それが出来るお店です。 


モデリストプロショップ 

オリオンモデルズ 

埼玉県川口市戸塚東2-卜1加藤ビル2 F 
亍 333-0802 年中無休営業時間〗2:00〜21:00 
TEL 048-290-2770 FAX 048-290-2771 
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, AFV モデル塗装テクニック 


① 駐退器カバー左側のみ削る。 

② ジオルディ.ルビオのアルミ製砲身。 

③ タミヤパテで鋳造肌を再現。 

④ ドイツ軍が使用したのでライトはノテックラ 
ンプをつける。 

⑤ ライトコードはエナメル線で。 

⑥ 転輪はタミヤのゴム製リムタイプに交換。 

⑦ モデルカステンの可動履帯 SK -34 を使用 
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鹵獲戦車の迷彩 




塗装 

さて今回はドイツ車輛の塗装攻略本 
という事で、段階をくわしく説明しま 
す。 

1. 下地 

モデルが完成したら金属パーツ部分 
にメタルプライ マーを 筆塗りします。 
これはスプレーでもかまいません。 

次にソフト99のプラサフを全体に吹 
きます。改造、修整等により各種の材 
質が使用されモデルを一つの塗膜でお 
おい、均一の表面にする事が目的です。 
又、表面のキズ、接着剤のハミ出しな 
ども発見する事が出来ます。 

2. 下塗り 

最終的には車体色によって違います 
が、私の場合緑系やグレー系の車輛は 
黒、ダーク イェロー 系には茶色を使い 
ます。車体の陰となる部分（足周りや 
車体下部）は後々この色がそのまま残 
ることになります。今回は グン ゼ産業 
Mi '. カラーの 41 番、レッドブラウンで 
塗っています。 

3. 上塗り（基本色） 

迷彩 色のベースカラーと して、グン 
ゼ産業 Mr •カラ ー39 番 ダーク イェロー 
を吹きます。この時、下塗り色を陰と 
して残すようにします。各パネルの接 
合部、隅っこが暗く残る感じです。 

4. 迷彩 

まず Mr . カラー41番、レッドブラウ 
ンでパターンを ハン ド ピースで 吹き ま 
す。 塗料の濃度は少し薄めに し、 コン 
ブレッサーのェアの圧力 も 低く します。 
減圧弁をお持ちの方は 1.0 kgf / cm 2 くら 
いに設定します。私の場合グンゼ産業 
の Mr . リニアコンブレッサーを使用。 

これは圧力が 1.0 kgf / cm 2 になっている 


まんべんなく吹き、迷彩の3色が落ち 
つくようにします。 

5. ウェザリング 

今までは全てラッカー系の塗料でし 
たが'、ここからはエナメル系となりま 
す。今回はハンブロールを使用します。 

33番マットブラックと98番チョコ 
レートを半々混ぜたものを溶剤で溶き、 
モデルの全体に塗ります。車体の上か 


デ カールを 貼りっぱなしではそこだ 
け浮いて見えますので、ハンブロール 
の187 番マツ トダークストーンを溶剤で 
薄めたものをサツと塗ります。乾燥し 
たらグンゼ産業の Mr . スーパークリア 
のツヤ消しを吹きます。 

最後にパステルを使います。耐水ペー 
パーでパステルを粉にし、筆にとって 
モデルにすり込みます。サクラが出し 


ので使い易く、しかも音はほとんど無 
しというスグレモノ。さらに Mr . 力 
ラー7〇番ダークグリーンを吹きます。 

足周りには Mr . カラー 22番ダーク 
アースを吹き、土、ホコリによるヨゴ 
レを再現。又、車体全体にも吹きます。 
この時はすこしはなれた所から全体を 


ら下へ向けて筆を運びます。ある程度 
のムラは雨水によるホコリの流れの再 
現になります。 

ドライブラシは187 番マッ トダークス 
トーンで。エッジの部分にメリハリを 
付ける感じで行います。 

6. 仕上げ 


ている 「ヌーベルカレーパステル j は 
画材屋さんで手に入ります。これのセ 
ピア、ブラックが一番使用率が高いと 
いえます。セピアは ボルト や溶接跡等 
にすり込み、デイテールを強調します。 
砲口や排:気管のヨゴ レに 適しています。 
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ジオラマ 

写真用パネル（これも画材店で入手 
可）にシナべニアで立ち上げをつけ、 
発泡スチロールで地面を作ります。そ 
の上にドフイックスの力べ補修材を塗 
ります。乾かないうちに同じ補修村を 


粉のまま茶コシでふりかけます。小さ 
な石はコルク片です。草は「鳥の巣」 
とスタテイックグラスの混ぜたもの。 


_ AFV モデル塗装テクニック 

さらに乾燥パセリも加えます。キヤタ 
ピラの跡は、地面が固まらないうちに 
キット付属のベルトキヤタピラを押し 




住所亍541-0053 

大阪市中央区本町 4- B -6 
横堀ビル 3 F 
TEL 06-6281-2811 
FAX 06-6258-8255 

定休日毎週火曜日(祝日営業） 
営業時間(平日) PM 12:00〜 PM 8:00 
(日祝) AM 11:00〜 PM 7:00 
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つけ:で妙ますべ摘は•今ミ—ロン 
ナルカラ-を使い.ます广相：シこ 
をして:メリハリ名つ•け去す：、水ばケリ 
ア^^キシ樹脂をラ.、ゾ，力へ系のグープ 
アマスや_しもも:の槪、夢— 


团童筋織本 nw 



























獅 f! ぽ溫離 Ilk :S 


カーモデル、プレーンモデル、ミリタリーミニチュア、鉄道模型、 
キャラクターモデル、ガレージキット、ガスガン、各種 RC まで。 
模型好きの憩いの場です。気軽にご来店下さい。 


貴方の欲しい叶え李す/是非、あ聞かせ下さい。 


*e メールでのみ通販のお申し込みも出来ます > msunnse @ cocoa . ocn . ne.jp 


★不定営業の 場合が ござし、ますのま ㈣I 温れ■幸織^^ 


模型の SUNRISE 

〒383-0022 

長野県中野市中央 3-2-24 

TEL.0269-22-3800 

FAX.0269-23-0782 


営業時間 


営業時間 AM 11:00〜 PM 7:30 



尸 一 卜七ァル 

国内メーカーは元より、海外からの珍しいキット、 
ディテールアップパーツ、デカール、ガレージキット 
など盛沢山。店内には貴兄の製作の参考になる様完成 
見本を多数展示してお待ちしております。 


ウォーターライン、ピットロー ド、（スカイウエ _ ブ 
ハイモールド、艦船用エッチングパーツ）取扱い 


群馬県館林市美園町 23-25 
(マクドナルド館林店裏シエトワ芝浦 1 F ) 
火曜定休 TEL 0276 -75-3909 


等ホビー入門者を応援します！峰 




フラモキツズ 


泉北1号線 


午 

□ m 


□ 


和 

田 

福 

泉 

線 


常設ミニ4駆コース•駐車場完備 

T 590-0142 大阪府_桧尾3076 

效 0722-72-7538 ■ 


email:bluemax@mtc.biglobe.ne.jp 


—今年て創業20年一 

^ 模型、本、玩具、ファンシー、 etc •ひ 

サバイバルゲームからキティちやんまで 

あなたのホビーライフをサポートします。 

※タミヤ1 /35 mm •ドラゴンワゴン入荷しますよ/ 

クラフトシヨツプ綫夢 

本店 0139 斗- 5-272 S 小島店 0139 斗- 4-2235 
松前店 0139 斗- 2-3502 


国内•外プ5モ# -Wlr ジキツ hfi ■ド 

「情景会」クラブ会員募集中！！ 
塗装室、工作室あ D (有料） 

“作5事”にこ/す。 


故 l 9 P % 



関越道栗松山ィンターから15分 


觀古わくち 

亍 355-0004 東松山市沢口町28 -14 
木曜休み営業時間12:00〜19:◦〇 

TEL 0493-22-8390 FAX 0493-22-8391 


そ専《店 

: Ftrt : ヤ U 5 モ 


マニアだけの店ではありませ / i 。 

ヒマつぶしたい乂 
たまには作って見ようかと思う人 
ぜひ遊びに来てください。 

AM10:00 〜 PM7:00 
火曜定休 

T 475-0886 愛知県半田市新川町1$ 

TEL.0569-23-I253 
FAX.0569-22-5525 


夕に至阿久比 
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Sd.Kfz250/l NEU 
& 

SU-85M 









KING OF 


» マ製作記 

>RAMA 


_ AFV モデル塗装テクニック 

4着色する ■■■■■■■■■ 




―_ が , 

f 11 


1**!^ 

イツクスグラス、情景用パウダー等 
i 接着。草はサイザル麻を適当な長 
まま木エボンドで直付けしている。 

) で、部分的にドライフラワー（オラ 
喜屋ホビー取扱い)を植えてアクセ 
i はシヤギー風にカツトして自然な 
5レミ社のブラ製ノ \キュー厶フオー 
1ウマン取扱い)。 

拿では接着せず位置の確認だけ。 

98-1424 

-2666 


▼出来上がったベースに、別に塗装しておいたドライフラ 
ワーの樹木や、小物類を接着する。樹木の葉はノヽーブのス 
ペアミントを使用した。定番の食品スパイス、枯草色のド 
ライフラワーの葉.情景用パウダー等のブレンドをふし」 
かけて完成。 

5小物類を付けて完成 


，ぎ 


魚セット 


77.1 


； URRENDER IR 


Masakazu Aravashiki 


▲いきなし」塗装の済んだ状態。塗装はすべてアクリル塗 
料で行なった。地面と草は、明度の異なる色を数色吹き付 
けて立体感を強調してやる。仕上げは軽くドライブラシ 
を行なう。因みに、突き刺さっている楊枝は後でドライフ 
ラワーを差し込むための目印です。 
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HE SURRENDER 


Masakazu Arayashiki 









ジオラマ製作記 


1ベース作り 



▲台は日本画用のノ \ネルで、これに木目シートを貼る。発 
泡スチロールで大まかな地形を作った6、立ち上し」部分に 
バルサ材を接着。ペーパー掛けして表面を整え、オイルス 
テンで着色、つや出しニスで仕上げる。 


▼台の枠をマスキングして、ドフイツクスの壁補修材を盛 
し」付ける。園芸用土で表面をコーテイングしたら、砂や小 
石等をばらまいて変化をつけてやる。写真の袋詰め3つ 
はこれに使用したカスタ厶デイオラミックのガレキセツ 
卜のもの。乾燥後、水で溶いた木エボンドを染み込ませて 
固着する 
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ジオ= 

DII 



"THE S 

荒屋敷正和 


3植物を植え 



▲下草に麻縄やスタラ 
をブレンドしたちの芍 
さにカツトして、その i 
これだけでは単調な 
ンダドライフラワー 
ントをつけてみた。寒 
感じにする。白い小屋 I 
厶キツトのミニ教会 C 
樹木と建物はこの段降 

問い合わせ喜屋ホビー TEL 03—3 G 
バウマン TEL 03 — 379 E 


















ミ V モデル塗装テクニック 


m 








グンゼ産業1/35 


荒屋敷正和 



m 
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3 色迷彩250/1ノィ 








ノイは生産開始時期がダークイエ 
口一が基本色となった1943年2月よ 
りも後のため、ジャーマングレー色塗 
装は基本的にないと考えられる。 

模型は3色迷彩をタミヤアクリル塗 
装で行ない、リアルさを出すためにウェ 
ザリングを実施した。 


Three-color 

Camouflage 

Sd.Kfz250/lNEU 

それまでの Sd . Kfz 250 は複雑な車体だったので、生産 
性が悪く、1943年10月から新ボディの NEU (ノイ）が登 
場した。終戦の1945年春までに約2,700両が生産された。 














ジオラマに登場したのは、ドラゴン1/35の SU -85 M と前進する SU -85 M と Sd . Kfz 250/ l の組み合わせは劣弱 
ジャガーモデル、バーリンデンのフィギュア、レミ社のとなったドイツ軍の大戦末期の状況が強調されている。 
ミニ教会、樹木はオランダドライフラワー。 水たまりの作りや、フィギュアや小物の配置に注意。 

ソ連軍の進撃に降服したドイツ軍を表現。勝ち誇って 













夕ークイエロー+オリーブクリーン2色迷彩 



., . jar yyi 

こ. 




ZVEZDA / ITA し ERI 1: 35 
CONVERSION 


Modeling by 
Minoru Snimizu 


7.5cmPak97/98 ⑴ auf Pz.KpfwT26(r) ダ—ククリ—ン迷彩 

ズべズダ/イタレリ1/35 清水稔 




車体はスべズダ/イタレリの T -26、 砲はミ ニアー ト • 
スタジオの砲架、防盾、マズルブレーキを使用 



水洗いの後にタミヤのスーパーサーフエイサー（グ 
レー）を吹き付ける。細部のキズなどはこの時に目立つ 
てくるので修整する。 



サーフエイサーを吹き付ける事により、オープントツプ 
特有の内部ディテールが浮き上がってくる。 
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AFV モデル塗装テクニック 




下塗りにクンセ産業の Mr . カフージヤーマングレーを 
吹き付ける。 




上塗りはタミヤ水性アクリルのダークイエロ _ +ホルべ 
インの透明水彩絵の具（イエローオーカー）を加えた物 
を明暗2色（アイボリー、ブラックを混ぜて作る）を作 
り吹き付けた（下地色を残す)。 



リキテックス（水性アクリル絵の具）を水で薄めて筆塗 
りで入れた迷彩。 



上記のダークイエロ ー+ イエローオーカーのみの色で上 
で吹いた内側に吹く。この後、上塗りでつぶれてしまっ 
た影の部分へリキテックスのアース • ブラックで墨入れ 
した。 



下周りは主にソフトパステルを使用。細部のディテール 
を浮き立たせる為に八ンブロールのバフを使用し、リベッ 
卜をはじめ各部をドライブラシする。 
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ダーク イェロー + オリーブグリーン 2 色迷彩 



今まで発表されている写真は1枚し 
かないが、そのスタイルと独特の塗装 
が印象的な 7.5cmPak97/98 (f) auf 
Pz. KpfwT-26 (「） 自走砲0その名の 
とうりフランス製1897式 7.5cm 砲（防 
盾は Pak38) をロシアの T-26 戦車に載 
せたもので、どちらも鹵獲品を有効利 
用しためずらしい兵器。 

この自走砲の独特な迷彩はオリーブ 
グリーンの帯が網の目のように塗られ 
ているもの。これを筆塗りで再現する 
ため、リキテックスの水性アクリル絵 
の具を使用。色はフーカス、グリーン、 
ヒュー半透明を混色したもの 


7.5cmPak97/98(l) 

auff 

Pz.KpfwT-26(r) 
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AFV モデル塗装テクニック 


r ハ v 
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鹵獲車雨の迷彩 


Modeling by 
Daisuke Obayashi 


辟 fcSU 


ZVEZDA/ITALERI 1:35 


T 34-76 齒獲戦車ダ■クイエロ圓ペース迷彩 


ズべズダ/イタレリ1/35 


尾林大輔 


①塗装前完成状態。雑具箱、サイドスカートなどに注意。②サーフエイサー塗布後、レッドブラウンで下塗り(影作り）。 




④迷彩色レツドブラウン、ダークグリーンを吹く 


③1色目ダークイエ□一、足周りは下地色を残す。 
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ドイツ軍は鹵獲した敵の車両をかなり有効に利用した。 T-34 中戦車を使用し、ドイツ戦車と同様の手順で塗装し 
装備をドイツ軍仕様にしたり、使い易く改造したりし、た（左頁参照)。このままでは色が落ちつかないので遠め 
塗装もドイツ軍車両と同様に施され、国籍マークも大きからダークアースを全体に吹く。デカールには Mr. スー 
く目立つように描かれた。作例はズべズダ/イタレリのパークリアのツヤ消しを吹きつけている。 


Overall Dark Yellow with Olive Green and Red Brown over sprey 
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SHANGHAI DRAGON 


光と影の迷彩 


突撃戦車フルムベア後期型 



1944年8月から新迷彩パターンが導入された。3色迷彩の各色の上に別の 
色の斑点を入れる「光と影の迷彩」である。これは以前アンブッシュ（待ち伏 
せ)迷彩と呼ばれていたもの。作例では現在の AFV モデル塗装の2つのやり方 
( a . サーフェーサー後に基本色塗装、 b . サーフェイサーを吹いて先に影色で下 
塗りし基本塗装をする）の中間的方法をとってみた。 a の発色の良さと b の微 
妙なグラデーションを得られる長所の両面の特性を生かした塗装法である。 
詳しくは本文105頁からの記事で。又、カラー写真の続きも111頁に。 




製作：徳田和大 


99 


























ANTHER 


PANZER KAMPF WAGEN V 

Ausf.G 


Olive Green based 


3Color scheme 


V 号戦車パンター G 後期型グリ- ンベ- スの3色 迷彩 


パンター G 後期型（赤外線暗視装置付） グンゼ産業1/35 製作：河上重文 



洗浄後に乾燥させ、 エッチング パーツにメタルプラ q 下地処理の後、 ラッカー 系のつや消し黒をスプレー 
イマーを忘れずに塗り、ソフト99ブラサフを吹き付 ▲■■(エアー ブラシ）する。これは基本塗装の時に塗り残 


けて下地処理する。 しがあっても目立たなくする為。 




SStSSSIKS 


■■1 


4； 


クイ エロー が: 


!今回の塗装はダークイェローがストライプ状なので 
•最後に塗る為、先にダークグリーン （S. D. E のデュ 
ンケルグリューン）を全体に吹きつける。 
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Modeling by 
Shigefumi Kawakami 



- AFV ィ r - r ル塗装テクニック 

q 転輪、起動輪、誘導輪 
U は転輪のゴム部をア 
クリルのフラットブラッ 
クとジ ヤー マング レーを 
混ぜた物で筆塗りした後 
エナメルのフラットブ 
ラックを薄めた物をボル 
卜や凹部に流し綿棒で拭 
き取る。上がウオッシン 
グした状態。下地が暗い 
為わかりにくいかも。 





6 基本のダークグリーン塗装後、レッドブラウンの迷 
彩を スプレー する。この時サイド スカー ト（シュル 
ツエン）は仮り留めしておきます。レッドブラウンは S . 
D . E のロツトブラウンを使用。 



7 最後にダークイエローの縞模様をスプレー。実 
車写真では側面の縞はもっと細かい（本数が多 
い）のですが、私の好みで少なめにしている（実車 
はたぶん上から見た時に、左右斜めに縞模様になる 
と思われる）。 
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オリーブグリーンベースの 3 色迷彩 



►キヤタピラはアクリルのフラットブラック、ダークグ 
レー、八ルレッドを混ぜた物を吹き付ける（写真下の状 
態）。その後ェナメルのウッドブラウンとダークイェロー 
を混ぜた物を薄めて、凹部に筆で流し込む感じで塗って 
いく。乾くと凹部に溜まった感じになる（写真上の状態)。 
その後エナメルのフラットアルミで凸部をドライブラシ 
する。 


嫡車体下部はダークグリーンのまま。サイドスカート 
(シュルツエン）は足周りを後付けするために取りはずし 
可能にしている。 




基本色の3色塗装の後、エナメルのフラットブラックで拭き取りは綿棒を使い、方向を考えながら行う。その後、 
ウオッシング。このウオッシングは全体の!ンを落と足周りを接着する。 

す為と凹部に黒が残り、メリ八リをつける役目をする。 
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PANTHER Ausf.G Late 


パンタ ー G 型は 3 千両以上生産され大戦末期に活躍した。そして後期型はア 
ゴ付き防盾、消炎マフラー、機関室上のヒーター用ダクトを装備。また少数 
ながら赤外線暗視装置を装備した車両も実戦に投入されている。 













オリーブグリーンベースの 3 色迷彩 



1944年11月にドイツ軍はそれまで 
のダークイ エロー をベースとした迷彩 
からオリーブグリーンをベースにした 
迷彩に変更する指示が出た。 

作例は、このオリーブグリーンベー 
スの3色迷彩でも独特のパターンで塗 
られたパンター G 後期型を再現。 

3色迷彩の塗料には SDE から出てい 
るソリッドラッカー（ラッカー系）を 
使用。車体のウオッシングには薄めた 
エナメルのフラットブラックで行ない、 
足周りの土埃りの感じをつや消しクリ 
アーに少量のウッドブラウンとダーク 
イエロー（水性）を混ぜた物を吹いて 
再現。 
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AFV モデル塗装テクニック 


IV 号突擊戦蓽フルムベア後期型 


上海ドラゴン 1/35 製作：徳田和大 Kazuhiro Tokuda 


AFV モデラーなら絶対にそそられる 
ドイツものの豊富な塗装バリエーショ 
ン、中でもアンブッシュ迷彩（光と影 
の迷彩）はドイツもの人気の原因の1 


今回はリニューアルされたドラゴン IV 
号戦車系からブルムベアを選んでみま 
した。 マフラーを 横置き、上部転輪を 
4つ、コーティングをしてある後期型 


でも初期の仕様で製作。塗装はダーク 
イェローベースの3色迷彩に丸斑点の 
基本的なパターンで仕上げてみました。 


つともいえそうです。アンブッシュ迷 
彩（光と影の迷彩）といえば1944年冬 
のアルデンヌ攻勢時のパンター G 型 
や IV 号駆逐戦車が思い浮かびますが、 



①ドラゴンのパーツは内側のモールドが省略されているのでタミヤ 
の IV 号戦車のものを流用。 


② OVM のクランプ類はアペールのエッチング。 

③ マフラーを横置きに、エッチングはシヨーモデリングのブルムべ 
ア中期型から。カバーはブラパイプを斜めにカットしたもの。 

④ 銃架用リングマウントを起動輪のスポークをカツトしたもので工作。 



⑤ アンテナ基部はプラバンとプラペーパーで自作。 

⑥ シュルツェンレールは鉄道模型用の L 型材、三角板はシヨーモデ 
リングのエッチング（ IV 号突撃砲用）、ステーはエバーグリーンのプ 
ラ材で自作、思ったよりも丈夫。 

⑦ フェンダー前端部分は旧版に比べ格段にイメージアップしている。 
内側のデイテールを追加すればかなり良い感じになる。 

⑧ 牽引用 ホール ドを板状の握りタイプに、前面装甲板ごとタミヤの IV 
号戦車 J 型から流用した。 

⑨ コーテイングはグムカのエッチング製プレートとポリパテで。迷 
彩の斑点が入れづらく少し後悔した。 

⑩ バイザーをプラぺーパーで自作。 


105 


























光と影の迷彩の塗装法 _ 

m 下地仕上げ 



サーフェイサーを吹き終えた状態。 
下地の色*質感を整えるために全体に 
吹く。多少塗り残しがあっても問題は 
なく（次の暗部色でカバー出来る）む 
しろ厚塗りに注意。この段階で工作の 
不備やキズ等があれば修整を終らせて 
おく 0 




[2 暗部色を吹きつける 


rnnl 




車体下部を中心に暗部色（茶系）を吹きてける。車体上部もグラ 
デーシヨン効果をねらったが、ほとんど効果がなく、結局仕上げ 
のパステルで処理した。下塗りで処理する場合、もっと暗い色（黒 
+マホガニー）の方が良いかも。 


106 






















, AFV モデル塗装テクニック 



基本色のダークイェローを吹く。一 
気に吹きつけないで薄く数回に分けた 
方がきれいに仕上がる。可動キヤタピ 
ラを使用したので転輪類は別に塗装し 
た0 


下地の暗部色をつぶさない程度にダー 
クイ エロー を吹いた。車体下部、さら 
に構造物周りや転輪部分などを中心に 
ダークアース系色を吹いて、おおまか 
に調子をつけておく。 




[ S 迷彩色を塗る2 

エアブラシだけで塗装する場合も、 
迷彩色の境界を濃い方の色（今回はブ 
ラウン）を筆塗りしておくと色がにご 
らずパターンもはっきりする。筆塗り 
はタミヤ水性アクリルを使用。 


今回は色の境をぼかすので、いきな 
りエアブラシでも問題ないが、予め用 
意したラフスケッチを参考に筆でアウ 
トラインを下書きした。あとは塗りつ 
ぶすだけなので悩まずに吹きつけが出 
来る（場合によってはエアブラシだけ 
より複雑なパターンが描ける）。 


囡迷彩色を塗る1 


.一， 


J ^ -rw- -- 料 〆 ^ 4^； 

め VV , 娘 




107 



























光と影の迷彩の塗装法 



下地仕上げ 

中性洗剤とぬるま湯で油分や埃など 
の不純物を取り除いてから下地塗装し 
ます。金属部のェッチングパーツに サ 
ビ止め • 塗料を吸着させるためにグン 
ゼ産業 「 Mr . サーフ ェイ サー1000」 を 
吹き着けて下地仕上げ。異種素材や成 
型色の異なるパーツを使用した場合、 
色と質感を統一するためにまんべんな 
く吹き付けます。 

基本塗装 

今、日本の戦車模型の基本塗装は① 
サーフヱイサー-> 基本塗装②サーフェ 
イサー-> 先に影色で下塗り—基本塗装 
の2通りの方法が主流です。今回①の 
発色の良さ②の微妙なグラデーション 
を得られる長所を生かして中間的な方 
法で下塗りしました。主に足周りを中 
心に完成後、影になりそうな部分だけ 
茶系色を吹き付け（車体上部の暗部色 
はあまり効果がなかった）ます。この 
影色を生かして基本色を吹き付けます 
が、あまり“残す”ことを意識しすぎ 
ると色として残ってしまうので、ダー 
クイェローがのって アース 系色になる 
位を目安にします。基本塗装に使う塗 
料は取り入れる技法や期待する効果に 
よって異なるので一概に決められませ 
んが、ェナメル、油性塗料を仕上げに 
多用する戦車模型ではラッカー系が適 
していると思います。今回 ベース カラー 
はグンゼ産業 39 番ダークイェロー + 21 
番ミド ルス トーンを使っていますが、 
スケールエフェクト、 ウオッシングに 
よるトーンダウンを考えて明るめに設 
定してあります。 

迷彩塗装 


アンブッシュ迷彩（光と影の迷彩） 
は塗装パターンが完成後の視覚に直結 
してくるので、作業時に簡単なスケッ 
チを描いてイメージを固めておきます。 
カラーイラストや実車写真を参考にし 
ますが、そのまま模型に転用できるこ 
とはまずないので資料考証+感性でア 
レンジします。迷彩パターンに規則性 
をもたせた方が'模型としてはキレイな 
見映えになると思います。パターンが 
決まったらエアーブラシのノズルを 
絞ってアウトラインを描いて中を塗り 
つぶしていきます。塗料は溶剤の量で 
飛沫が変化するので十分試し吹きしま 
す。迷彩色に基本色のダーク イェロー 
を少量混ぜておくと色のバラツキを押 
えられます。複雑なパターンや境界を 
はっきりさせたいときは面相筆で薄く 
下書きをすると良いでしょう。一通り 
の作業が終ったら全体のバランス（迷 
彩面積+各色の配置）をチェックして 
調整していきます。 

斑点はあと1回でドライブラシが終 
り位の所で書き込みます。全体にまん 
べんなく入れながら密度を決めていき 


拭き取れます。 

ウオッシング 

ドライブラシと並んで戦車模型では 
古典的な技法ですが、最近はパステル、 
エアー ブラシによるシャドー付けも定 
着してきて少し意味合いが変わってき 
たようです。今回は迷彩パターンが視 
覚的なポイントになっているので、車 
体上部は「色のついた溶剤」程度のも 
ので塗膜を落ち着かせるために軽く 
行っています。車体下部はウェザリン 
グ、スミ入れを兼ねて「薄めた塗料 j 
で通常のウオッシンダの効果を出して 
みました。筆目やシミを残さないのが 
キレイに仕上げるコツです。 

ドライブラシ 

ディテールを浮き立たせたり、微妙 
なグラデーションをつけるために行う 
技法ですが、単色塗装の様に何段階も 
色を重ねず、基本色の 3 色をまとめる 
ことに重点を置きます。下塗りにラッ 
カー系を使っているので水性アクリル、 
エナメルどちらでも使えますが、全体 
にアクリル、ハイライトや限定的な部 
分には少量でも伸びの良いエナメルを 
使い分けています。塗料は普通に筆塗 
り出来る位に溶剤で濃度を調整してお 
きます。筆先の塗料は一見色がっいて 
いない位まで拭き取り、一度に結果を 
期待せずに根気よくくり返します。 

一通りの作業が終って全体のトーン 
にまとまりがなければ水性アタリルの 
バフをウォッシングの溶剤くらいに薄 
めて全体に遠吹きしてやります。出来 
れば基本塗装後にトーンがまとまって 
いるのがべストなので、この方法は応 
急手段と考えておいた方が良いかも。 

これで一通りの作業は終りですが必要 
に応じて各工程をくり返して最終的な 
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, AFV モデル塗装テクニック 



細部塗装、仕上げ 

OVM の金属部分はアクリルのダー 
クグレーで下塗り、この上に薄めたェ 
ナメルのブラウン系色を塗り重ねてい 
ます。仕上げは シルバーで ドライブラ 
シ しますが、下塗りと シルバーで 一つ 
の黒鉄色になるような感じが自然です。 
木目部分も下地のダークイェローを生 
かしながら、茶系色で木目を薄く書き 
込んでいきます。ェナメル、油彩は流 
動性がよく、乾燥時間も長いので、溶 
剤の量によって、微妙な色合いや質感 
を表現出来るので色々試してみると良 
いでしょう（奥が深いですよ）。 

パステルによる仕上げは今の戦車模 
型の必需品ですが、今回は影の補正と 
スス表現に軽く使用しました。あまり 
早い段階でパステル処理すると、ドラ 
イブラシと混ざって本当に汚くなって 
しまうで、ひとまず完成って所で使用 
します。ウェザリングや影つけはリア 
ルに仕上ると同時に、目を飽きさせな 
いポイントを設ける意味もあるので、 
全体とのバランスも大事です。 

デカールは丸斑点を書き込んだ段階 
で貼りました。 マーク ソフ ターに 水性 
の木工用ボンドを混ぜて多めに塗布し、 
ほとんど乾いた所でつまようじでコー 
ティング面に馴じませ仕上げのつや消 
し スプレー （ニッぺ）で光沢を押えて 
あります。 

まとめ 

実はここ半年ほど塗料を換えたり塗 
装法を換えたりで仲々納得のいく塗装 
が出来ず悩んでるとこでした。で、自 
分なりのイメージ（どう仕上げたいか） 
をもつことが大切だなと改めて考えて 
しまいました。イメージに近ずけるの 
に必要な技法を選択して技術が伴った 
ときに納得のいく完成品が得られるに 
ではないでしようか（それでも底なし 


に欲が出てくるのが模型のおもしろい 
とこでもありますが…）。 

参考にして下さい。 

〇基本塗装（ラッカー系） 

ダークイェロー： グンゼ産業 Mr . 力 
ラー 39 ダークイェロー + 21ミドルス 
トーン（ホ ワイ トで明度調整)。 

グリーン： SDE ソリッドカラー AG 
6デュンケルグリュン+グンゼ産業 Mr . 
カラー 39 ダークイェロー 
ブラウン： グンゼ産業 Mr . カラー 41 
レッ ドブラウン+39 ダークイェロー 
ェアー ブラシで吹き付けるさいの濃 
度は3倍ぐらいに薄めたものを使用す 
るが、必ず試し吹きをする。 

エアーブラシ シングルとダブルア 
クションを併用しているが、操作が楽 
なので最近はシングルを多用している。 
ボタン操作を塗装面との距離をコント 
ロールす ることで幅広くつかえる。 ェ 
アーブ ラシはタミヤの HG ェアー ブラ 
シ（シングル アク ション）、 コンブレッ 
サ ーは タミヤの スプレー ワーク （AFV 
向きの圧力？）。 

〇仕上げ用塗料 

ウオッシング 油絵の具 バーン ト 
アンバー、 溶剤はぺ テロール 


( LEFRANC & B 〇 URGEQIS 製、流動 
1生が'高く卓乞燥も早くシミになりにくい 
ので最近気に入っている）。 

ウォッシングの筆 一度に広い面積 
をカバーできるように大きめの平筆を 
使っている。毛抜けの多い筆は使わな 
い方が良い。 

ドライブラシ タミヤのアクリル塗 
料 XF 59 デザートイェロー + XF 57 バ 

フ〇 

ドライブラシの筆 平筆を大中小揃 
えて場所によって使い分けている。メー 
カーには特にこだわっていないが毛足 
に腰があって多少痛んだぐらいのもの 
が使い易い。 

八イライト ハンブロール（ェナメ 

ル)94デザートイェロー +ホワイト（油 
彩） 

パステル FABER-CASTELL 

〇細部塗装 

木目部分 油絵の具バーントジェ 
ンナ、イエローオーカー、パーマネン 
トホワイト 

シルバー、金属のドライブラシ タ 

ミヤのペイントマーカーのシルバー 
金属のドライブラシは平筆より丸筆 
の方が、キヤタピラなどには研磨感が 
出る。 


109 



















光と影の迷彩の塗装法_ 

固迷彩色を塗る3 

迷彩色は各色ではなく各面ごとに仕 
上げていった。今回、予めラフスケッ 
チを用意したのは戦闘室前面と左側、 
その他の部分はそこからパターンを発 
展させていった（実際の作業とスケッ 
チを並行して作業を進めた）。 


S 迷彩のバランスをチェックする 

一通りの迷彩ノ v ° ターンが入つた状態。 

3色の比率や配置をチェックしてダー 
クイェローで修整を加えたり、迷彩色 
を吹きたして最終的な仕上げをする（各 
面ごとにちぐはな印象にならないよう 
にバランスに注意する）。 




囵斑点を入れる 

ウオッシングで!-ーンを落し、全体 
に軽くドライブラシをしてから斑点を 
入れた。この後、デカールを貼り再度 
ドライブラシをして全体のトーンをま 
とめて行く。必要なら車体下部に再度 
ダークイェロー、ダークアースで修整 
を加え、上下のバランスを整える。 


ドライブラシで使っている筆 





囹パステル、仕上げ 

パステル処理は八ツチや構造物周りの角部分を中心に、アクセント的に 
控えめに行なった。粉末にしたパステルチョークを面相筆でこすりつける 
ノーマルな方法。仕上げにつや消しクリアーで定着させる。 
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込んで行く 


〇 VM の金属はダークグレーにブラウン 
系色を塗り重ねシルバーでドライブラ 
シ。木目部は茶系色で木目を薄く書き 


カラーは99頁にもあります 


















オリーブグリーンベースの 3 色迷彩 
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パンター G 後期型 3 色迷彩 


グンゼ産業 1/35 

はじめに 

今回私が担当する事になったグンゼ 
産業のパンター G 型後期型です が、 パ 
ンターに ついて もっと知りたい方は、 
先に発刊されているパンサーモデル 
フイ ーべルを参考にされてみてはいか 
がでしようか。今回は塗装がメインと 
いう事なので、少々変わったダークイ 
エローが 縞模様のパンターにしてみる 
事にします。グンゼ産業のキットは暗 
視装置付きなのですが、今回の塗装車 
体には付きませんのでその点を注意し 
て組み立てます。 

デイテール アップにはア ベールの 
エッチングパーツとタミヤのパン サー 
G 型スチールホイール仕様を使用して 
みました。 


砲 塔 

砲塔ですが、砲身は私の好みでタミ 
ャの砲身と交換して取り付けてみまし 
た。キューボラのペリスコープと装填 
手用ペリスコープはタミヤより流用し 
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製作：河上重文 Shigefumi Kawakami 






















, AFV モデル塗装テクニック 




⑨ エッチングパーツ。 

⑩ アベールのエッチング。 

⑪砲身は好みからタミヤを使用。 
⑫装甲板表面はリューターで荒ら 
す。実際にはこんな表面ではな 
いが、模型としての雰囲気のた 
め。 

⑬不足しているボルトを追加。 

⑭機銃及びマウント部はタミヤよ 
り流用 


取り付けます（ペリスコープはスチー 
ルリム転輪パーツに付属しています）。 

防盾基部カバーはアベールのエッチ 
ング パーツを 使用しました。また直接 
照準サイト及びハッチストッパーも 
エッチングで追加します。ハッチストッ 
パーは 0.3 匪ブラバンを接着し、厚みを 
出します。その他アベールのエツチン 


ダで毒ガス検知パネル等を接着します。 

防盾の照準器用雨樋は少し短く感じ 
たのでコント レールの ブラパイブを利 
用して作り換えてみました。 

車 体 

車体は基本的にキットのままで、エツ 
チングパーツを使用して細部のデイ 


テール アツ ブを計ります。 

車体前面の前方機銃用マウントは夕 
ミヤのパーツを利用しますが少し小さ 
いので車体側にポリパテを盛って調整 
して取り付けてみました。 

操縦手用ペリスコープ部は上部に力 
バーが付いているので、タミヤのパー 
ツを利用しますが、幅が合わない為に 
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オリーブグリーンベースの 3 色迷彩 



① モデラー ズのプラグ コー ドを使用。 

② タミヤより OVM を流用。 OVM ステーは 
アベールのエッチング。 

③ メッシュ部はアベールのエッチング。 
排気管支持架座はブラバンで追加した 
ものにステーはエッチング使用（アベー 
ル)。 

④ シュルツエン及びステーもエッチング。 

⑤ 排気管の合わせ目はパテで修整 


⑥ 溶接跡を再現。 

⑦ 説明書のままだと砲塔が回転すると当たって 
しまうので、後方へ移動（※接着位置に注意)。 

⑧⑨基部はアベールエッチング。ストッパーは 
0.3 圓真鍮線。 

⑩キヤタピラはモデルカステンの可動連結式。 
⑪フチを薄く削る 



カバーの方を中間で切り離し、ブラバ 
ンをはさむ形で幅を調整しました。 

車体前部下起動輪内側に省略されて 
いるボルトを追加します。 

各 OVM 類は好みでタミヤのものを 
ト レー ドして エッチングパーツを 利用 
し取り付けます。 

今回は シュルツェンを 装備した状態 
にします ので、アベールのシュルツェ 
ンとシュルツヱン 取り付け 基部ステー 
を使用して取り付けます。シュルツェ 
ンはエッチングの 裏側にプ ラバンを 接 
着し、車体との接着面を増しています。 

後部グリル部は エッチングパーツを 
使用して メッシュ 部を再現します。こ 
こは エッチン グ パーツの 利用価値が大 
きい所です。キヤタピラは今回モデル 
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カステンの可動式を使ってみました。 

塗 装 

まずは塗装する前に、一度中性洗剤 
を混ぜた水で洗います。その後よく乾 
燥させた後に、 ェッチングパーツ 部に 
は忘れずにメタルプライ マーを 塗り、 
下地処理の為にブラサフを吹き付けま 
す。私の場合ソフト99を使っています。 

基本塗装の前に、ラッカーのつや消 
し黒でスプレーしておきます。これは 
基本塗装時に塗り残しなどがあっても 
目立たないようにする為ですので凹部 
や下面などしっかりと塗装しておきま 
す。 

次に基本塗装になるわけですが、私 
の場合は ェナメルの フラットブラック 
でウォッシングを行ないますので、基 
本色はラッカー系塗料を使います。基 
本の3色はェス•ディー.イーから発 
売されているデュンケルグリューン、 
ロットブラウン、デュンケルゲルブを 
そのまま使用しています。 

基本塗装ですが、今回はダークイェ 
口一が縞模様ですので最後に塗る事に 
しますので初めにダークグリーンを全 
体を吹き付けます。乾燥後、レッドブ 
ラウンで迷彩模様を吹き付けます。こ 
の時、 シュルツェンは 仮止めしておき 
ます。次に縞模様のダークイェローを 
吹き付けます。これで車体の基本3色 
は終わりです。 

私の場合足周りは最後に取り付ける 
為別々の状態で塗装しています。転輪、 
起動輪、誘導輪はダークグリーン塗装 
のままとして、転輪のゴム部分をアク 
リルのフラットブラックとジャーマン 
グレーを混ぜた物で筆塗りします。乾 
燥後に、ェナメルのフラットブラック 
を薄めた物をボルトや凹部などに流し 
こみ、凹部に少し残るように綿棒で拭 
き取ります。 

キャタピラは黒塗装の後、アクリル 
のフラットブラック、 ダーク グレー、 
ハルレッドを混ぜた物を吹き付けます。 
乾燥後にェナメルのウッドブラウンと 
ダークイェローを 混ぜた物を薄めて凹 
部に流し込む感じで筆で塗っていきま 
す。乾くと凹部に土が溜まった感じに 
なります。その後ェナメルのフラット 
アルミで凸部をドライブラシして仕上 
げます。乾燥後に転輪、誘導輪、起動 
輪、キャタピラを車体に取り付けます。 

車体は基本の3色を塗装後、ェナメ 
ルのフラットブラックでウォッシング 
を行ないます。このウオッシングで全 


_ AFV モデル塗装テクニック 


サーフイサー塗付後 
黒を隅や角にスプ 
レーする。 


基本色を塗 
r る。 


レツドブラウンを塗る。 


S 攀參饞# 拳#®®# 

❿參# 

■■麵 ■■■ 
■■■■■ 


ダ—クィエロ—を塗る 。 


体のトーンが落ちますので、少し色が 
落ちついた感じになります。綿棒で拭 
き取る時に方向を考えながら汚れた感 
じになるように少しスジを残しながら 
拭き取ります。その後各 OVM 類をエ 
ナメル塗料で塗装して、ドライブラシ 


をします。車体は エッジ 部分を中心に 
エナメル塗料でドライブラシをしてい 
きます。砲身 マズルブレーキと 後部消 
炎マフラー 上部は アクリルのフラット 
ブラックとダークグレーを混ぜた物で 
スプレー します。 
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オリーブグリーンベースの 3 色迷彩 



◄足周りを取りつけウオッシングを行な 
う。 



最後に足周りには水性のつや消しク 
リアーに少量のウッドブラウンとダー 
クイ エローを 混ぜた物を吹き付けます。 
これは土埃りの感じを出す為です。そ 
の後全体につや消しクリアーを吹き、 
艶を整えます。 

最後に 

塗装に関しては、人それぞれの方法 
がありますので、自分に合った方法を 
探して下さい。また私は色とかパター 
ンに関してあまりこだわっていません 
ので、どうしても本物に忠実に作りた 
い人には參考にならないかと思います 
ので悪しからず。模型は楽しく作りま 
しよう。 


参考資料 

アハ トウンク.パン ツアー 第 4 集 
大日本絵画 

シユトルム&ドランク No .5 パンター 
戦車マガジン 

グランド.パワー No .024 V 号戦車 
パンター デルタ出版 



パン サー モデルフイーべル 


モデルアート社 
使用キット 

パンター G 後期型（暗視装置付） 

グンゼ産業 

パンサー G (ステイールホイール仕様) 
タミヤ 

パンター後期型キヤタピラ 

モデルカステン 

パンタ ー Ausf . G / F エッチング 
サイドスカートエッチング 

アベール 
使用コンプレッサー 
スプレーワーク SW -653 タミヤ 
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AFV モデル塗装テクニック 


オリー3グリーン単色塗装法 


SK ed S 


GUNZE SANGYO 1:35 
STURMGESCHUTZ40 
Ausf G 
conversion 


Modeling by 
Yutaka Saton 


アルデンヌ戦の偽装 m 号突撃砲 


グンゼ産業1/35 III 号突撃砲 G 型(後期型)改造 製作：佐藤豊 



•••さらに話は前号から続く 

「サトウさん、サトウさん、 いい もの 
があるよ。」 

突撃砲モデルフイーべル2で、いつ 
か復簪してやる…なんて書いたら、ま 
たイガラシさんから電話があった。 

一な にそれ？ 

「…アルデンヌの偽装 UI 突。」 

—あれって、ヘンだよね一。 

「カツコわるいのヨ、あれが…。」 

一でも、次はドイツ軍の塗装の本ら 
しいし…。 

「いいじやん、一応ドイツ軍だし… 
資料もあるよ一。」 

それなりに凝った偽装をしている 
M 10/ パン サーと違い、どう見てもヤ 
ル気のないグリーン単色•白星付きの m 
号突撃砲なんて、ドイツ軍好きの人は 
絶対に見たくないはず-••と思ってたら、 
編集 K さんから意外にあっさりと〇 K が 
出た。「いやあ、前の本に入れようと 
思ってて、忘れちやってたんですよ 一。 
いいんじやないですかネ、補足という 
ことで…。」あれ一？これじや復響に 
ならないじやないか一！ 


実車について 

実車はアルデンヌ戦で米軍側を混乱 
させるため、有名なスコルツェニーの 
指揮のもとに投入された第150戦車旅団 
Y 戦闘団の車両です。 III 号突撃砲 G 後 
期型がベースで、大きなスカートと機 
関室上の（変な）カバーが特徴です。 
このスカートとカバー部分は鉄材のフ 
レームに2臟鋼板張りで作られていま 


す。 

ところで、ドイツ人はこの m 号突撃 
砲を米軍の何かに似せようと思ったん 
でしようか。戦闘室とスカートにわざ 
わざ星を付けてるところ見ると、砲塔 
があるように見えるといいな一ぐらい 
に思ったのかも…。さすがに乗員たち 
はこれじゃヤバイと思ったのか、車体 
に偽装網をかけていたようですが、い 
くらモノにこだわらないアメリカ人相 
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オリーブグリーン単色塗装法 




① この車両は同軸機銃を装備していない。 

② 最前部のペリスコープは撒去されている。 

③ 特製のスカ_卜は 0.3 晒プラバンで。 

④ グンゼ産業のフェンダーは OVM 取付け位置の 
モールドがちょっとウルサイのでタミヤ製と交 
換した。 

⑤ 起動輪はモデルカステン製。 

⑥ スカートのステーの構造は推測。 

⑦ 転輪、誘導輪はタミヤ製。 

⑧ フェン ダー のフチは ス カー トとの接着面にな 
るので、エバーグリーンのプラ材を貼り込み、 
増積するとともにエッジを出しておく。 


⑨ 操縦手バイザーをタミヤより流用。 

⑩ キヤタピラはモデルカステン SK -17。 

⑪砲口部分はブラパイプに DIY ショップで買っ 
た安いダイスでネジ山を再現。ただし実車のネ 
ジ山のピッチはもっと細かい。 

⑫チェーンはアベールのエッチング、スプリン 
グは銅線の手巻き。 

⑬タグ ロープの ブラ ケッ トは コの 字形のタイプ。 
モデルカステン製。 
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_ AFV モデル塗装テクニック 

① 機関室のカバーは 1.0 關のプラバンで作り、 
リユーターを使い凹みを表現する（上面前部の 
カバーは機関室の点検のためボルト留めではな 
いかもしれない）。 

② リモコン機銃は撤去されている。 



③ OVM はほとんど取り外されているので、強度 
を考えアペールのエッチングを使用（思ってい 
たより作りやすいし、パーツを接着で組んでい 
くタイプよりずっと丈夫。これからも使っちゃ 
うかもしれない）。 

④ ジャッキとジャッキ台はブラケットごと撒去 
されているようだ。 

⑤ 機関室カバーの後端は荷物ラックのベースを 
利用して固定しているらしい。 


手でもコレはないと思うぞ。 

製作 

今回は実車通りグンゼ産業の UI 号突 
撃砲 G 型（後期型）からの製作します。 
G 後期型の製作については前の「突撃 
砲モデルフイーべル2 j で尾林さんが 
詳しく解説されていますので（オバヤ 
シさん、ご結婚オメデトウ、え一、結 
婚生活には三つの袋が…ってオヤジか 
おまえは！）そちらを参考にしていた 
だくとして、改造のポイントのみ説明 
します。 

① 機関室のカバーは1 .0 mm ブラバンで作 
り、リューターを使って、実車通りべ 
コペコに仕上げます。 

② スカートは、キヤタピラとのクリア 
ランスがあまり無いので 0.3 匪プラバン 
で作り、キヤタピラと干渉しない部分 


備している車両も確認できます（大日 
本絵画刊「バルジの戦い」上巻120ペー 
ジの車両)。 

塗装について 

今回私が行った作業手順は以下の通 
りです。 

(1) 泥付け、下地塗装（マーキングの 
仕込み)。 

(2) 車体ベース塗装、車体下周りの泥 
色塗装、転輪のゴム部の塗装。 

(3) 足周りウオッシング及びドライブ 


る部分があります。 

泥付け • 下地塗装 

泥はグンゼ産業•サーフエイサー500 
にカラーバウダーと重曹を混ぜたもの 
を塗っています（突繫砲モデルフィー 
ベル2のオバヤシさんの泥がカッコよ 
かったので、早速、重曹使わせてもら 
いました）。キャタピラにも泥付けをし 
ますが、接地面にっいた泥は（起動輪 
の歯や転輪の接地面も）溶剤を含ませ 
たテイシュペーパーで拭き取っておき 


のみ 1.0 腿ブラバンで裏打ちしていま ラシ0 


ます。 


す。下部車体から伸びているステーの 
構造は推測です。 

③消火器を除き〇 VM は取り外して機 
関室の カバーの 中に入れているようで 
す。そこでパーツの取り付け穴の多い 
グンゼ産業のフェンダーを切り取り、 
タミヤのフェンダーと交換しています。 

回製作した 「 C 5 号車 j は、マズ 
ル ブレーキとリモコン 機銃を取り外し 
ているようです。ただし、両方とも装 


(4) スカート、主砲、戦闘室上面の取 
り付け及び接着部分のタッチアップ。 

(5) ウオツシング、ドライブラシ（途 
中の早い段階でマーキング)。 

(6) キューボラ、照準器等の細部塗装。 

(7) パステルとドライブラシによる仕 
上げ。 

今回は固定式のスカート付きなので 
足周りの塗装が先行するなど、通常の 
塗装作業と多少手順が入れ替わつてい 


下地には、 サーフヱ イサ ーは 使わず 
にグンゼ産業 Mr . カラーのエアクラ フ 
トグレー （ No .73) を吹いています。 

基本塗装 

この車両の塗装色はダークグリーン 
とのことなのですが、それがどんなグ 
リーンなのかわかりません。実は、最 
初タミヤアタリルのダークグリーン 
( XF 61) を吹き付けたのですが、英軍 
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オリーブグリーン单色塗装法 


系の色で（—あたりまえザンス。）「米 
軍戦車に化ける J というこの車両のコ 
ンセブトからあまりにカケ離れてしま 
うので、結局途中でオリーブグリーン 
( XF 58) に塗り直しています。 

泥を付けた部分には、同じくタミヤ 
アクリルのフラット アースと フラット 
ブラックを混ぜた物を ベース 色にしま 
す。フラット アースは 乾燥すると多少 
(暗く）沈むようなので、ウオッシング 
でさらに暗くなる分を考え、フラット 
ブラックの量を調整します。キャタピ 
ラはウオッシングしないので、他の部 
分より一段暗めに混色した アースを 
ベース 色にします。 

ウオッシング 

ウオッシングはタミヤエナメルのフ 
ラットブラック+ジャーマングレー+ 
フラットアースで作った茶色がかった 
ダークグレーで行います。泥の着いた 
部分は強めにかけていますが、オリー 
ブグリーン部分のカゲの強調は仕上げ 
の段階で行うとして、この段階では車 
体色が多少落ち着き、ディテールにほ 
んのりとカゲがつく程度に押さえてい 
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ます。 

ドライブラシ 

オリーブドラブやダークグリーンな 
どの暗めの単色塗装の場合には塗装が 
単調になりがちです。そこで比較的広 
い面積の部分にはグラデーションをつ 
けていく必要が出てくるわけですが、 
ダークイエローの単色や迷彩塗装とは 
違い、ディテールやエッジの周辺のみ 
にドライブラシをかけ、ベース色に対 
してウオッシングやパステルで暗い方 
向にグラデーションをかけようとする 
と、基本となる色の明度が低い分だけ 
どうしても全体に暗く、またコントラ 
ストの強い仕上がりになってしまいま 
す。そこでベース色を出発点に「明る 
くしていく」方向で作業を進めます。 

グラデーションをつける方法として 
は、ドライブラシと エアー ブラシによ 
るグラデーション吹きがありますが、 
私はほとんどの場合、アクリル絵の具 
用のリ ターダー （アタリ ラの') ター ディ 
ングメディウムやリキテックスのグラ 
デーションメディウムなどの遅乾用添 
加剤）を加えた タ ミヤアクリルのドラ 


イブラシで仕上げています。一般にア 
クリル塗料は乾燥が速く、ダマになり 
やすいのでドライブラシ向きではない 
のですが、このリターダーを20〜30% 
加えると通常の2〜3倍は乾燥時間が 
遅くなり、また塗料の伸びもよくなる 
ようです。さらに最大のメリットとし 
ては、このリターダーを加えることに 
よって、塗料が下地の色を完全に隠さ 
ないクリアー塗料状になるので、ドラ 
イブラシの段階を従来より大まかにし 
ても、下に塗られた色を生かした自然 
なグラデーシヨンをつけることができ 
ます（逆に言っちゃうと、なかなか色 
が'乗らないってことなんだけど）。ただ 
し、リターダーを加えても、アクリル 
塗料の溶剤分は揮発が速く、適宜溶剤 
を加えてドライブラシしやすい粘度を 
保っ必要があります。私は、 T •グリー 
ンランド氏の言う「卵の殼のようなサ 
テン調」が好きなので、あまり強いツ 
ヤ消しにはしませんが'、フラットベー 
スを加えればツヤ消しになります。た 
だし、もとの塗料の状態に左右される 
事もあるようなので、やはりテストが 
必要です。とは言え、足周りなどのよう 

















- ^ AFV モデル塗装テクニック 

下塗りとしてグンゼ産業 Mr . カラーの エア クラフトグ 
レーを吹く。この段階ではツヤが出てしまっても構わな 
い。むしろ表面をザラつかせないように注意する。細か 
なキズやスキマはこの段階で処理し、修整個所にはもう 
—度グレーを吹いておく。 

星マークの位置にツヤ消しホワイトを吹きつけ、マス 
キングとしてインレタを貼る（①)。インレタは画材店で 
購入した星印だけを集めたセットの物（車体色を塗装し 
十分に乾燥させたところで、粘着力を弱めた テープを 使っ 
てインレタをはがす。結果をお見せできずに残念)。今回 
は部分的だが、車体色がダークイ エローの 場合にはホワ 
イトは車体全体に吹きつける。最初から白で下塗りをし 
てしまうと、細かなキズが見えにくい。 


車体下面の泥は程々に。ホイールの 
キヤタピラと接触する部分（②）に付 
いた泥はしっかり落としておく。また、 
弾力性がある転輪のゴム部に付いた泥 
は、乾燥すると鋼製のホイール部分よ 
り先に落ちてしまうので、特に水分を 
含んだ泥を再現しない限り、控え目に 
したほうがいいと思う。 




にしっかりとツヤ消しで仕上げたい部 
分はエナメル塗料を使ったほうが確実 
で、今回もそうしています。「そこまで 
して、アクリル塗料を使うか？」の声 
も聞こえてきそうですが、出戻りオト 
ウ サンの なかには家族から「クサイ。」 
と言われて肩身の狭い思いをしている 
方もおられると思いますので、私みた 
いに…（オク サン、 私はアナタのマニ 
キュアの除光液も結構クサイと思うぞ 
…。黙ってるけど。—オヤジ、誌上で 
グチるな一）。 

マーキング 

この車両のマーキングは白星に偽の 
所属コード、味方識別の為の黄色の三 



車体色のオリーブグリーンと、泥部分のフラットアース+フラットブラッ 
ク（塗料はいずれもタミヤアクリル）を吹き付ける。必要であればフラット 
ベースを加え、この段階では完全なツヤ消しに仕上げる。 
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オリーブグリーン単色塗装法 


この段階での塗装は、後の過程でつ 
けるグラデーションの暗部となるので、 
特にスケールエフェクトは考えない。 
考え方としてはツヤ消しの黒やマホガ 
ニーで 下塗りをするのと同じだが、さ 
らなる暗部はのちにウオッシングやパ 
ステルで付けていく。 

転輪のゴム部の塗装はフラットブ 
ラックを加えたジャーマングレイで。 
アクリル系のジャーマングレーは、な 
ぜかドライブラシの過程でツヤが出て 
きやすいので、しっかりフラットベー 
スを加えるか、エナメル系を使ったほ 
うが安心。 


今回の車体色は暗いので、特に黒や 
銀で下塗りするまでもないが、光が透 
けて見えないよう、薄いプラ材の部分 
にはしっかりと色をのせる。 



角形と、いたって地味なものです。戦 
闘団には5両の III 号突撃砲が配備され 
たようですが、この 「C 5号車」以外 
の車両番号は不明です。 X 戦闘団に同 
じく 5両配備された M 10/ パンサーの 
例を見ると（確認されている4両の番 
号は B 4、 5、7、10号車)、 III 号突撃 
砲の車両番号が必ずしも C 1〜5号車 
ではなかった可能性があります。また、 
識別用の黄色の三角形の位置は推測で 
す0 



当初、白星に関しては T . グリーンラ 
ンド氏が紹介した、下地の段階でイン 
レタを貼り込みマスキングする方法を 
取っていたのですが、車体を塗り直し 
た為に、結果的にはデ カール 仕上げと 
なってしまいました（ただし、氏の名 
誉のためにも、私自身いままで数作に 
おいてこの方法を使っていて、必要な 
インレタさえ入手できれば、ベストの 
方法である事をお伝えしておきます）。 
そんな訳で（—ダサイ）白星はいろい 
ろなキットからの寄せ集め、所属コー 
ドはクリアデ カールに インレタ貼りで 
す。今回は前の「突撃砲モデルフィー 
ベル2」で徳田さんが紹介された「水 
につける前のデ カールをペーパーと 砂 
消しで処理し、厚みと光沢を取る」方 
法にトライしています。私は100〇番の 


泥はグンゼサーフエイサー500に細かなカラーバウダーと重曹を混ぜた 
物。車体色と泥色との境界は余り気にする必要はないが、この段階では車 
体色を優先したほうが後の工程がラク。 



転輪のドライブラシ。左から ベース 色に黒褐色でウォッシング、フラッ 
ト アースでの ドライブラシ（中央）、さらにフラット アース +バフでドライ 
ブラシしたもの（右）。塗料はタミヤエナメルを使用。泥をつけた足周り 
は、車体色部分よりコントラストの強い仕上げのほうが引き立つようだ。 

キヤタピラはウォッシングしない分、他の部分よりベース色を暗くする。 
ドライブラシの回数、使用塗料は他の部分と同じだが、接地面及びホイー 
ルに接する部分のエッジにはもう一段メタリックグレーでドライブラシを 
かける。さらに、キヤタピラを車体に取りつけたのち、部分的にクロー厶 


ペーパーだけで処理しグンゼの マーク 


シルバーでアクセントをつけている.。 
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ウォッシングの後、ドライブラシー段 
目をかけた段階。塗色はオリ_ブグリー 
ン+ ダー クイ エロー +フラッ ト ホワイ 
卜。ツヤは時間がたてばもっと落ち着 
く。この段階ではエッジばかりでなく、 
「面」に対しても積極的にブラシをかけ 
る。メデュウ厶の効果で、たった一段の 
ドライブラシでもグラデーシヨンがつ 
いているのがわかるだろうか。 



マーキングをして二段目のドライブ 
ラシをかけた状態。オリーブグリーン 
やオリーブドラブ、ダークグリーンの 
ドライブラシの場合、白の量だけで明 
度を上げていこうとすると先に黄色味 
が消え、色調が段々と グレー に コロン 
でいってしまうので、 ダー クイ ェロー 
や イェロー グリーンをメインに使い、 

黄色味を補ってやる。ドライブラシ用 
の塗料は密閉できる容器に多めに作り、小出しに使ったほうが便利だ。 



一 ■ ■紙 … 

... 

最終（三段目）と細部にドライブラ j 
シをかけた状態。この段階ではエッジ 
やディテールを中心にブラシをかける。 
奥まった場所に塗料が乗らないよう、 
だんだんと使用する筆の幅を広げてい 
くという手もある。この後、パステル 
で暗部を補う。 


ソフターを併用しましたが、かなり塗 
装に近い仕上がりになりました 0 E 直、 
目からウロコです）。ただし、慎重に二 
スの層だけを削る事が大切で、ペーパー 
に印刷の色が付いたらもう削り過ぎで 
す（特にエッジの部分には注意してく 
ださい）。また、古くなったデカールや 


デ カールの 種類に よっては 割れてしま 
う場合もあるようですので、必ず不要 
部分でテストしたほうがいいと思いま 
す。 

私は通常、 ベース 色と マーク 類との 
バランスを取るため、ドライブラシの 
比較的早い段階ででマーキンダを行う 


ことにしています。 マーク 上にもドラ 
イブラシがかかってしまいますが、最 
終的に マークの 上だけをタミヤの エナ 
メル溶剤を湿した綿棒で慎重にこする 
と、適当に色味が残って周囲の色とな 
じみます。もし、ツヤが出すぎてしまっ 
たら、薄めた車体色かツヤ消しクリヤ 
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オリーブグリーン单色塗装法_ 

アクリル絵の具用の遅乾剤2種。リキテックス.グラデーション 
メディウム（右）と、アクリラ.リターデイングメデイウム（中央)。 


リキテックスは緩めのガ 
厶シロップ状、アクリラ 
はジエル状。アクリラの 
方が溶剤の量で粘度を調 
整しやすいので便利。ア 
クリル塗料を使った道具 
を洗浄するための消毒用 
アルコール（左)。 純正の 
溶剤より強力だし、何よ 
り乾燥が早い。ただし塗 
装用には使わないほうが 
いいようだ 



塗料皿がわりのプラスチックカップ（右）で本来はお弁当の漬物 
やケチャップの容器。フタ付きなのがミソで、アクリル塗料でも3、 
4日は問題なく保存できる。10個入りで150〜200円と市販の調合ビ 
ンより安い。パレットがわりの冷凍食品のトレー（左)。もちろん使 
い捨て。また（写真はないが）ケーキ作り用の回転台は塗装台とし 
て大変便利。このほかにもスーパーの売り場には役立ちそうなもの 
がたくさんあるので、たまには奥サンの買物に付き合つてみるのも 
いいと思う（奥サンの機嫌もよくなるし…）。 






左.フィギュアはドラゴン「ジャーマンタンククルー」からの改造。エポ 
パテで作った米軍のメルトンコートを着せてみた（作戦準備のドタバタか 
らいって、都合よくタンカースジャケットは支給されなかったと思うそ）。 

右.塗装はすべて八ンブロールを使用。米軍のコートの色はかなりパラツ 
キがあるが、 OD というよりブラウン系。この時期ほとんどが真鍮の金ボ 
タンつき（ちょっとマヌケ）。 






をサツと吹いて押さえておきます。 


仕上げ 

仕上げはパステルとドライブラシを 
並行して行います。パステルは使用す 
る個所により、アース、黒褐色、ダー 
クグレーなどを粉末のままか、もしく 
はアクリル溶剤で溶いて使い分けてい 
ます。面積が広い場合は無理ですが、 
つき過ぎてしまった粉末のパステルの 
除去にはアイシャドウ用の小さなスポ 
ンジブラシが使えます。 

照準器や（今回はありませんが） 
OVM などの小物もスケールエフェク 
卜を考えベースの色はそれぞれの指定 
色より明るくしておきます。特に機銃 
などの金属部分は、暗いグレー（ジャー 
マングレー+フラットブラック）をべ一 
スに、少量のブラックを加えたメタリッ 
クグレーー>クロームシルバーと段階を 
つけてドライブラシをかけ、パステル 
でカゲをつけたほうがコントラストが 
強過ぎずいいようです。 

ところで、ドイツ軍車両の OVM っ 
てオイルを染み込ませた金属の地肌が 
ムキ出しなんでしようか。それとも機 
銃みたいに薬品で「黒染め」してるん 
でしようか。ご存じの方、どなたか教 
えてください。 


塗装については、いろいろと試行錯 
誤を繰り返してきたのですが、出戻り 
5年目にして完成品は15作ほどで、正 
直なところ私自身、いろいろなライター 
方のテクニックに触発されながら未だ 
研究中といった段階です。そんな私が 
塗装法を披露するなんて実はケッコウ 
恥ずかしいんですが、 この 中にひとつ 
だけでも皆さんの役に立つ情報があれ 
ば幸いです。 

…で、その後 


家に遊びに来たイガラシさんに、完 
成直前の m 号突撃砲を見せた。 

—イガラシさん、イガラシさんコンナ 
ンなりましたけど…。 

「ダ セー！へ一、 変なの…（と、ひと 
しきり）…で、サトウさん、次ナニ作 
るの？実はさあ、オモシロイ車両があ 
るんだけど…。」 

イガラシさん、ちょっと待った。もし 


かしてアンタ、自分が見てみたいもの 
私に作らせてないか…？ 

「いままでも結構いろんな人にやっても 
らってるんだよね一。」 

—プ、プロデュースド•バイ•イガラ 
シ!？アンタ、 TK か一！ .••で、 私は？ 
「パシリ，モデラー。」 

…う一、わんわんわんわん。 
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ウオツシング後ドライブラシでグラ 
デーシヨンをつける。 


タミヤのアクリル XF-58 オリーブグリーン使用。 


塗装法 


ドイツ車輛とは思えないオリーブグ 
リーン単色の偽装 III 号突撃砲は、アル 
デンス戦で Ml 0/パンサーと共に米軍 
を混乱させる目的で投入された。 

作例では Mr. カラーのエアクラフト 
グレーで 下塗り後、オ リーブグリーン 
を塗る。この時、泥の部分にはフラッ 
トアース+フラットブラックを塗って 
おく。次にウオッシング後、明るくし 
て行く方向性のドライブラシ（三段階） 
をする。仕上げにパステルを使って暗 
い部分に補っている。 


泥はサーフエイサー十カラーパウダー十重曹を混ぜたもの。 
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マルダ _1 A 3 歩兵戦圜車 NATO 迷彩 


ドイツレベル1/35 製作：島脇秀樹 
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NATO 軍 3 色迷彩 




NATO 軍の現在標準化された3色迷彩色はグンゼ産業からそものズバ 
リの色が発売されている。これを使ってマルダー1 A 3 歩兵戦闘車を塗装 
した。塗装手順については折込カラー131、132頁で詳しく説明。 

ドライバー用八ツチは開状態に自作しプラバンでペリスコープを再現 
させた以外はストレートに組んだもの。パーツにヒケが多いものの合わ 
せは良好で、ミラン対戦車ミサイルやライト類のクリアーパーツも入っ 
ていてドイツレベルのやる気が感じられるキツトだ。 






















m 















AFV モデル塗裝テクニック 



ボカシではないので、まず迷彩のアウトライ 



.げる。はみ出しているようで、はみ出してな 
はみ出している微妙なセンスが要求される。 
ここからは筆塗りしやすい水性アクリルを使 
ため、グンゼ産業のトップコートつや消しを 
銀塗装ではなく、アルミシールを貼つた。 




XF -55 


エナメル塗料のドライブラシで立体感を強調。このあと全体にトツプコー 
卜っゃ消しを吹き付ける。ツヤが必要な部分にはクリヤーを筆でのせる。 



_完成。つや消し塗装で表面がザラついているので、パステル粉は落ち 
ない。指紋をつけないように注意。 
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パステルをヤスリ（写真はミニ四駆のスポンジタイヤ用ヤスリ）で粉末に 
して、足周りに筆ではたき付けて、ホコリっぽさを表現。 


























NATO 軍 3 色迷彩 


NATO 3 色迷彩 

マルダー1 A 3 塗装工程 

NATO standard camouflage scheme 



全体に サーフェ イサ ーを 吹く（タミヤ •スーパーサーフエ イサ ー （グレイ））。 



混色した焦げ茶色で足周りを筆塗り、エアーブラシ併用で塗る。これ 
が最後に暗部の色とキヤタピラ色になる。 


3 


ベースになるグリーンを エアー ブラシで吹き付ける。足周りの奥まった所 
に塗料が回らなくてもかまわない。なるべくキヤタピラにグリーンの塗料 
がはみ出さないようにする。 
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▲エアーブラシで迷彩を仕上 
い。はみ出してないようで、 
▼細部塗装とデカール貼り。 
用。デカールには表面保護の 
吹いておく。パックミラーは 
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エナメル塗装を油 
絵の具の溶剤、ぺ; 
トロールで 溶いて 
ウオッシング。濃 
い目にしてあとで 
拭き取る手法を 
とっている。 




















, AFV モデル塗装テクニック 




ドイツ連邦軍マルダ-1 A 3 歩兵戦闘車 


ドイツレベル 1/35 


製作：島脇秀樹 Hideki Shimawaki 


ドイツ戦車の塗装本でドイツ連邦の 
マルダー 1 A 3 とは、ちょっと狙いすぎ 
ですか？タネを明かしますと、グンゼ 
産業から陸上自衛隊と NATO 軍の戦車 
色セットが発売になったので、今度の 
塗装本が「ドイツ AFV 」 である事が全 
く念頭になかった私は（最初に聞かさ 
れていた事が後に判明する）、毎度おな 
じみ担当 K 氏に「陸自やろう、陸自や 
ろう。 j と提案したのですが、 K 氏から 
は「あんたは何考えてんの？ j という 
冷たいお言葉。それがやぶへびになっ 
てドイツレベル、 マルダー 1 A 3 を作る 
事になったのでした。 AFV クラブの 
ヴィーゼルの方が小さいからもっと楽 
にできたんじやないかと気付いたのは 
完成してからでした。 

組立て 

塗装本ではありますが、組立てにつ 



いても一応軽く触れておきましょう。 g 晝ド 

(今だキットレビューがないので） ^ s ^ 

まずこのキット、ヒケがとにかく多 
いです。最初にパーツを全部チェック トぺ$ 

して、全てのヒケをパテ埋めしておき 最完 
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NATO 軍 3 色迷彩 
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組み立てが終わった状態。ドライバー 
ズハッチを開けたのと、ペリスコープ 
にプラバンを入れた以外はストレート 
組み、砲塔のハッチ以外はモールドで 
表現されている。 

ヒケが多いためパテ埋め処理は最初 
にしておく。ベルト式キヤタピラ、サ 
イドスカートとも接着してから塗装す 
る事にした。 


ます。組立て順にその都度パテ盛りな 
んて事をしてたら、乾燥時間だけでほ 
とんどの時間を取られてしまいます。 

私が作ったキットでは、転輪のサス 
シャフトに微妙に垂直でない物があっ 
たり、転輪のパーツの厚さがバラバラ 
だったりしました。もし他の物もそう 
なら組立てに注意が必要です。キャタ 
ピラは説明書では焼き止めですが、現 
物は塗装可の接着式です。ただし長す 
ぎるのでコマを切り飛ばし、スカート 
で見えない所をホチキスどめしました。 

しかし、パーツの合わせは良好だし 
マーキングのバリエーションも豊富だ 
し、クリアーパーツも入ってるし、な 
かなかの好キットです。クリアーパー 
ツの有無がなぜ評価の対象になるかと 
いうと、ただ単純に透明だからうれし 
いってだけじやなくて、その分ランナー 
一枠増えるって事じやないんですか。 
その分値段が高くなってるかも知れま 
せんが、それ以上にメーカーのやる気 
を感じさせてくれます。ドラゴンの 
T -34-85、 ファインモールドの三式中戦 
車が良い例です。 

作例は、ドライバーズ ハッチを オー 
ブン状態に自作し、ペリスコープにブ 
ラバンを入れた以外はストレート。塗 
装前にキャタピラやスカートまで全て 
組み込みました。フィギュアはエリー 
テ社のレジン製。ドイツ連邦軍のフィ 
ギュアは少ないので貴重な存在です。 
マルダーの ユ マンダー ズハッ チ周りは 
とても複雑で、そのままでは載せられ 
ないので改造が必要です。 

塗装に関して 

今回の マルダーの 塗装の手順は 力 
ラー写真のキャプション131、132頁を 
見てもらうとして、ここでは塗装に関 
する別の事を書いてみたいと思います。 
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エリーテ社製ドイツ 
連邦軍マルダー乗員レ 
ジン製フィギュア。マ 
ルダー 1 A 3 のコマン 
ダーズ ハッチ 周りは複 
雑なので両腕をポリパ 
テで新造しないと載せ 
られない。気泡は多目 
なのでパテ埋めは念入 
りに。 

現在私が主に使っている エアー ブラ 
シは 、ワークのピースメーカー、ウ ェー 
ブの スーパーエアー ブラシ、 タ ミヤの 
スプレーワーク HG エアー ブラシです。 
価格も含め、性能はぞれもほぼ同一と 
いったところで満足しています。 

コンブ レッサーはウェーブのレトラ 
5/17。他に専用 ピースメーカー 付きの 
ワークのしずか御免。私のコンブレッ 
サーに求める第一条件はまず静粛性で 
す。吹き付け中でも TV の音は聴きたい 
し、うるさい コンブ レッサーでは長時 
間の作業は、精神的にまいってしまっ 
て続きません。だからグンゼ産業のリ 
ニアコンブ レッサーのシリーズも気に 
なるところです。 


AFV モデラーの多くはタミヤの MM 
シリーズと共に成長しました。ずっと 
タミヤの色指定に従って塗装してきた 
ため、使用している塗料は水性アクリ 
ルという人が多いと思います。現に私 
もそうでした。グンゼ産業の（通称： 
ラッカー系）. Mr . カラーは、吹き付け 
の時の匂いに私は弱くてほとんど使用 
してませんでした。また戦車色が半ツ 
ヤだった事とドイツ戦車3色の色調の 
ことがありました。 

ダークイェローは 白が、 ジャーマン 
グリーンは黒が強く感じられるので、 
正確な色かどうかよりも、自分好みの 
色ではありませんでした。 

しかし、グンゼ産業の塗料がじよじよ 






AFV モデル塗装テクニック 



グンゼ産業の NATO 軍 （ ドイツ連邦軍）色 
Mr . カラー戦車セット。溶剤系アクリル樹脂 
塗料の3色組（ブローンセグリュン、 レーダ ァ 
ブラオン、 テーア シュバルツ）。他に陸上自衛 
隊色も発売中。 


に変化していく様を、私は何年もかけ 
て見守っていました。例えば水性ホビー 
カラーやトップコートの初期の物は乾 
が遅く、ツヤが消えにくいものでした 
が、現在の物は安心して使用できます。 
Mr . カラー内の戦車色も、 パン ツアー 
カラーという奸余曲折はありましたが、 
オリーブドラブを含め、ツヤ消しの新 
しい色調にこっそりと変わっていきま 
した。そして驚いた事に、それまでな 
かったダークグリーン（旧名ジやーマ 
ングリーン）の缶スプレーがこれまた 
こっそりと登場しているのです。これ 
は、数年前に発売された大戦末期ドイ 
ツ戦車グリーンベース説を受けての事 
としか考えられず、このフットワーク 
の軽さはまさに驚愕でした。また、レ 
ベリングウスメ液という溶剤の登場で、 
吹き付けがさらにしやすくなり、私の 
最大のネック、あの匂いも軽減されま 
した。 

車両の細部やフイギユアの塗装のほ 
とんど、筆塗りのしやすいタミヤの塗 
料の水性アクリルを使用している私で 
すが、ウエザリングをする上での水性 
アクリル塗料の塗膜の弱さが少し気に 
なっていたのも事実で、現在は以上の 
理由で車体の塗装はグンゼ産業の Mr . 
カラーを使ってます。まさに適材適所。 
塗装作業工程にゆとりが生まれました。 
ちなみに、今、ビンナマ色で大戦中の 
ドイツ3色迷彩をするなら、 Mr . 力 
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NATO 軍 3 色迷彩 



ラーの 39 ダー クイ エロー、 136ロシアン 
グリーン2、そして今回使用の NATO 
軍 カラーセツ ト内の レーダ アブ ラ オン 
の組合わせが一番のお気に入りです。 
なぜ70ダークグリーンと41 レツ ドブラ 
ウンが正しい色として指定されている 
のにそれらで迷彩しないかというと、 
自分好みの方を優先しているからで 
しょう。 

なぜ全部組立ててか 
ら塗っているのか 

前の増刊「突撃砲モデルフィーべル 
2」では、わざわざ連結可動式キャタ 
ピラを使いながら、 シュルツエンまで 
装着してまとめて塗装しました。今回 
の マルダー もべル ト 式キヤタピラをは 
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かせ、スカートも接着してから塗装し 
ています。ちょっと頭を使って段取り 
をうまくすればもっと楽に塗り分けら 
れそうなものですが、なぜそうしない 
のかというと…。 

まず、時間に追われて模型を作って 
いる関係で、少しでも時間をむだにし 
たくないという事。極端な話、段取り 
を考える10分でも惜しいのです。ソフ 
トスキンや車体内部再現以外なら、ど 
んな戦車でも、今回のような方法で塗 
り分けられるのを経験上知ってますの 
で、とりえず何も考えず一気に組立て 
てしまいます。 

それと、またこの話題かと思われそ 
うですが、誤解を恐れずにいうと、私 
は戦車単品を作りたくて作ってるわけ 
ではなく、ジオラマの大道具、小道具 


という対象で見ていると言う事。同じ 
面積を効果的に埋めてくれるなら、（私 
にとって）戦車でも茂みでも同じなの 
です。という事はつまり、千円のブラ 
キットでも二万円のレジンキットでも 
扱いは同じという事です。レジンのキャ 
タピラをーコマずつ塗ってから組み立 
てる人はまずいませんよね。とりあえ 
ず形になるか組んでみるしかないで 
しよう。それと同じ感覚で、同じ面積 
を埋めてくれる千円のブラキットもガ 
ンガン作ってしまうのでこんな事にな 
るのでしよう。 

ただしこれはあくまで私個人の手法 
ですので、それを万人にすすめる気は 
毛頭ありません。それぞれ、ヒントに 
するなり、反面教師にするなりして自 
分のスタイルを確立してください。 










璧に《了〇か0てレまつた貴方 ! 



その壁を破るのはクックホヒ_ 
1//クックホヒ ー T は囯内外の 
AFV 本ットはもちるん、製作に 
役立つ各種ツ_ル•マ于 
あ豊富に取り揃えて劣ります。 


ガレージ メーカー 

クリッパーモデル • モデルカステン•ショーモ 
デリング•デカールスター • トラックラインデ 
カール • ウォーリア • オードナスン • グ厶力 • 
アベール.ェデュアルド.イェローキ ャッ ト. 
オントラックス•コーリーブロダクション•ピ 
ットロード • ジャガー • バーリンデン • アイア 
ンサイド•レミ • アズ厶ット • ホーネット他 
ブロシジョンモデルの大砲も順次入荷予定 
21 cm キャノン38、 17 cm マッターホルン、 

21 cm ブル厶ベアー他 


Model Factory 



日石む宅 



Kuck Hobby 

火曜定休(祝日は営業)/営業時間12 : 00〜21: 00 
川崎市中原区小杉町 3-269 ケイ•アイビル 1 F TEL / FAX .044-733-9291 



日石《宅丨 I 小,杉会** 11 $ 



ff ] 中;) 


137 










































■下地用サーフェイサー 





産業 Mr . レジンプライマー.ザーフエイサー700円 180 ml (レジン 
用）。⑤ソフト99のボデーペン.ブラサフ900円 300 ml (レジン•メ 



塗装前の傷の発見や材質や成型色の違いを揃えて発 
色を良くするのがザーフエイサー。①タミヤからはファ 
インサーフエイサ ー L (ホワイト）600円（左）、 スーパー 
サーフエイサー400円（中）両方とも正味量 180 ml 。 右は 
スーパーサーフエイサー 400円1 00 ml ②グンゼ産業の Mr . 
サーフエイサー500スプレー400円100 ml 。 ③グンゼ産業 
Mr . ホワイトサーフエイサー1000 600円 170 ml 。 ④グンゼ 


タル用）。⑥モデラーズ グレー サー フエ イサー700円 100 ml 。 


■塗料 



ドイツ戦車色（大戦中）として発売されているのは通称ラッカー 
系「アクリル樹脂塗料」2種類グンゼ産業 Mr . カラー、 SDE ソ 
リッドカラー「水溶性アクリル（樹脂）塗料」2種類タミヤカラー 
アクリル、グンゼ産業水性ホビーカラー、ェナメル系（油性）塗 
料2種がある。①グンゼ産業 Mr . カラー39ダークイェロー、40 
ジャーマングレー、41レッドブラウン、70ダークグリーン各 10 ml 120 
円②グンゼ産業 Mr •カラー戦車色セット NATO 軍（ドイツ連邦軍） 
色 TC -10 ブローンセグリュン、 TC 11 レーダアブラフオン、 TC 12 テー 
アシュバルツ 18 ml 3色セット600円③グンゼ産業水性ホビーカ 
ラー H -79 サンディイエロー(ダークイエロー) 10 ml 120 円、他に H 32 
ダークグレー H 47 レツドブラウン各 lOmll 20円④ Mr •カラースプレー 

■エアーブラシ 


39ダークイェロー 40ジャーマングレー 70ダークグリーン各 
100 ml 400円⑤タミヤカラー（アクリル） XF 58 オリーブグリーン 
XF 59 デザートイェロー XF 60 ダークイェロー XF 63 ジャーマングレイ 
XF 64 レッドブラウン各 23 ml 1 80円⑥タミヤカラー（ェナメル） XF 58 
オリーブグリーン、 XF 59 デザートイェロー、 XF 60 ダークイェロー、 
XF 63 ジャーマングレイ、 XF 64 レッドブラウン各 lOmll 20円⑦ハン 
ブロール（ェナメル）83ジャ _ マンオ _ バ _ .才ール.サンド、86 
ジャーマン•カモフラージュ.ミディアム.グリーン、160レッド 
ブラウン、67ジャーマン • パンツアー⑧ S . D . E ソリッドカラー AG 1 
デュンケルグラウ、 AG 5 デュンケルゲルブ、 AG 6 デュンケルグリュー 
ン、 AG 7 ロットブラウン他3色有各 50 ml 600円。 




1T% 

そし.:'こ/妙 - ”.::' 1 ::) 


ドイツ車両の迷彩の多くはスプレーによるぼかし塗装。これを手 
軽に美しく仕上げるためにはエアーブラシが必需品だ。①グンゼ産 
業プロコン BOY WA ダブルアクションタイプ（ノズル径 0.3_ i ) 
11,800円。②グンゼ産業 Mr . エアブラシ - PRO ダブルアクションタ 
イプ（ノズル径〇 .3 酬）塗料吸い上げ式12,800円（吸い上げ式のシ 
ングルアクションタイプも有る9,800円）。③グンゼ産業プロコン 


BOY シングルアクションタイプ（ノズル径〇.3咖エアー付き）8,400 
円④タミヤスプレーワーク HG トリガーエアーブラシ（ノズル径 0.3 
mm ダブルアクションタイプ）15,800円⑤タミヤスプレーワーク HG 
エアーブラシ（ノズル径 0.3 mm ダブルアクションタイプ）12,800 
円⑥ウェーブスーパーエアブラシ（ノズル径 0.3 mm ダブルアク 
シヨンタイプ）12,000円。 
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, AFV モデル塗装テクニック 


■コンプレッサー 



エアーブラシで塗料を吹き出させるのが空気で、これを安定して 
送るのがコンブレッサーだ。①タミヤスプレーワーク HG コンブ 
レッサー ( 2電源方式)最高空気圧 1.1 kgf / cm 2 最大連続使用圧力 0.8 kgf / 
cm 2 15,000円②タミヤスプレーワーク.エアーブラシセット （2 
電源方式、エアーブラシ付き）最高空気圧 1.1 kgf / cm 2 、 最大連続使用 
圧力 0.5 kgf / cm 2 9,800円③タミヤコンプレッサーセット SW -653 
電源は 100 V コンセント、エアーフィルター、手元スイッチ、エアー 
ホース2種（各 1.5 m ) スタンド付き' 最高空気圧 3 Kgf / cm 2 最大連続 


デカール 


使用圧力 2 kgf / cm 2 47,800円④グンゼ産業 Mr リニアコンプレッサー 
L 5 駆動ノイズが静かなのが特徴。最高圧力 1.2 kgf / cm 2 、 定格圧力 
1.0 kgf / cm z AC 100 V 25,000円。他に Mr . リニアコンブレッサー/エア 
ブラシセット（プロコン BOY WA ダブルアクション、エアーレギユ 
レーターなどアクセサリー付き）39,800円と Mr . リニアコンプレッ 
サーセット（エアーレギユレーターやホースなどが付く）28,800円 
も発売中⑤ワークアソシエーションしずか御免作動音が静かな 
コンプレッサーとハンドピースなどのセット最高圧 o .2 kgf / cm 2 
29,800円。 


師団、戦術、車輛ナンバーなどは手軽に貼れるデカールが便利。①デ 
カールスター001 シュビ ムワーゲングロスドイ ッチュ ランドなど（ド 
ライデカール）800円他にタイガー I 用なども発売中•問い合せ喜屋 
ホビー a 03 -3398 -1424。②トラックラインデカール2626 WWII ドイツ 
バン ツアーレーア、 グロスドイツ ッチュ ランド部隊マーク（水転写ス 
ライドマーク）1.400円。ニスの余白が少なく、のリも強いもので、仕上 
げのつや消しクリヤー吹きにも 0 K 。 他にドイッ歩兵師団マーク、ナンバー 
プレートなど。•問い合せカスタムモデルズ 0048-651 -8690 


I 仕上げ、汚し用アイテム 



仕上げの明度落しやスミ入れ、汚しの材料としてはまず①グンゼ 
産業からウエザリングカラーセット 6色入り700円がある。こ 
れはマッド（つや消し）、オイル（光沢)、スート（つや消し）、ラ 
フグレー（つや消し）、ラフサンド（つや消し）で、汚しの色が分か 
らない人にも簡単に汚し塗装ができるもの。各 10 ml 。 ②パステル 
土が付着した粉っぽさを表現したり、墨入れとしても使用できる。 
使い方は紙ヤスリで粉にしたものを直接筆で置いたり、溶剤で溶い 
て使用。またチョークの様に直接こすり付けても 0 K 。 大きな画材店 


などでバラ売りもしている。③リキテックス（水性ァクリル絵の具) 
筆塗り用として模型用塗料の上に塗ることも可能。水で薄める時に 
はマットメデイウムを加えることで定着力が増す。画材店などで取 
り扱い。④油絵の具ウォッシング用などに使う。色やメーカーは 
沢山あるので1本づつ試して、使い易い物を探してみるのが良い。⑤ 
ぺトロール油絵の具の用の溶剤。油絵の具を薄めるのに使用。エ 
ナメル溶剤のようにブラを弱くしたりしないため、ウォッシングに 
向いている。テレビン油も油絵の具の溶剤。 


読者プ I 

AFV モデル塗装テクニック.ドイツ編の読者の皆様にプレゼ 
ントをご用意いたしました。 

この AFV モデル塗装テクニック.ドイツ編についてのご感想、 
ご批判等を何でもかまいませんので必ずお書きの上、ご応募 
下さい（必ずハガキでお願いします）。 

① タミヤ1/35シュタイヤー1500 A 01. 2名様 

以上提供：田宮模型 

② グンゼ産業 Mr . カラー戦車色セット 

② NATO 軍（ドイッ連邦軍）戦車色 . 6名様 

③ グンゼ産業ウェザリングカラーセット . 6名様 

④ グンゼ産業1/35ソミュア S 35 2 名様 

⑤ グンゼ産業1/35パンター G 後期型（赤外線暗視装置付） 

. 

⑦グンゼ産業1/35 Sd . Kfz 250/8 軽装甲兵員車シュルメン 

. 


ゼン 


2名様 
2名様 


以上提供：グンゼ産業 

⑧ HiPM 1/35 I 号戦車 A 型 . 

⑨ アランホビ_1/35 I 号戦車 F 型 . 

以上提供：バウマン 

•ご希望商品番号、住所、氏名、年齢、職業、電話番号を感想 
と共にご記入のうえ、下記の住所までハガキでお送り下さい。 

〒 102-0072 東京都千代田区飯田橋 3-3-11 飯田橋ばんらいビ 
ル 6 F (有)モデルアート社増刊 AFV 係 
參締め切りは1999年2月28日（消印有効）。 
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編集後記 

いかがでしたでしょうか？今回の増刊 AFV モデル塗 
装テクニック.ドイツ編は。私自身、塗装についてはま 
だまだ知らないこのばかりで、編集しながら今度これを 
やってみようなどと思ってしまいました。何しろこの何 
年も塗ってないもので…サーフェイサーなら2年前に吹 
いたんだけど…。それと色を塗る直前のものなら何個か 
あるんですが。 

この本が発売になっている頃、私は嫁さんの実家（長 
野）へ行っています。車で帰ろうと思っているんですが、 
気になるのが天候なのです。何しろ、雪道なんてスキー 
はしないから走ったことないのです。南信なので12月中 
はまだ雪は積もらないという話なのですが、今年の天気 
はどうも不安ですよね。天候不順で野菜は高くなってる 
し、なんか変。そういえば、今年の1月に帰る時は東京 
も大雪で安全策をとってバスで帰りました（着いたらビッ 
クリするくらいの積雪だったのでこれは正解でした）。 
チェーンは持っているのですが、もちろん付けたことは 
なく不安…。かといって今回は身重な嫁さんなので、パ 
スでは3時間以上かかるのに休憩は1回しかないのでこ 
ちらも不安。しかしいつかは走らねばならない雪道なの 
で覚悟を決めて行って来ます。車といえば、ここのとこ 
ろ車を2力月以上洗っていません。11月中は雨が降らず 
乾燥していたので、いいウェザリング状態となってたの 
ですが、12月に入ってから雨が多く自然洗車状態でこれ 
はもう1力月ぐらい洗車しなくてもいいかなと思えるほ 
ど。そうは言ってもワックスは落ちているし、嫁さんの 
実家に帰る前には奇麗にしとかないとやっぱり恥ずかし 
いもんね。 

さて、次回の AFV ものは、56年前の夏に起った史上最 
大の戦車戦 クルスクの 戦いをドイツ. ロシア 両軍の車輛 
を模型で再現します。発売は夏頃を予定していますので 
ちよつと先ですが御期待下さい。 


MODELER 

青木秀之、荒屋敷正和、伊藤康治、尾林大輔、 
河上重文、佐藤豊、島脇秀樹、清水稔、 

杉村光生、徳田和大、村田稔、山田卓司、 

谷崎英也 
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イラスト敝 

飛行機模型 

クニッ ^ KK 


ァ ーt* 婦 WMI 鞠 



イラスト版飛行機模型 
基礎テクニックガイド 

飛行機模型を作る上での基本的なテクニックを M 富 
なイラストを中心にして紹介。パーツの切り離しか 
ら、組立、塗装、仕上げといった各プロセスを分か 
りやすく、丁率に解説。さらにスジ彫りの仕方や、 
デイテイールアップパーツの使い方も掲載して、初 
心者に分かりやすい内容となっております。 

Na 446 ¥1，630(税込)送料 ¥100 


m 


パンサーモデル 
フイーべル 


第2次世界大戦最良の戦車といわれる V 号戦車“パ 
ンサ _"。 このパンサーを D 型からヤクトパンサ ー、 

, そして計画型に至るまでの各型を1/35スケールの模 
^型で製作紹介。バンサー戦車の魅力を再現します c 
紙 1/35パンサー D 型、 A 型、 G 型、ヤクトパンサー精 

密図面。バンサー戦車配備部隊時期別分布図掲載。 

N 0448 ¥2, 548(税込)送料¥130 



飛行機モデル 
テクニックガイド1 

美しくリアルな飛行機モデルを作る上で、 マスター 
したい、クリアーパーツの自作、フラップダウン 
化、武装の細部工作。魅力的なキットが多くリリー 
スされている、簡易インジェクション.バキューム 
フォームキットの作り方などを、多数の写真•イラ 
ストを使って紹介。 

Na 455 ¥2, 242(税込)送料 ¥120 



タイガーモデル 
フィーべル 

第2次世界大戦最強の戦車、ドイッ重戦車“タイ 
ガー"。試作型 VK 4501 から王虎タイガ ー n に至るま 
で、タイガー系列の各タイプを、1/35スケール丨6台 
で完全ラインナップ。ディティール写真、1/35精密 
図面も入って、モデリングの際の手引書（フイーべ 
ル）として使えます。 

N 0491 ¥2, 752(税込)送料 ¥130 


テ經麟 S 

technioues tiuiot ? 



飛行機モデル 
テクニックガイド2 


レジンキットの作り方、コクピットのデイテイール 
アップ等のモデリングガイドから、ちょっと趣向を 
変えてデスクトップモデルの工作。また飛行機モデ 
ラーにとってのバソコンの活用法など模型を取り囲 
む環境に至るまで、さまざまな面から飛行機モデル 
に アプローチ しています。 

No .462 ¥2, 242(税込)送料 ¥130 





突撃砲モデル 
フイーベル1 


第2次世界大戦初期に歩兵を援護する兵器として、 
ドイツで開発された突擊砲。今回は ffl 号突擊砲 A 、 
B 、 C / D 型といった短砲身型を中心に、ブルムベア 
やイタリアのセモベンテなど枢軸国の突擊砲15台を 
集めました。また製作に役立っ細部写真やディ 
ティールイラスト、図面など満載 

N 0491 ¥2, 700(税込)送料 ¥130 



飛行機モテル塗装と仕上げ 
テクニックガイド1 

飛行機モデルは様々な工夫をしても、塗装や仕上げ 
といった "フィニッシュ” がきまらないと、残念な 
がら満足な完成を見ることはできないでしよう。し 
かし、どんなモデラーでも悩むのはこの「塗装と仕 
上げ」ではないでしようか。今回は主に塗装のテク 
ニックを基礎から応用まで分か y やすく紹介します。 

No .475 ¥1，937(税込)送料 ¥100 



突撃砲モテルフィーべル2 
長砲身タイプ 

第二次大戦後半に崩壊寸前の東部戦線からイタリ 
ア、西部戦線で活躍した長砲身型を紹介します。製 
作記事は m 号突擊砲 F 型から G 型、 IV 号突擊砲、イ 
タリアの M 42 75/46などを1/35スケールで紹介しま 
す。また実車ディティール写真や1/35原寸図、カモ 
フラージュ&マーキング、ジオラマなども掲載して 
います。 

No .521 ¥2, 700(税込)送料 ¥150 



飛行機モテル塗装と仕上げ 
テクニックガイド2 

現在のデカールは質が向上し、貼付けの際の補助剤 
も出回っています。ここで、これらを踏まえた上で 
のデカール貼りの基礎から応用までを紹介。さらに 
デカールがない時の手描きテクニック、汚し塗装の 
考察から実践、欲しいデカールがすぐに引けるデ 
カールインデックス（パート1 ) なども収録。 

Na 489 ¥1，937(税込)送料 ¥100 


欄 

bhhI 


m 号戦車モデル 
フイーベル 


_ - 


in 号戦車各型をフルスクラッチ、改造を含めて製 
~ 作。更にあらゆる戦線で活躍した in 号戦車らし<、 

様々なシチュエーションのジオラマ。各サブタイプ 
を平易に解説した、イラスト変遷図。また製作に欠 
~ かせない、1/35スケール四面図、デイテイール写真 
集と ffl 号戦車の魅力を余すことなく紹介します C 


Na 5 12 ¥ 2, 700 (税込)送料 ¥ 150 



飛行機モテル塗装と仕上げ 
テクニックガイド3 

風防フレームの奇麗な塗り方と仕上げ方、レターや 
国籍マークの描き方ガイド、クリアーの比較テスト 
と磨き出しガイド、コンパウンドとワックスの各社 
の製品の使い比べ、パソコンでデカールを作る、筆 
塗りで行う迷彩塗装、缶スプレーでボカシ塗装に挑 
戦、塗装によるデイテールアップ、デカールイン 
デックスを紹介しています。 

Na 516 ¥1，850(税込)送料 ¥110 


■購入方法 

弊社発行の雑誌は全国の書店 • 模型店でお求め下さい。 
店頭にない場合はお近くの書店•模型店にてご注文下さし、。 
また下記の住所へ直接申し込む場合は、現金書留•郵便為 
替 • 郵便定額小為替をご利用下さい。 

(有)モデルアート社 

〒1 02-0072 東京都千代田区飯田橋 3-3 H 1 飯田橋ばんらいビル 7 F 
TEL . 03-3262-6450 FAX . 03-3262-7932 振替00141 )-6-1 96313 
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